
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　いつだって、見たくないものの方が先に目に飛び込んでくる。

　仕事帰り、人ひと気けのない路地の端で、俺は茶髪の少女が複数の少年に囲まれているのを見かけた。

　その光景が目に入った瞬間、無に息を吐いてそちらへと進路を変えた。

「こいつ、マジで軽い。風船みたいだ。すげーな」

「バレーボールしようぜ。こいつボールで」

　ぎゃははと笑う声。中等学校の学生だろうか。十五歳にも満たないであろう少年四人組が、同じくらいの年齢の少女を持っていた。

　文字通り、彼らは少女の髪を摑つかんで軽々と振り回していた。体重四十キロは下らないであろう少女は為なされるがままになっている。悲鳴が耳を刺した。

　俺は少年たちに歩み寄ると、低い声で、

「何をしている」

　びくり、と少年たちが竦すくんだ。だがそれも束つかの間、すぐに威勢を取り戻して胸を張った。

「別に、悪いことはしてないですよ」

　四人組のうちの一人がそう言うと、他の三人も同調して、

「そうだ、いじめとか暴力とか、そんなんじゃないぜ」「おにーさんには関係ないですよ」

「やってることはいじめに見えるかもしれないけど、でもこいつは人間じゃない──」

「偽生者ワナビー、だろう。そんなことは分かっている」

　少年の発言を遮り、淡々とそう言った。少年たちの威勢が萎なえていく。

「偽生者を見つけたら速やかに倫理監護局に通報する。それが手順だ。守れ」

　軽く睨ねめつけながらそう言うと、

「おい、行こうぜ」「次からは気をつけまーす」

　少年たちは俺から目を逸らし、そそくさとその場を去った。自分たちがしていたことを悪びれる雰囲気はなかった。あるのはただ、面倒くさそうな年上の男と関わるのを避けようという意志だけ。

　俺は少年たちには目もくれず、じっと少女を見つめた。

　明るい茶色に染められた髪、少し日に焼けた肌、ひび割れ気味な乙女色の唇。奇異なことに、紙レガシーの新聞媒体をバスタオルのように巻いているだけ、という格好だった。

　少女はしゃくり上げながらも口を開いた。

「あ、あの……ありがとうござ」

「お前、偽生者だろ」

　申し訳程度に問い質ただすことで規定をクリア。三十秒前に送った発砲申請が承認されるのを待ちつつ、目の前の少女の動きに気を配りながら、銃に手をかける。

　まるで存在したことが噓であるかのように、速やかに返殺キルバツクする。それが信条。

《倫護士ライフセーバーＩＤ四〇、竹たけ内うち限きり夏かの発砲申請を承認。周囲の安全への十分な配慮ののち、生体認証によりセーフティ解除を行ってください》

　電子音声が頭の中で鳴った。遅いと愚痴りたくなるのを抑えて小指の指紋をグリップの底に押し当てて電子ロックを解除し、そのまま滑らかな所作で引き金に指をかけ、引く。

　轟ごう音おんとともに少女の胸部が破裂し、赤黒い肉片が路上に撒まき散らされた。

　俺は少女の死体に歩み寄ると、喪失ミツシングの特定にかかった。髪の毛を引っ摑んで顔を無理矢理上げ、身体のどこかにあるはずの刻印を探す。

　本当は特定を済ませてから殺すのがマニュアル通りの手順なのだが、その辺は無視していた。偽生者は一分一秒でも早く殺したい。殺し直したい。そういう行動原理だった。

　刻印はあっさりと首元に見つかった。山吹色の文字で小さく〈ＷＥＩＧＨＴ〉と刻まれている。〈体重〉を喪失ミスした偽生者。少年たちが軽々振り回していたことからも、間違いない。新聞紙を服代わりにしていたのも、普通の服を着れないからだろう。

「二〇五〇年六月二十日、午後七時十分、返殺完了。生前氏名は不明。享年不明。喪失は〈体重〉」

　後で報告書を作る時のための口上。社用端末が声をきちんと拾って文字情報としてストックしてくれる。

　ちょうど記録完了の通知音が鳴ったとき、少女の遺体が崩壊を始めた。胸部を中心に雪のように細やかな欠片かけらに分解されていく。かと思うと分解された欠片が徐々に拡散していき、最終的には衣服代わりの新聞紙を残して消えた。

　偽生者の一般的な最期──朝日を浴びた雪だるまみたいに消散する。

　と、そこで脳内に通知音が鳴った。応答の操作をすると、上司の呆あきれかえった声が耳に飛び込んでくる。

《限夏、毎度の忠告ですまないんだけどさ……道端で偽生者を見かけたら、まずはきちんと職質して戸籍ＤＢと照会してくれないかな？　万が一にも生者だったときどうするんだ。それから、勝手に返殺するのも基本ＮＧだよ。同定、確保、搬送、安楽死処理って手順、マニュアルにがっつり書いてあるよね？　もう何回も言っているし、分かりきっていることでしょ？》

　内容は完全に説教だが、屈託ない喋しやべり方のおかげで不快感は少ない。もっとも、ほとんど聞き流しているから内容はあまり関係ないのだが。おはようございます並みのルーティーンコミュニケーション。

「ちゃんと偽生者だったので大丈夫ですよ、遊あす馬まさん。俺が見間違うはずがないでしょう。それに、きっかり一撃かつ一瞬で死んでるから、ほぼ安楽死と同じです。何も問題ない」

《そうは言ってもねぇ……》

　毎回おなじみのやりとり。だが、遊馬がこの程度の忠告のためだけに通信をよこしたことは、今まで一度もなかった。

「用件はなんですか」

《さすが、話が早いね。実は、緊急の仕事があるんだ》

　遊馬の声がワントーン重たくなる。

《すぐにでも説明したい。今夜の予定は？　今から会社に戻ってこれるなら、頼む》

　時刻は夜七時を過ぎており、日も落ち始めている。わざわざ遊馬から招集の指令を受けることなどほとんどないし、この時間となるとさらに珍しかった。

「仕事、とは？」

　庶務雑務なら断る、というニュアンスを込めて訊きく。

《当然、偽生者に関することだよ。どうしても今日のうちに振り出しておきたい仕事と、会ってもらいたい子がいるんだよね》

「なら、行きますよ。偽生者を殺し直すことより優先したい予定なんて、俺にはないですから」

　通話を打ち切ると、自宅の方角に向いていた身体をくるりと一回転させる。

　遊馬の口ぶりから、話が長引くことは容易に想像できた。カップラーメンでも買っていって食べながら話を聞くかと思い、コンビニに寄ることにした。

　コンビニの看板を求めて視線を上げると、吸い込まれそうな一面の黒をたたえる夜空に、一点だけ真っ白な円が浮かんでいた。満ちきっていない、待宵の月。
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　わたしは近頃暇だった。指令がなぜだか全然こないので、もうここ一週間、部屋から出ていない。本や漫画やゲームで時間を潰つぶすのにも限界があるし、さすがに退屈が極まってくる。なにしろわたしの部屋は、会社の地下にあるのだ。お日様も久しく拝めていない。
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「伴ばん、また今日も非番かよ、干されてんじゃねーの」

　ちょうど仕事から帰ってきた愛あい果かが、でかい声でそう言った。愛果はわたしと違って今週すでに四回も出動している。

「しょうがないじゃん、遊馬くんが全然仕事振ってくれないんだもん」

「ああ、力仕事が多いせいか知らんけど、なんか最近やたらあたしにばっか指令が回ってきやがるな」

「わたしも外出したいんだけどなー。遊馬くんも紗さ束つかも何も言ってこないんだよね」

　わたしはそう言いながらベッドに潜り込んだ。二段ベッドの上側。愛果はもともと下の段で寝ていたが、寝相が悪すぎるので隣の部屋のハンモックで寝てもらうようにしている。

「おい伴、もしかしてもう寝る気か？　悪いけどまだ飯食ってねえんだ、頼むぜ」

　愛果がミールメーカーの前に移動しながらそう言った。

　今日のメニューはこの蒸し暑い季節なのに、野菜たっぷりの熱々ポトフ。愛果が部活みたいな馬鹿でかい声でミールメーカーを音声操作するのを聞きながら、わたしはのっそりとベッドから這はい出る。

「食べさせてあげるのはいいけどさ、あと三十分以内には寝たいからよろしく」

「早食いは得意だぜ」

「食事、お風ふ呂ろ、着替え、歯磨き、トイレまで全部合わせて三十分ね」

「早風呂に早着替えに早歯磨きに早排尿か、なかなかチャレンジングだ」

「食事前に排尿とか言うなし」

　自分で食器を持てない愛果の代わりにテーブルまで食器を運ぶと、一口ずつ愛果の口元に運んであげる。宣言通り、愛果はめちゃくちゃテンポ良く食べ進めた。

　愛果の食事とその他諸もろ々もろを終わらせると、時計の針は十九時半を指していた。少し遅い就寝だが、まあ誤差の範囲内だろう。

「よくこんな時間に寝れるよな。小学生かよ」

　愛果が長い金髪を弄もてあそびながらそうぼやいた。

「伴ちゃんは毎日太陽より先に眠るのだよ。おやすみ」

　そう言って部屋の明かりの光量を絞ろうとしたところで、着信音が鳴った。音の出所は、枕元に置いた、折りたたみ式のアナログ携帯電話。この時代までしぶとく生き残った旧世代の遺物だ。わたしは脳内通信の機器を装備させてもらえてないので、普段の業務連絡はこの化石を使って行っている。

「もしもし」

《伴ちゃんこんばんは。遊馬でーす。急な招集で申し訳ないんだけど、地下一階の中会議室に来てくれない？》

　軽薄な上司の声。

「遊馬くん。毎日十九時には寝ちゃうわたしの生活、把握してるはずだよね？」

《君の就寝時間は重々承知してるよ。もちろんその上での電話だ。すまないね。伴ちゃんの生活リズムを乱してでもお願いしたい、急ぎの話なんだ》

　遊馬くんは申し訳なさそうにそう返してくるが、声が軽すぎていまいち心がこもってない感じがする。とはいえ、一応は上司の上司のそのまた上司くらいの役職者である。いったん素直に謝意を受け取ることにしてあげた。

「……分かったよ。行きます行きます。所しよ詮せん雇われの身だからねぇ。じゃ、紗束が部屋まで迎えに来てくれるのを待ってればいいのかな？　てか紗束はまだ会社にいるの？」

　そこで一瞬だけ間があいたが、遊馬くんはトーンを変えずに、

《いや、紗束はいない。代わりに僕が行く。十分後に部屋に迎えに行くから、支度しておいてくれ》

「え、マジ？」

　普段は会社の奥深く、局長以上しか入れない執務室にどっしり腰掛けているか、オペレーター室でせわしなく働いているような男である。そんな男がわざわざ、飼い犬の首輪をつけに犬小屋までお出ましとは。

「なんでまた、局長様が直々に」

《それも後で説明するから。よろしくね》

　そこで電話は切れた。入眠モードになってるところに、いきなりの招集指令。若干苛いら立だちはしたものの、

「ま、しゃーないか」

　そう独りごちて、わたしは自分の制服であるところの、深紅のセーラー服をクローゼットから引っ張り出した。別に社内の打ち合わせなら制服である必要はないのだが、別の服の組み合わせを考えるのもそれはそれで面倒なのだ。

　髪も適当にアメピンでばってん留めして整え、最低限外行き用の格好にまでは持っていく。お気に入りの出目金の巾きん着ちやく袋に化石携帯やら筆記具やら外出用グッズを詰める。最後に、別に必要ないかなと思いつつも、念のために愛刀を腰に装着。これにてとりあえず準備完了。

「お前、ほんとお人ひと好よしだよな。寝る前のリラックスモードの時に招集かけられるなんて、あたしだったらブチ切れて壁殴って崩壊させてるわ」

「まあまあ、遊馬くんも仕事だからねぇ」

　そこでインターフォンが鳴った。お早い到着。モニターに遊馬くんの顔が映る。

「じゃ、行ってくるね」

　愛果に手を振って扉を開けると、遊馬くんの姿。すでに歩き始めていた。わたしは足だけでごそごそとローファーを履くと、彼の後を追った。

「この時間に呼び出すからには、それなりに重要なことなんでしょーね」

「かなーり重要なことだね」

　そう言う遊馬くんの口調にはいつもの軽薄さがない。本当に憔しよう悴すいしているように見える。

「良いニュース？　悪いニュース？」

「端的に言えば、最悪のニュース、かな」

　うげ、マジかよ。

　会議室に到着すると、遊馬くんは律儀にノックをして中へと入った。

「限夏、お疲れ様。急にすまないね。とりあえず、引き合わせたい子がいるから。さあ、伴ちゃん、入って」

　どうやら呼び出されたのはわたしだけではなかったらしい。

　遊馬くんの手招きに従って部屋に入ると、長机の一番奥に、一人の男の子が座っていた。

　少年と青年のちょうど真ん中くらいの年齢だろうか。雪みたいに真っ白な髪に、いくつか黒の毛束がまじった頭をしている。服装は白シャツに黒ネクタイ、スラックスも黒、ピアスも黒のリングでおまけに瞳ひとみの色も真っ黒。ピアノの鍵けん盤ばんかよと言いたくなるようなカラーリングだ。けど顔がきれいなのでなんだか美しさすら感じる。手にしたカップラーメンの俗っぽさもそれはそれでアリ。

　もしや彼がクライアントか何かということだろうか。それなら遊馬くんナイスだよと心の中で親指を立てた。わたしの日々の生活でリアルな美形の男を目にする機会は数少ない。久々の目の保養だ。キリカというのも……なかなかいい響きの名前だ。

　しかし、白黒の少年と目が合った瞬間、その考えは間違いだと気づかされた。

　少年はわたしを見て、ほんの一瞬だけ呆あつ気けにとられたような顔になったのち真顔に戻って、生気がないくせにやたら殺気のこもった視線でわたしを刺した。

「お前、偽生者だろ」

　少年は目に一切感情の火を灯ともさず、右手を動かした。ばかみたいにでかい口径の銃、むしろ砲とでも呼びたくなるそんな武器を構え、わたしにがっつり狙いを定めている。

　電子管制による安全装置が外れているのかいないのかは分からない。しかし、引き金にかけられた指の筋肉の収縮っぷりから、あのでっかい穴から弾丸が飛び出している光景が容易に浮かんだ。

　脅しじゃない。こいつ、マジで撃つ気だ。

　どういう理屈かは分からないけど、わたしが生者かもしれないなんて可能性は一切考慮していない。わたしが偽生者であることを確信した、確固たる動作。

　勘弁してちょうだいよ。こっちはもう寝るとこだったんだよ。そうぼやきたくなるのをこらえて、わたしは床を蹴けった。

　後ろに下がって逃げるのは無理だ。すでに入り口から三歩も足を踏み入れてるので、回れ右して廊下に戻ろうとしたところで、戻りきる前にすぐさま撃たれてアウト。

　なら、前に出るしかない。

　わたしは銃口を向けられるのとほぼ同時に、遊馬くんの目の前に飛び出していた。少年と遊馬くんを結ぶ直線上に位置取る。

「ちっ」

　白黒少年の舌打ち。射線上に遊馬くんがかぶるせいで撃てない。狙い通りだ。

「遊馬さん、どけ！」

　叫ぶ少年。しかし遊馬くんが動くよりも早く、わたしは動いた。武装縮小のご時世、銃を使う相手とやり合う機会なんてなかなかない。実際かなり久しぶりだったけど、特に問題はないだろう。大抵の銃使いは懐に入ってしまえば勝手にパニクって自滅してくれる。

　わたしは少年と遊馬くんを結ぶ直線上からはみ出さないよう気をつけながら、一気に距離を詰めた。

「限夏、伴ちゃん！　やめろ──」

　後ろから遊馬くんの制止が聞こえてくるが無視。わたしは腰に差した愛刀を抜いた。オリジナルの桜紋を彫り込んだ一振り。あえて刀身を見せつけてプレッシャーをかける。

　白黒少年がいったいどういうポジションの人間なのかは分からないが、撃たれるのはごめんだった。何しろもう今日はシャワーを浴びてしまっている。

　とりあえず小手に一撃ぶち込めば銃を取り落とさせられるだろう。その程度の気持ちでわたしは少年へと突撃する。

　だがここでわたしは自分の過ちを思い知らされた。あまりにもでっかい銃口に意識を取られすぎて、わたしは少年の左手に握られた武器への注意を欠いていた。すなわち湯気といい匂いを放ってる、カップラーメンの容器。

　手首のスナップをいい感じに利かせて放たれたカップラーメンは、スープと具と麵めんをまき散らかしながらわたしの顔面めがけて飛来し、わたしの思考を見事に奪った。すぐにわたしの脳内の天てん秤びんが見積もりを始める。すなわち、ラーメンを頭に浴びるのと、銃弾を頭に浴びるのと、どちらが惨めでつらいことだろうか、と。

　結論──どっちも嫌だが見栄え的にはラーメンの方がより嫌だ。わたしは少年への突進を放棄し、咄とつ嗟さに机を蹴って一気に後退した。ワンテンポ遅れて、スープと具と麵が床を打つびちゃりという音が妙に生々しく響く。ラーメンのシャワーは浴びずに済んだ。ひとまず最悪の事態は回避できたのでよしとする。

　わたしの動きと対角を取るように、少年が斜めに飛んだ。射線から遊馬くんが外れ、発砲を制限する要素が消える。

　わたしは刀を振りかぶりながら再度距離を詰めようと床を蹴ったが、わたしの刃が少年に届くより、少年の人差し指が引き金を引く方がどう考えても速い。残念ながらわたしの負けだ。制服はわたしの血肉でびしょびしょになってしまうだろう。

　はたして、少年は引き金を引き絞った。しかし、銃声は聞こえてこない。

　少年が苦々しい顔で、「発砲承認……」と漏らした。どうやらあの銃、しっかりと電子管制されているようだ。遊馬くんが申請を棄却してくれたのだろう。なんだ、ひと安心。

　そう思って刀を納めようとしたところで、少年が二挺目の銃を抜いた。

　それまで静観していた遊馬くんが初めて、動揺を見せた。

「限夏、そんな銃は与えていない──」
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　先ほどのオートマチックとはまた別種の存在感を放つ、真っ黒で武骨なリボルバー。明らかに電子管制なんて高度な技術は搭載されていない……今時珍しい抜き身の銃だった。

　今度こそ少年は撃つ。それが、確かな予感としてわたしには分かった。もう少年の銃弾を制限する物は何もない。

　せめてもの抵抗として、

「あーもう、マジで全裸見せて貰もらうくらいのペナルティは覚悟しろよ、少年」

　そう宣言した。

　直後、轟ごう音おんが室内を揺らし、わたしの意識は弾け飛んだ。
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　俺は自分の見ている光景が信じられず、視界が揺れるのを感じた。

　目の前に、一人の少女が、平然とした様子で立っている。

　まず目に入ってきたのは、鮮やかな紅色のセーラー服と髪飾りだった。そこだけ花火でも上がっているかのような輝き。身長は低く、あどけない顔。中学生くらいだろうか。黒目が大きく、吸い込まれそうになる。

　見慣れない鮮やかな赤と、そこに降り注いだ血と脳のう漿しようとその他諸もろ々もろの肉片が、俺の鼓動を加速させる。

　俺の弾丸は、少女の額に命中し、頭部を確実に破壊した。

「……どういうことだ」

　少女は倒れ、一瞬で致命、いつも通り返殺完了──そうなるはずだった。

「それはこっちの台詞せりふだよ。銃殺は即死な分、不快度は低いんだけど……びっくりするんだよね。あと服汚れるし。あー、これならカップラーメン浴びた方が良かったかなぁ」

　平然とした口調でそんなことを言う少女を、俺はただただ愕がく然ぜんとして見つめていた。

　少女の頭部は、撃たれる前と何一つ変わらない状態だった。床に倒れ込んだあと、数秒と経たないうちに少女の頭部は再生し、起き上がったのだ。唯一、留めてあった髪だけはほどけた状態になって再生していたが、それ以外は一切変化がなく、普通に喋しやべっている。

「限夏、銃は下ろしなさい」

　珍しくシリアスなトーンで、静かに遊馬がそう言った。そこでふと我に返る。一つの事実が頭の中で反響する。

　──失敗した。

　倫護士の資格を取ってから初めて、偽生者の返殺に失敗した。

　一撃で、感傷や痛みを覚える間も無いくらい速やかに殺す。今までそうしてきた。そうすべきだと思っていた。

　こいつらは一度、死んだ人間なのだから。

　偽生者──読んで字のごとく、偽物の生者。一度死んだにもかかわらず、何故か生き返ってしまった人間のことだ。存在することを許されない、生命の不可逆性イリバーシビリテイを壊す者。

　いつの間にか俺は床に膝ひざをついていた。復活した少女の姿が、揺れる視界に映る。紅色の制服が、鮮やかすぎて目に焼き付くようだった。

「ちょっと、どうしたの。倒れたいのはわたしの方だよ、まったく」

　その口ぶりは、銃で撃たれた者としては平穏すぎた。撃たれたことに一切の動揺が無い。

　こみ上げる異物感を抑えきれずに、俺は吐いた。うわっという声が頭上から降ってくる。その軽い声がさらに俺の神経を逆さか撫なでする。

「……とりあえず、場所を変えようか」

　遊馬が唸うなるような声でそう言った。血と吐と瀉しや物の臭いが充満した会議室で、清掃用のドローンの稼働音だけが響いた。
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「──はい、というわけで、仕事の話の前にまずは説教から始めないといけなくなったわけだが」

「──電子管制もされてない銃なんて、どこで手に入れたの。絶対違法でしょ。結局それかばうの僕だよね、僕にしわ寄せが来るやつだよね」

「──弾だん痕こん残っちゃったね。これ社長になんて説明するの？　もしかしたら君の銃所持の許可も取り消されるかもよ？　……いや、それはないか。自分で言っててありえないなって思っちゃった。でもマジでバレたら謹慎くらいは余裕でありえるよ」

「──そもそも上長の指示は絶対守るって、普通のことだよね？　僕変なこと言ってないよね？　まあ、僕がちゃんと伴ちゃんのことを説明してなかったのも悪かったけどさ、だいたい伴ちゃんもかわいそうでしょ。彼女は僕らの仲間──」

　隣の会議室に場所を移した後、遊馬くんは限夏なる少年に驟しゆう雨うのごとき説教をし始めた。終わるのを待ってやろうかとも思ったが、やっぱり早く部屋に戻って寝たいので、止めさせることにする。

「遊馬くん、もういいよ。別に減るもんじゃないし。カップラーメンぶつけられてたらマジで怒ってたかもしれないけど、幸い死ぬだけで済んだし。限夏少年が全裸罰ゲームちゃんとやってくれるなら全然お釣りくるわ。それよりさ、早く仕事の話してよ」

　遊馬くんははっと我に返ったように、

「ああ、そうだね。実は君たちにやってもらいたい案件があって、その説明をしたかったんだ。じゃあ早速──」

「何で死なない？」

　ようやく説教から解放された限夏が、わたしの方を向いて低い声で呟つぶやいた。まあ、自分が撃った女が生き返る様を見せつけられた人間としては、当然っちゃ当然の質問だろう。なにしろわたしだって、その答えを教えてくれる人がいるなら土下座してでも訊ききたい。

　もちろんそんなことを言って話を散らかすのは面倒なので、シンプルに、

「わたしの喪失、〈死〉だから。死なないし老いない。そういう体質なの。いわゆる不老不死」

　限夏は信じたくない、という顔をしたまま、わたしではなく遊馬くんの方を向き、

「そんな常識外れな喪失、ありえるんですか」

　遊馬くんはゆっくりと頷うなずき、「伴ちゃんが不老不死なのは事実だよ」と答えた。

　偽生者には、三つの特徴がある。

　一つ目──老衰や病死や自殺による死者は蘇そ生せいせず、他殺された者のみが蘇生する。

　二つ目──死後、数分から数週間程度の期間をおいて死者は蘇生する。

　そして三つ目──蘇生する際、死者は自身の人間としての一部分を喪失する。

　喪失の種類は様々だ。〈腕〉〈肝臓〉〈髪〉などの部位や、〈視覚〉〈消化〉などの機能、あるいは〈正義感〉〈偏見〉などの観念、〈計算力〉〈握力〉などの能力。

　それだけじゃない。〈音〉を喪失したサイレント女や、〈距離〉を喪失して瞬間移動ができるようになった女みたいな奴もいる。喪失ってやつは時に科学の範はん疇ちゆうを飛び越えているのだ。

　とにかく、そういうわけで、わたしは〈死〉を喪失した偽生者だ。なので死なない。

「本当に、不老不死なのか。どうやっても、殺し直せないのか」

「殺し直せないですー」

　わたしは手にした日本刀を鞘さやから抜くと、手首に刃をあてて一気に断ち落とした。ダイナミックなリストカット。人参切るのと同じくらいの自然さで手首が斬り落とされ、かと思うと失われた手首から先の部分に赤い輝きが現れた。

　輝きは次第に手の形を成し、まばたき二回分程度の時間が経った頃には、わたしの左手は完全に再生していた。清掃用ドローンが、床に落ちたわたしの手首にすり寄って回収した。大量の血痕も、きれいさっぱり拭ふき取られる。わたしの手も床もきれいさっぱり元通り。

　これで分かったでしょ？　という視線を限夏へと投げて、デモンストレーション終了。

「はい、こんな感じで見ての通り。わたしは死ねないの。君がどんだけわたしを返殺したくても無理。何万回そのデカ銃で撃たれても無理なものは無理。何万回でも生き返る。ここまですれば分かってくれたかな、血の気の多い限夏くん」

　呆ぼう然ぜんとしている限夏を見て、遊馬くんが穏やかに話し始めた。

「いくら死なない偽生者だからって、何で堂々とウチの社員証ぶら下げてこの会社にいるんだって顔だね。偽生者を返殺するために設立された、このＧＬＩＬに」

　遊馬くんはスクール形式に並べられた机の真正面に立ち、教師のように指をぴんと立てて説明を始めた。

「そもそも社内でも一部の人間しか知らないし、特に君に言うと色々と問題がありそうだから今まで黙っていたんだけど──うちの会社では、偽生者を雇っているんだ。偽生者に対抗するための武力としてね」

「どういうことですか」

「偽生者を殺すための偽生者として、僕たちＧＬＩＬは彼女たちを使う。年々凶悪化する偽生者犯罪に対して、我々に許可されている武力はあまりにも頼りない。うちも国から指定を受けた生命倫理保全ガード事業会社ナーとはいえ、与えられた武装予算では、偽生者たちに対応できなくなっている」

「俺が全員返殺すればいい話だ。そのためにあの地獄みたいな申請書と稟りん議ぎ書と研修とカウンセリングの山を乗り越えてこの銃をもらった」

「もちろん、君の働きには期待しているし、だからこそ限られた武装予算を使って君に銃を与えた。だが、結局のところ君一人でできることには限界がある。

　喪失の内容によっては、偽生者はむしろ生前より強化された武力を持つ。その偽生者に対抗するためには、こちらも偽生者を使うしかない、という発想になるわけだ」

「そうそう、伴ちゃんは君たちの会社の切り札なのだよ、少年」

　わたしはとにかくこの息の詰まりそうな場を温めたくて、軽口を叩たたいた。

「ふざけるな」

　軽口は逆効果だったらしい。限夏は張り詰めた声と表情で、糾弾するように遊馬くんに詰め寄った。

「人は生き返らない。その不変の法則を守るために俺たちは毎日偽生者を殺し直している。違うのか、遊馬さん」

　低くて冷たい声だけど、その裏で煮えたぎっている偽生者への嫌悪感が丸見えだった。

　まあ、特に珍しい話でもない。ここは株式会社ＧＬＩＬ──多数の倫護士が在籍し、偽生者を返殺することを生業なりわいにしている会社だ。当然、偽生者を返殺したいという意志を持った者たちが集まりやすい。

「偽生者Ａを使うことで二人以上の偽生者を返殺できるなら、Ａを生かして使うべきだ。単純な引き算だろう？」

　遊馬くんは何でもないことのように答える。

「だけど、だからって、偽生者を雇うなんて……」

「まあまあ、少年。いったん落ち着こうじゃないか。遊馬くん、さっさと本題に入ってよ。そして速やかに終わらせて寝かせてちょーだい」

　ほっとくと埒らちがあかなそうなので口を挟む。普段ならとっくに夢の中にいる時間帯なのだ。さっさと部屋に戻ってベッドにダイブしたい。

　遊馬くんはうなずき、目で限夏を制すと、

「ああ、本題に入ろう。君たちを呼び出したのは喧けん嘩かさせるためじゃないんだからね。むしろ逆だ」

「逆」

　わたしは無駄に遊馬くんの言葉を繰り返した。遊馬くんはわたしの反はん芻すうには反応せず、言った。

「限夏、君には伴ちゃんの監督官をやってほしい」

　思わずマジかよと声に出してしまう。

「何ですか、監督官って」限夏の素朴な質問。

「まず前提として、彼女のように、偽生者を返殺するという目的のもと、様々な条件を満たして生存を許可された偽生者を、怺生者リハビーと呼んでいる」

「それで？」

「伴ちゃんは身にしみてると思うけど、この怺生者というのが規定に次ぐ規定にまみれた、非常に不自由な存在でね……まあ、法律で生きてちゃ駄目だって言われてるところを特別に赦して貰もらってるわけだから、当然といえば当然なんだけど」

「規制緩和を求めていこう」

　わたしの主張を微笑みで軽く流し、遊馬くんは続ける。

「怺生者が生存を許される条件の一つに、倫護士一名が監督官としてつく、というものがある。怺生者と常に二人一組で行動し、怺生者が違反行為をしないか監督しつつ、互いにサポートしあって成果を最大化していく──それが監督官の仕事。

　というわけで限夏、君にはその、監督官になってもらいたいんだ。伴ちゃんと一緒に任務にあたり、伴ちゃんが規定を逸脱した行動を取らないか監督する」

「なるほど、断る」

　限夏が表情を変えずにそう言った。なんとなくわたしは告白もしてないのに振られたような気分になり、思わず口を開く。

「わたしはこんな美少年が監督してくれるなら、大歓迎だよ」

　にっこり笑って余裕の表情を見せる。しかし限夏はわたしと目を合わせることなく、手元の銃をくるくると回しながら、

「なんで俺がそんなことしなくちゃいけないんですか。俺の仕事は偽生者を殺し直すことであって、死なない偽生者のお守りなんかじゃない」

　そこで限夏は、ふと思い至ったように、疑問を口にする。

「そもそも、今は誰がそいつの監督官なんですか？」

　遊馬くんは頰をかきながら答えた。

「第二監護局・第二執行部の初はつ山やま紗束だ」

　限夏は少し驚いた顔をしたが、

「ああ、紗束さん。そうだったんですね。いいじゃないですか、優秀な人だ。あの人が引き続きやってくれればそれで丸く収まる」

　わたしもそれには同意だ。

「まあ、確かに紗束から替える必要なんてないよ。何で急にそんな人事異動が必要なのさ。普通に紗束に続行させてよ。あ、もしかして紗束の希望？　伴ちゃんのお守りするの、嫌になっちゃったとか？」

　しかし、遊馬くんの表情は動かなかった。

「いや、違うよ」

「？　じゃあ何でさ」

「紗束は死んだ」

　部屋がしん、と冷えた。

「紗束は、遭遇した偽生者を返殺しようとして、返り討ちにされた。まだ周知はされていないが、今週中には殉職報告が全社共有される」

　わたしはありゃま、と呟つぶやいた。そうとしか言えなかった。限夏も無表情は崩していないものの、くるくる弄もてあそんでいた銃を取り落としていた。彼は彼で衝撃を受けているらしい。

「君たち二人には、紗束を殺した偽生者を追ってもらいたい。二人一組のパートナーとして、ね」

　遊馬くんの真面目な口調は聞いてるだけでくすぐったくなってくる。

「紗束の実力は二人とも知っての通りだ。うちの会社の中じゃ、上から数えた方が早いレベルの倫護士だ。銃も所持していた。その上で、返り討ちにあった」

「それだけヤバい相手だった、ってことね」

　わたしは遊馬くんの意を汲くんでそう言った。遊馬くんはゆっくりとうなずき、

「だからこそ、君たちを使う。敵の特性から考えてベストな人員配置スタツフイングだと僕が判断した。反論は受け付けない。いいかい？　同意してくれたらすぐに、説明オリエンに入るよ」

　限夏は無表情のまま、遊馬くんの気迫に圧おされたのか、ゆっくりとうなずいた。わたしもそれに倣う。すでに軽口を叩ける空気ではなくなっていた。

「紗束を死に至らしめた偽生者の名は、琴こと崎ざき白しろ奈な。享年十八歳。喪失は〈健康〉だ」

「喪失まで判明してるんだ」

　偽生者の喪失を見分ける方法は一つ──上半身のどこかに、喪失が英字で刻印されているのだ。もちろんわたしにも刻印はある。舌の上に紅色の文字で〈ＤＥＡＴＨ〉。

「紗束の戦果だ。きちんと活いかして、仇かたきを討とう」

　さらりと言う遊馬くん。自分の部下が殉職したのだ、動揺していないはずがない。なのに、頑張って表面上の平静を保っている。上官の動揺は末端にがっつり悪影響を及ぼすということをきちんと理解しているのだ。優秀な上司。

「紗束はそいつの返殺を担当してたの？」

「いや、別の仕事を終えて帰社する途中だったところで遭遇したんだ。琴崎はいきなり襲いかかってきた。すぐに僕がオペレーティングに入ったけど、結果として紗束は琴崎の喪失によって死亡した」

　後悔の念がにじみ出ている口調。

「琴崎の襲撃があった時点で、すぐに撤退させるべきだったんだ。それを僕は、紗束なら一人でも対応できるだろうって判断した。安直すぎた。リスク評価はまだ出ていないが、琴崎の喪失は間違いなく過去最高クラスを叩き出すだろう」

　遊馬くんの重たい声。明らかに自分を責めている口ぶり。遊馬くんのせいなんかじゃないよ、気に病みすぎないで……とかそんな適当なことは言えそうになかった。

「そんなにヤバい喪失なの」

「喪失の詳細については、紗束の死に際を追体験してもらうのが手っ取り早い。共感箱エンボツクスを送るから、同期の準備して」

　遊馬くんが濃紺のＩＣチップを自分の端末に挿入した。濃紺は紗束のパーソナルカラーだ。

[image: くぎり]

「開けましたよ、共感箱」

　俺は遊馬の端末から送られてきた共感箱のデータを受け取った。共感箱といっても、実態はただのデータチップとその中身のことだ。

　その中身──すなわち、紗束の感覚記憶のストックは、社内回線を通じて俺のレンズへと届き、拡張現実ＡＲの視野に映し出される。視覚だけではない。これから俺たちは紗束の死ぬ直前に感じたものすべてを、五感を通じて追体験するのだ。

「リタイアしたくなったらすぐ止めるから合図送ってね。あらかじめ言っとくけど、相当ハードな追体験になるよ」

「びびらせないでよ、もう」

　そう言いながら偽生者の少女──伴は、俺の隣の椅子に座ったままフェイスカバーを被っていた。

　不老不死の偽生者──正直言って、どう受け止めるべきなのか分からなかった。入社してから今まで出会った偽生者は即射殺してきたし、会話なんて一度もしたことがない。だから、生存を赦されている偽生者なんて、俺の日常にとっては異物そのものだ。目の端に奴の制服の鮮やかな赤が映るたび、背筋を撫なでられるような落ち着かなさを感じる。

　何よりも、紗束の死を知らされてなお、あっけらかんとした態度を崩さない伴の振る舞いが不気味だった。もともと紗束とどのような関係性だったのかは分からないが、先ほどの口ぶりからはそれなりに親しかったように見受けられる。そんな相手の死に対して、狼ろう狽ばいも錯乱も一切ないことが理解できなかった。

　不死の少女──その得体の知れなさが、警戒心と嫌悪感を煽あおる。

「それじゃあ、始めるよ」

　そんな俺の心境などお構いなしに、遊馬が端末に触れた。追体験が開始される。紗束が人生最後に感じたものが、俺の中に流れ込んでくる。




　共感が始まった瞬間、俺の目に飛び込んできたのは褐色の太ももだった。

　俺の──すなわち紗束の目の前には巨大な人間がいた。目線の高さに太ももがある。全長五メートルはあるのではないかという体たい軀くが、今まさに頽くずおれながら光の粒子となって消えていくところだった。たっぷり時間をかけて、溶けるように巨体が消えてゆく。

「返殺完了」

　紗束のシンプルな報告。この巨大な偽生者を、紗束が始末したのだ。

《ご苦労。さすが、早いね》

　脳内に直接流れ込んでくる遊馬の声──紗束に向けられたねぎらい。

　どうやら紗束が任務を終えたところのようだった。博はか多た埠ふ頭とうの端っこ、倉庫の建ち並ぶ閑散とした場所。紗束の他に人影はない。

《緊急の出動で悪かったね。〈サイズ感〉を喪失した偽生者……君がいなかったら大きな被害が出ていたかもしれない。近くにいてくれて助かったよ》

「そうやってまたテキトーに部下を褒める。フツーにあたしより限夏とか光みつ愛めちゃんの方が強いって」

　体内の骨を通じて響く、紗束の独り言。当然ながら、他人の声なんて空気を通したものしか聞いたことがないので、少し変な感じがする。ましてや、自分の名前が呼ばれるとなると背中の裏側に毛玉ができたかのようなこそばゆさを感じる。

「あたしももっと強くならないとね。最近伴ちゃんと一緒に出ると、ずっと頼りっぱなしになっちゃうし」

《存分に頼って良いさ。それがパートナーシップってものでしょ》

「そうだけどねぇ……あんまり伴ちゃんに負担かけたくないからさ」

「おねーさん、倫護士？」

　冷たく濁った声が耳に飛び込み、なごやかな雰囲気を一瞬で塗り替えた。紗束がすぐさま振り返る。

　そこに、異様な空気をまとった少女が一人、立っていた。

　茶色に染めた髪、この蒸し暑い季節には不似合いなクリーム色のカーディガンとタータンチェックのマフラー、その下には高等学校の制服を着ている。その顔の半分以上を真っ白なガーゼマスクで覆っており、唯一露わになっている目は若干落ちくぼんでいて焦点があっていない。

　不気味な女子高生はゆっくりと中指を立てて目の前にかざした。

「勝負してよ。あたし偽生者だよ」

　すがすがしいまでに直球の挑発。紗束の身体が緊張で強こわ張ばるのが分かる。

《すぐに戸籍照会と発砲申請承認するから、警戒しつつ臨戦態勢に！》

　遊馬の指示が脳内で反響する。紗束は銃を構えながら、じっと少女を見つめた。少女の息は荒く、不安定な視線を紗束に向けている。

《特定できた！　琴崎白奈、暴行事件に巻き込まれて先月死亡、享年十八歳！　偽生者だ！》

　遊馬の叫ぶような報告と同時に、脳内で電子音声が淡々と所定の文言を読み上げる。

《倫護士ＩＤ四九、初山紗束の発砲申請を承認。周囲の安全への十分な配慮ののち、生体認証によりセーフティ解除を行ってください》

　紗束は速攻で小指をセンサーに押しつけて認証させると、スムーズに引き金を引いた。

「生命倫理に則のつとって、正しく死に直しなさい」

　優しい囁ささやきとともに放たれた弾丸は、銃口から琴崎の心臓めがけて一直線に飛んで貫通する──はずだった。しかし、銃声と同時に琴崎の周囲に薄い膜のような何かがきらめいたかと思うと、弾丸がその場に落ちた。琴崎は無傷。

　ありえない状況にもかかわらず、紗束はつとめて冷静に行動した。すなわち動揺を顔に出さず、もう二発だけ弾丸を撃ち放った。狙いは完かん璧ぺき、弾丸も問題なく発射され──その二発ともが同じように、琴崎の身体に届かないまま地面に落とされた。

「遊馬さん、やばい。銃が効かない」紗束の端的な状況報告。

《敵の装備を解析するから、それまでは距離を取って！》

　紗束が後退の構えに入る直前、琴崎が動いた。いきなりマスクを外して捨てたかと思うと、鼻にティッシュペーパーで作ったこよりを突っ込んだのだ。意味不明な行動。

　琴崎は歪ゆがんだ笑みを浮かべながら、こよりを鼻から引き抜いた。顔をゆがめて、たっぷりと溜ためたのち、盛大にくしゃみをする。さながら唾つばと鼻水の爆撃。手でかばう暇もなく、飛ひ沫まつがモロに紗束の顔面にヒットする。紗束の感じ取った不快さが、自分のもののように感じられた。

　次の瞬間、異様な目め眩まいが紗束を襲った。シェイカーで振られているみたいに鼓動が速くなり、悪寒が全身を走る。急激に体中が気だるさに包まれ、熱くなる。

「遊馬さん、やばい、かも……」

　自分の危機の深刻さを自覚した上での申告。

「あたしと同じ苦しみをプレゼントしてあげるよ」

　そう言うと琴崎はぐいと顔を近づけ、紗束の唇に自らの唇を重ねた。思わず共感を切りそうになったがどうにか踏みとどまる。琴崎の舌が口の中で暴れ回る。今にも叫び出してしまいそうな拒絶感に襲われた。

　紗束も俺と同じ気持ちだったのだろう。手足をばたつかせて必死に抵抗する。しかし思うように力が入らず、為なす術すべも無く口の中を粘っこい舌でかき回される。

　やがて琴崎が唇を離すと、紗束は魂を抜かれたようにばたりと倒れ込んだ。悪寒は加速し、さらに胃の奥から嘔おう吐と感がこみ上げてくる。満まん身しん創そう痍い以外の何ものでもない状態。

「一回倫護士とヤってみたかったんだよね。どう？　幽霊退治は楽しい？　偽生者だからってほいほい殺し直して……ほんと、偽生者の人権も考えてよね」

　琴崎が、紗束の顔を踏みつけた。雑な足の置き方。屈辱が俺と紗束の胸にこみ上げる。

「あたしは生きたい。生きて、他の生者の奴らに、あたしと同じ苦しみを味わわせてやるんだ」

　紗束の身体がさらに熱くなるのが分かった。使命感の火がともる。

「ふざけ……ないで。あなたは、一度死んだ、この世に存在してはいけない人間……」

　頭に乗せられた足を払い飛ばして、紗束はバネ仕掛けのように勢いよく立ち上がった。体中が悲鳴を上げる。内臓をかき混ぜられるような痛みと異物感が脳を支配していた。

　それでも立ち上がれたのは、せめて戦果を後続に託そうという、意志の力。

「あなたを殺すのが、あたしたちの仕事だよ」

　紗束は琴崎のセーラーの襟元を摑つかむと、勢いよくなぎ払った。ボタンが弾け、マフラーも引きちぎられ、首元がはだける。露わになった鎖骨のあたりに、目的のもの──薄黄色クリームイエローの刻印があった。

〈ＨＥＡＬＴＨ〉──それが、琴崎の喪失。紗束が見たことで視覚情報は記録され、残される。

[image: ]

　届いたよ、紗束さん。この記憶の主体に向けて、思わずそう言いたくなる。

「神様は何も禁止なんかしてない。あたしは生きるよ。拾った命、最大限活用させてもらう」

　突如、胸に衝撃が来た。琴崎が紗束を突き飛ばしたのだ。

「うわ、おっぱいでかいね。うらやま」

　琴崎は笑いながらそう言った。紗束は身体を支えきれず、ばたりと路上に倒れ込んだ。もう立ち上がる気力は残されていなかった。

「倫護士に勝てるって事が分かって良かった。ありがと」

　琴崎は紗束への興味を失ったようにそう言い残すと、マフラーを拾って首に巻き、視界から消えた。

　残された紗束は、薄れゆく視界で空をぼんやりと見上げながら、ただただ体中の痛みに耐えていた。脳を揺さぶられているかのような頭痛のせいで、無線通信の遊馬の呼びかけがやけに遠くに聞こえる。次第に痛みすらも薄れてゆき、体中の力が抜け──視界が真っ暗になった。

　五感全てが霧散するようにゆっくりと消えてゆき──紗束は絶命した。




「あいつは、何なんですか」

　紗束の共感箱との同期を切ると、俺は絞り出すように遊馬へと訊きいた。紗束の感覚がまだ尾を引いていて、頭痛と吐き気の余韻が残っている。まさか吐いてはないだろうなとあたりを見回すが、幸い床も机の上も綺き麗れいなままだった。

　そこで不意に伴が視界に入った。顔色は先ほどから変わっておらず、平然としている。あの追体験の後で平静を保てていることが、俺には信じられなかった。伴に対して感じている不気味さが、加速する。

「唾浴びてからの身体の不調、あれはどういう理屈なわけ？　めっちゃきつかったわ。あいつの喪失は〈健康〉だったみたいだけど……病気をうつされたってこと？　紗束の遺体の解析はもう終わってるの？」

　伴が矢継ぎ早に質問をぶつけるのを、遊馬は手を上げて制し、端末に触れた。壁面のスクリーンに紗束の検死資料が投映される。

「正直なところ、紗束の死因は分かっていない。直接的な死因は臓器の炎症によるショック死だが、その炎症の原因は不明。だが、琴崎の喪失と、紗束が遺のこしてくれた感覚記録ログから、仮説は立てられる」

　遊馬の淡々とした説明。意図的にその淡泊さを保っているような印象を受けた。そうでもしないと、哀しみに耐えられないとでもいうかのように。

「琴崎が意図的にくしゃみをして紗束に唾を吐きかけたり、さらにそこからキスまでしたりしていたことから、飛沫感染か接触感染のような形で紗束に病原菌の類たぐいを伝染させたんじゃないかと考えられる。その辺も踏まえた、琴崎の喪失についての見解だが──」

　遊馬が勿もつ体たいつけて俺と伴へ交互に目配せする。

「──彼女は不健康を伝染させる力を持ってる。おそらく彼女の身体に触れたらアウト。飛沫だけでも疾病につながる可能性がある。歩く生物兵器みたいな偽生者だ。あの殺し方は、いわば病殺ってところかな。ここ最近取り扱った偽生者の中じゃ、最強に近い武力と影響力だね」

　俺は遊馬が喋しやべり終えた瞬間に被せるように、すぐさま口を開いた。

「遊馬さん、話はもう分かったよ」

　身体が熱い。本来なら存在してはいけない、一度死んだ人間が、ここまでの影響力を有していることが、我慢ならなかった。

　早くこいつを撃たなければ。その思いだけが胸で渦巻く。

「俺ならこいつを殺せる。あんたもそう判断したから俺にこの仕事を振ろうとしてるんだろう？　いいから早く、琴崎の居場所を教えてください。どうせもう位置情報は捕ほ捉そくしてるんでしょう？　俺一人で十分だ。行かせてください」

「それは無理だね」

「何でですか」

「二つの理由がある。理由その一、このレベルの偽生者に対して、君一人を派遣するなんて人員配置はありえない。銃を無効化する装備もあるみたいだしね」

「そんなの──」どうだっていいから、俺に行かせてくれ。そう主張しようとしたのを、遊馬に遮られる。

「理由その二、琴崎の居場所が、未いまだに捕捉できてない」

「は？」

　一度位置を捕捉した人間を追跡し損ねるなど、そうそうありえる話ではない。

　遊馬は淡々とした説明を続けた。

「紗束との接触後、琴崎は消えた。我々は未だに琴崎の居場所を把握できてない。信号機の数よりも多い監視カメラの視線にも捕捉されず、市境区境県境に張り巡らされた電子検問にも引っかからず、暇さえあれば自分の瞬間投稿マイクロブログにその日見たものを書いてアップロードする市民たちの眼にも映らず、奴はその姿を消した──はっきり言って、いち個人には不可能なことだ。あの対銃装備だって、一介の女子高生偽生者に用意できるような代物じゃない。琴崎の背後には、琴崎を使おうとしている何者かの存在がある」

　なるほどね、と言いながら伴が立ち上がった。視界の赤が揺れる。

「これは確かに、寝てる場合じゃ無いね」

　さっきまでのぼんやりした表情から一変、伴は鋭い顔つきで、

「あの琴崎とかいうガキの後ろに黒幕がついてるかもしれないってことでしょ？　監視カメラに映らずに逃げ出せるくらいの力を持った奴が」

「その通り。あの琴崎の強力な喪失を使って、何かをやらかすつもりなのかもしれない。とにかく、琴崎の確保は我が社の全タスクの中で最優先になる。だが、あの喪失に対抗できる倫護士はそういない。前線で戦えるのは、伴ちゃん、限夏──君たちだけだ。限夏はちゃんと防毒マスクで対策してね」

「それならそれでいいんだけど……位置が分かってないんじゃ、動きようがないね」

「捜査部の連中に、総力を挙げてこの町一帯の監視網を洗ってもらってる。全ての視覚情報が明日あした中には網羅できるはずだ」

「ＯＫ。じゃあ、とりあえずは待機ってことね」

　待機。これほど歯がゆい指令もなかった。あれほどの影響力を持った偽生者がのうのうと存在し続ける、その事実に胸がざわつく。

　しかし、遊馬は首を横に振り、

「いや、その前にやってもらうことがあるんだよね」

　そう言うと、遊馬は会議室の隅っこに置いてある箱から、白い袋を取り出し、こちらに投げた。反射的にキャッチする。

「何ですか、これ」

「見れば分かるだろう、野球のボールとグローブだ。今日のうちに百回、キャッチボールをするように。これは規定だ。コンビとしてのコミュニケーションの基礎を築いてくれ」
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「キャッチボールとか何年ぶりだろ。うまく投げられるかなー」

　会社の地下にあるトレーニング室。わたしは大おお股また八歩分の距離をあけて、限夏と向き合っていた。

　遊馬くんの指令に対し、わたしが今日はもう寝たいと主張しても、遊馬くんは首を縦に振らなかった。

「言ったでしょう、君を使うには様々な規定とハードルがあるって。このキャッチボール研修もそのうちの一つさ。監督官と怺生者のコミュニケーションを公私含めて密にすることで、相互理解に努める、そういう意図なわけ。まあ実際、いざ戦場という段になって互いのコミュニケーションが上手くいきません、だなんてありえないだろう？　すぐにパートナーシップを構築して出動に備えてほしいんだ」

　遊馬くんお得意の、優しいが有無を言わさぬ口調。そこまで言われるとさすがに逆らえない。確かに紗束がわたしの監督官になった時も、これをやらされた気がする。

「何でこんな時に、偽生者とキャッチボールなんか……」

　限夏がぼやきとともに、手にした白球を投げた。球はきれいな放物線を描いてわたしの胸のあたりへと飛来する。ぱしんと快音を鳴らし、わたしのグローブにボールが収まる。

「伴ちゃんと呼びなさい、少年」

　大きく振りかぶり、投げ返す。球は一直線に限夏のもとへ飛んでゆく。限夏は無言。そこで会話が途切れ、しばらく互いに沈黙したままボールを投げ合う。

　わたしとしてはせっかく久々の綺麗な顔した男の子との接触なのでもっと話したいのだけど、目つきは悪いし顔色も悪いしこっちに対する不信感が見え見えだしで、めっちゃ絡みづらい。

　ここはこちらから腹の内を見せていくべきなのかもしれない。

「ねえ、せっかくパートナーになったんだし、自己紹介し合おうよ」

　元気な声で提案する。返事は待たずにわたしから始めちゃおう。

「わたしは須す崎ざき伴。嫌いなものは月とセックス」

　背中を曲げて捕球した状態から、そのまま腕を振った。少し乱暴な軌道を描くボール。限夏はしっかりと反応した。ボールがきれいにグローブに吸い込まれていく。

　限夏は、なるべくなら会話したくないというオーラを放ちながらしばらく黙ったままキャッチボールに専念していたが、わたしが無言で見つめていると、渋々といった感じで言った。

「……反応に困る自己紹介だな」

「コンビでやっていくなら、先に嫌いなもの明示しといた方がスムーズかなと思って。わたしに月とセックスの話題を振るのはＮＧなのできちんと意識するように。あと暗闇も嫌いなので。普段は日の入りより先に寝るから。今日は仕方なく起きてきてあげたけど、普段はぐっすり眠っておりますので。日が落ちたら連絡してこないこと」

「……さっきから俺に対しても遊馬さんに対しても上から目線だが、何なんだ。……もしかして、お前、遊馬さんの親しん戚せきか何かか？　縁故採用か？」

　ぶは、とわたしは本当に吹き出した。その発想はなかった。

　まあ、そこはさすがに疑問に思うわな。さっきから少年少年言ってるけど、見た目的にはどうみてもわたしが年下だし。

　わたしは少しだけ迷った後、本当のことを伝えようと決めた。この子には、なるべくこちらからオープンに接していかないとコミュニケーションが取れなそうだと判断したからだ。

「君、歳いくつ？」

「十九だが」

　おお、まさかの十代。十代でその愛あい嬌きようのなさはすごいなと思いつつ、大きめに振りかぶり、ボールを投げ返した。

「わたしはね、正確には数えてないけど、二百歳くらいなんだ」

　限夏が初めてわたしの投球を捕り逃した。わたしのボールがかなり高く飛んでったせいもある。後ろに逸れたボールをささっと走って取りに行く限夏。その姿がなんだか可お笑かしかった。

「そういう冗談か？」

　元の位置まで駆けて戻る限夏。きちんと立ち止まって体勢を整え、わたしに投げ返す。

「いや、ほんとに文字通り二百歳。サバ読みなし。といってもまあここ五年くらいはずっと二百歳くらいって言ってる気がするけど。わたしが生まれたときって今みたいに誕生日祝ったりとかなかったから、けっこう曖あい昧まいでさ。数え年とか新暦旧暦のアレコレとか考慮するともうめんどくせー！　ってなるのよ。だから正確ではないけど、おおよそ二百歳」

「いやそういう細かい話ではなく。二百年前……昭和時代、か？」

「おいおい悲しくなるようなこと言わないでよ。教養をもちたまえ、少年。二百年前は江え戸ど時代。昭和ってちゃんと分かってる？　戦中だよ？」

「江戸……どうしてそんなことに」

「言ったでしょ、わたしの喪失は〈死〉。生き返って偽生者になった時点で、成長も老化もしなくなったのよ。外傷でも死なないし、病気にもならないし、寿命でも死なない。ヘイフリック限界もなんのその。永遠の十五歳。というわけで、見た目こんな感じでも年上なのできちんと敬意を払うように。ま、敬語は堅苦しいから使わなくてもいいけどね」

　ボールの投げ合いが続いた。限夏はしばらく呆ぼう然ぜんとした表情のままだった。実はあんまり他人に年齢を明かしたことがないので、反応には興味があった。この会社でもわたしの歳を知っているのは遊馬くんと愛果くらい。

　やがて、限夏が口を開いた。

「遅くなったけど、さっき撃ったこと、謝る。すまなかった」

　しおらしい声。

「どしたの急に」

「お前を、傷つけてしまった」

　パートナーシップのために渋々謝る、みたいな感じではなかった。心底申し訳ないと思い、どうにかその後悔と謝意を言葉で出力しようとしてるのが伝わってきた。

「どうしたの急に態度変わっちゃって」

　なんとなくこそばゆくなったのでそう返す。

「今までずっと、偽生者のことは一撃で殺し直してきたから……入社してから俺が一発でやれなかったのは、お前が初めてだ」

「へぇ」

　それと謝罪の何が関係あるのだろう。

「偽生者には、痛みも悲しみも感じずに、一瞬で死に直してほしいと思ってる。だから、お前を傷つけてしまったことは、謝る」

　ほう、偽生者絶対殺すマンといっても、何やら普通のパターンとは違うみたいだ。

「別に偽生者が憎くて憎くて仕方ない、ってわけじゃないのね。偽生者に親殺されたとか」

　限夏は少し黙ると、再び口を開いた。

「偽生者のことは、好きでも嫌いでもない。ただ、死者は生き返ってはいけない。偽生者は存在してはならない。だから、何事も無かったかのように返殺する。それだけだ」

　なるほど、不可逆性重視パターンだったか。わりとよくいる、生命倫理の健全性を本能的に信仰しているタイプの人々。

　まあ、それならそれで別にかまわない。憎まれた状態でコンビを組むよりは良い。

「それでわたしに対してもいきなり脳天ぶち抜きでご挨あい拶さつキメてきた、と」

　そこでわたしの頭に一つの疑問が浮かぶ。

「てか、何でわたしが偽生者ってわかったわけ？」

　あのとき、限夏はわたしを見るやいなや銃を構えた。戸籍情報との照合もなく、わたしが偽生者であると見抜いたのだ。そもそもわたしは会社にダミーの戸籍を用意して貰もらってるので、照合したとしても偽生者だってことは分からないはずなのだが。

「俺はこの目で相手を見るだけで、そいつが偽生者かどうか分かる」

「え、なにそれ。特殊体質？」

「……そんなところだ」

　なんとなくそれ以上話したくなさそうな感じ。ちょっとは歩み寄れた気がしたけど、まだまだ壁は厚そうだ。再び会話が止まり、ボールがグローブに収まる音だけがリズミカルに響く。

「そういえば、伴ちゃんを撃ったペナルティ、ちゃんとやってよね。伴ちゃんの命令があったらその場ですぐに全裸になり伴ちゃんに鑑賞させること。ポージング指定は一回だけありで」

「……」

　険しい表情の限夏。

「さっき謝ったのは口だけ？　口だけ男は嫌われるよー。ちゃんと償わないとね」

「……変態だな」

「あっ、もう一回明示しとくけど、わたしに欲情するのは絶対ＮＧだからね。セックス反対」

　限夏の腰のあたりへと飛ぶボール。限夏、危なげなくキャッチ。

「俺はロリコンじゃない」

「伴ちゃんの魅力は性的嗜し好こうにかかわらず男を惹ひきつけてしまうのだよ。君が熟女好きだろうが二次元好きだろうが仮想三次元好きだろうが、そんなのは何の保証にもならない」

「確かにお前は綺き麗れいだと思うが」

　限夏が投げ返してきたボールを、初めて捕り損ねた。ころころとわたしの後ろへと遠ざかってゆくボール。わたしは無様ながら小走りでそれを追いかけた。どうにか追いついて拾い上げる。距離は大分離れてしまったが、戻るのが面倒なのでそのまま投げ返す。動揺がモロに出てへろへろな軌道を描く。
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「なに、ロリコンじゃないとか言ったそばからラブ宣言？　わたし、享年十五ですけど。これ十五歳の顔と身体ですけど。いやまあ十九歳と十五歳だとそこまで異常って事は無いのかも知れないけどなんというかその」

　わたしは早口でまくし立てるようにそう言った。

「別に、恋愛感情なんて一切ない。ただ綺麗と言っただけだ。実際、お前の姿は、美麗だと思う。そんな鮮やかな赤色は、久しく見ていない」

　何やら変な褒め方である。ひょっとしてこの制服を褒めているだけか？　わたしが訝いぶかしむような顔でじっと見つめると、限夏は咳せき払ばらいをして、

「そもそも俺は乳房の大きい女性の方が好きだ」

　冷たい顔に似合わない発言に吹き出してしまった。そして同時に苛いら立だちが湧く。思わず、投球の動作に一切影響を与えない程度には慎ましやかな我が胸を見下ろしてしまう。

「そう言われると逆にちょっとイラっとくるな。なに、やっぱ大おっきい方がいいの」

「千円と二千円、どちらが好きかと問われれば、百人中百人が二千円を選ぶと思うが」

「あっこれはマジでむかつくやつだ」

　ぱし、ぱし、ぱし。白球が小気味よいリズムで往復する。やがて回数が百回に到達すると、律儀に限夏は投球を止めた。

「百回終了。遊馬さんには報告メッセ送っておく」

　そう言い残すと、限夏はトレーニング室を出て行った。

　わたしも後を追い、部屋に戻ろうとして、なんとなくこのまま部屋に戻る気にならなかったので、地下三階の喫煙ルームに向かった。シャワーはあとで浴びることにする。
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　死なない偽生者とのキャッチボールを終え、シャワーを浴びて着替えまで済ませると、ぽこんぽこん、という通知音とともに社用端末が震えた。遊馬からのメッセ。キャッチボール研修が終わったという報告への返信だ。

《ご苦労。思うところはあるだろうが、しっかりとコミュニケーションをとってパートナーシップを醸成するように》

　短いながらも示唆に富むテキスト。

「思うところ」──なんでも包含してしまえそうな、曖昧な言葉だ。当然、思うところがないわけがない。今まで一度だってまともに偽生者と会話なんてしたことなかった。目に入った次の瞬間には撃っていた。それが俺の唯一の選択肢だったから。

　不思議と、不快感はなかった。むしろなんとなく、身体が軽くなったような気分さえ感じる。

「……もしかして俺は、満足感を覚えているのか？」

　ぶんぶんと頭を振る。何を考えてるんだ俺は。あくまで相手は偽生者──殺し直すべき対象なのだ。馴なれ合うべきではない。

　荷物をまとめると、更衣室を出た。この時間だし誰もいないだろう、そう思って俺は喫煙ルームへと向かった。別に煙草を吸うわけではないが、自販機の品揃えが良いのでよく立ち寄っていた。この会社には喫煙者が少ないので、一人になりたいときには都合が良い場所でもある。

　喫煙ルームの扉を開けようとしたところで、ルーム内の人影に気づいた。一瞬で識別できる赤のセーラー服──伴だ。カウンターの端っこで頰ほお杖づえをついて、壁の方を向いている。

　一人でゆっくりしたかったのだが、先客がいたのなら仕方がない。俺は内心で舌打ちしながら、引き返そうとした。だがそこで俺は伴が呟つぶやく声を聞いた。同時に、奴の肩が若干震えていることにも気がついた。喫煙ルームだというのに煙もたっていない。どうにも目が離せなかった。

　そこで、人の気配を感じたのか、伴が振り返った。俺は咄とつ嗟さに目を逸らそうか迷ったが、迷っている間にばっちりと目が合った。さすがに今更引き返すことはできず、俺は今まさに来たところですという顔でずんずんと中に入った。

　特に声もかけず、伴から適度に離れた位置に腰掛ける。伴は俺を一いち瞥べつすると、再び壁の方へ向き直り、ルームには沈黙が降りた。ま、とりあえず飲み物を買って適当に飲んどけば手て持もち無ぶ沙さ汰たにはなるまい、と思ってポケットをまさぐり、そこで俺の頭を嫌な予感がよぎる。予感は的中、俺はキャッシュを更衣室に忘れてきてしまった。

　喫煙ルームで煙草も吸わず、飲み物も買わず、ただ座る。手持ち無沙汰の極みだった。

「泣いているのか？」

　俺は気まずい空気に耐えられず、切り込むことに決めた。伴がゆっくりとこちらを向く。

　俺はそこで、美しく泣く少女を見た。頰を伝う一筋の涙。ぼとぼと落ちるのではなく、一筋だけ。透明な流れが頰を縁取る。そうか、涙って透明なんだな、なんて感想が浮かぶ。

「ええ、泣いてますけど」

　泣いてるときにありがちな、変なアクセント。

「そうか」

　リアクションの正解がまったく分からなかった。脳の奥から沈黙は金という都合のいいことわざが浮かんできたものの、もう一方の奥から一つの推測が飛来する。

「紗束さんを、悼んでるのか？」

　先ほどルームの外に聞こえてきたつぶやき──〝紗束の馬鹿〟。

　さっきまでのあっけらかんとした態度が全部裏返って見えた。強がり、虚勢、空元気。そんな言葉が浮かんでは消える。

　伴は俺の問いに答えなかった。行き場を失った質問が、沈黙をより重たくする。

「慣れないんだよね」

　沈黙を破ったのは伴だった。

「慣れない、とは？」

　伴の言葉を反はん芻すうするように口にした。

「二百年も生きてさ、超いろんな経験積んだし、大事な人を亡くしたことだって、もう何百回目か分からないくらい。自殺したり殺されたり、寿命を迎えたり病気になったりして、わたしの好きな人たちはみんな死んでいった。その度に泣いて、悲しんで、会いたいって思って、それを何回も繰り返して。何回も置いて行かれて……そろそろ慣れてもいい頃かなって思ってたんだけど」

　宙を見上げながら、

「それでもまた、こんなに哀しくなるんだなぁ、って」

　震える声での述懐。そこで初めて俺は、この中学生にしか見えないような少女が、本当に二百年生きてきたのだという実感を得た。なんだか非現実的すぎてただの数字としてしか認識できていなかった「二百歳」という年齢に、俺は恐れを抱き始めていた。

　それほどまでに、伴の言葉は、重層的な哀しみを孕はらんでいた。

「紗束、いい奴だった。すっごく助けてもらった。もうしばらくは一緒にいれると思ってたんだけどな」

　それは、死を悼むというより、諦あきらめているような声だった。次々に老いては死んでゆく友人、縁者。その悲哀は、想像するに余りあった。

　俺はとてつもない羞しゆう恥ち心しんに襲われていた。

　同僚が死んでも飄ひよう々ひようとしているのが不気味？　何を考えていたんだ、俺は。

　目の前にいる偽生者の少女は、俺以上に、紗束のことを想っていた。そこに、得体の知れなさなど全くない。ただ一人の、同僚の死を悼む少女がいるだけだ。

「どうせ君も、すぐ死んじゃうよね。だから、あんまり距離詰めないで。最初にわたしを撃ち殺したときくらいの距離感でずっといてくれていいよ」

　すらすらと伴はそう言った。

「……それが望みなら。確かに、俺は間違いなくいずれ死ぬだろうし」

「わたしも、死にたいな」

　伴が、何でもないことのように言った。俺はその口調に、伴がどれほどそれを望んでいるのかを垣かい間ま見みた。

「まあ、その気になればいずれ、死ねるだろ」

　再生する身体といっても、やり方はいくらでもあるように思えた。深海とか火口とか南極とかにずっと放置してもらえばいい。再生したそばからまた死ぬだろうし、それはもう死んでいることと同義だろう。

　伴はしばらく黙っていたが、やがて「そうね」と気のない返事をして、俺から視線をそらした。そこで俺は伴の持っている煙草に火がついていないことに気がついた。

「吸わないのか」

　俺がそう訊きくと、伴は手にした電子ライターをこちらに向けて振った。

「電池切れてた」

　間抜けだよね、と笑う伴。透明な涙が揺れる。

「貸してみろ」

　俺は伴に歩み寄ると、伴の手に握られた電子ライターをひょいとつかみ、右手で握りしめた。

　すぐに、電子ライターの充電ランプが光をともす。非接触充電のなせるわざ。

「今の何」

　伴はぽかんとしながらも煙草を咥くわえた。俺は「義手なんだ。そういう機能のある」と短く説明しながら火をつけてやり、ライターを返した。煙の匂いが室内に満ちる。

「まあ、困ったときは、充電くらいしてやるから、頼れ」

「何それ」え、慰めなの？　と伴が笑った。

「そもそもお前、煙草許されてるのか？　その見た目で」

「遊馬くんからはＯＫもらってるよ」

「身体に悪いぞ」

　そこで伴が吹き出した。煙草が落ちて手の甲に触れる。皮膚が熱で傷ついたように見えたが、すぐに再生して元の滑らかさを取り戻した。

「面白いこと言うね、限夏」

　そこで伴はふと思い当たったように、

「限夏って勝手に呼んでるけど、それで良い？　歳はわたしの方が断然上だけど、入社は君の方が早いみたいだし。そういうの気にするタイプなら、さんづけしても良いけど」

　涙の跡を拭ぬぐいながら言った。

「気にしない。好きに呼んでもらっていい」

「じゃ、限夏で。良い名前だね。あ、わたしのことは伴ちゃんって呼んでくれて良いよ」

「丁重に断らせていただく」

「なんでよう」

「柄じゃない」

「……ま、いいけど。仕事中は二人称じゃなくて、ちゃんと名前で呼んでね。てかちゃんとわたしの名前覚えた？」

「さすがにな」

「じゃ、ちゃんと呼んでね」

「ああ、伴」

　伴が少し驚いたような顔をして、

「素直」

「別に、拒否する理由もないだろう」

「そうかそうか。素直なのは良いことだ。じゃあ、その素直さを活かして、ちゃんと罰ゲームも素直にやってね。ポーズ指定ありの全裸ショー。うふ、今から楽しみだわ」

「なぜそんなに俺を裸にしたがるんだ……」

　そこで伴は曖あい昧まいに笑って煙を吐き、会話を流した。十五歳にしか見えない少女が煙を吐く絵面には思ったほどの違和感はなく、むしろ似合っていた。

　そんな伴の姿をぼんやりと見つめていると、伴がにわかに口を開いた。

「限夏はさ、紗束と仲良かったの？」

「……仲が良い、の定義は分からないが……会社の中では、遊馬さんの次によく話した相手ではある」

「へぇ、そうなんだ」

「紗束さんも、俺と同じ──生き返った人間は、きちんと殺し直すべきだという信条を持っていた。この会社には、武装ができることや給料の高さに憧あこがれて入社する連中も多いが、紗束さんは違った。自分の信条に従って動いてる人だったし、だからこそ俺は彼女を尊敬していた」

　俺がそう語ると、伴は泣き終えたばかりの顔をやわらかく崩して、言った。

「限夏。紗束のカタキ、とろうね」

　俺は頷うなずいた。

「ああ。必ず琴崎を殺し直して、黒幕も引きずり出す」

　伴も頷き返し、吸い終えた煙草を灰皿にぐりぐりと押しつけた。

「じゃ、わたしは部屋に戻るね。よろしく、限夏」

「よろしく、伴」

　すでに、俺の中の伴に対する警戒心は消えていた。







[image: 幕間]




　町中に位置する、寂さびた八階建てマンションの一室。琴こと崎ざき白しろ奈ながソファで寝転がっていると、一人の少年──友とも景かげ刹せつ那なが声をかけてきた。

「計画を変更するよ、シロちゃん」

　友景は、嬉うれしそうな顔でそう言った。あどけない顔と声には似つかない、老ろう獪かいな笑み。

「次の市長イベント襲撃、ちょっと趣向を変えようと思うんだ」

「あれ、あたしもしかして何かしくじっちゃいました？」

　ごほごほと咳せきをしながら、琴崎は身体を起こし、そう尋ねた。顔色は悪く、全身が震えている。〈健康〉を喪失ミスしたことによる作用だ。夏だというのに毛布を被っている。

　友景はその幼い顔を優しくほころばせながら、

「とんでもない。倫護士ライフセーバーを殺せたのは素晴らしい成果だよ。期待よりずっと高い成果だ。君は最高だよ、シロちゃん」

「それは良かったですけど。じゃあ、何で計画変更？　てか、趣向を変えるって？」

　次の計画は、直近ではもっとも動員数の多い、市のＰＲイベントだった。参加者全員を病殺することをミッションにしていたはずだ。

「うん、最終目標を別のところにおく。具体的に言うと、僕の昔の恋人をおびき出すのをゴールに変えたいんだ。その過程でもちろん大量病殺ができればベストだけど、それよりも彼女を誘拐することを優先して欲しい」

「別にそれならそれで、全然いいっすよ」

「ありがとう。このタイミングで情報源が手に入ったのは僥ぎよう倖こうだった。運は僕たちに味方してるよ。じゃあ、具体的な話なんだけど、動画を一本撮りたいんだ。柊とう也やと咲さく間まに準備してもらってるから、シロちゃんは原稿読む練習しといて」

　琴崎は渡された原稿を手に取った。

「これ、動画撮ってどうするの？」

「もちろんＧＬＩＬに送りつけるよ。イベント中止なんてされちゃたまんないから、当日の朝にね」

　よほど嬉しいのか、緩みきった顔をしながら、友景はゆっくりと、

「しかし、まさかＧＬＩＬにいたとはね……そりゃ二年間見つからないわけだ。会いたかったよ──伴ちゃん」

　そう呟つぶやいた。
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　土曜日の朝。わたしが誰もいないトレーニング室で素振りをしていると、わたしの化石携帯が突然やかましく鳴り響いた。

　毎日素振り千回のルーティーンは、生き返ってからの二百年間、ほぼずっと欠かしていない大事な日課だ。集中を切らされたことに閉口しつつも応答すると、

《伴ばんちゃん、限きり夏か。二人とも今どこにいる？》

　思いっきり動揺した遊あす馬まくんの声。表示を見ると、限夏と共通の回線になっていた。

《俺は自宅です。出動が必要ならすぐに家出るんで、指示してください》

　限夏の声はしっかりとしていた。寝起き後二時間は経ってそうな感じ。低血圧っぽい顔してるのに、意外と早起き。

「わたしの位置情報は把握してるでしょ。トレ室で素振り中だよ。なにかあった？」

　わたしがそう応答すると、遊馬くんは切迫した声で、

《とんでもない動画がＧＬＩＬ宛に送られてきたんだよ。限夏、車を回すから支度して。伴ちゃんも出動準備。動画転送するから、移動と準備しながら見て》

　わたしの端末にポップアップが一つ。展開すると、一つの動画ファイルが送られてきていた。再生をタップ。

『はいどーも。琴こと崎ざき白しろ奈な、享年十八歳でございます。先日はおたくの倫護士ライフセーバーさんにお世話になりまして。その節はどうも』

　神経を逆さか撫なでする軽薄な声音が響く。画面にはマスク姿の琴崎が一人で映っていた。白い壁を背景に、黒のカーディガンを着て立っている。相変わらず死にそうな目つき。

『あなたたちＧＬＩＬは、生命倫理を守るって大義をもって、偽生者ワナビーを殺すっていう活動をしてますよね？　うん、立派なことだ。ご苦労様って感じ。でもそれって本当に、正しいことなんですか？』

　所々に空から咳せきを挟みながらも、煽あおるような口調で琴崎は喋しやべり続ける。

『そりゃ死んだ人間が生き返るのは駄目だって、そんなのは分かってるよ。小学生だって分かる、人は死んだら生き返らない。命は尊い。マジ正論だわ、おっしゃる通りでーすって感じ。けどそれって、生き返ってない側の主張だよね。いっぺん生き返った側になってみ？　生きたいって思っちゃうよ、きっと。だって、こんな最低最悪な喪失ミツシングを持って生き返ったあたしですら、そう思っちゃうんだもん』

　最低最悪な喪失、というフレーズに少しこめかみが動く。だがこういう勘違い悲劇のヒロインちゃんはえてして大量に発生しがちなものなのだ。中には右腕一本を喪失ミスしただけの奴が、あたしってマジ世界一かわいそうな子、みたいなスタンスでいたことだってあった。それに比べればまあ、マシだ。確かに〈健康〉の喪失はそこそこ辛いし不便だろう。

　けど、それでも……わたしに比べれば、恵まれてる。恵まれまくってる。

『そういうわけで、あたしは偽生者の権利向上を要求します。偽生者にだって人権はある！　ちまたじゃ偽生者相手なら何してもいいって思ってる悪ガキどもが偽生者の女の子に悪さしたり、偽生者の子を暴力の練習台にしてるけど、それらの悪事は世間から無視されてる。もともと死んでるんだからいいでしょ、って態度。そしてあなたたち倫護士は、死亡者に志望者ワナビーだなんて苛いらつく皮肉な名前つけて、今日も元気にひと殺し。そんなのおかしくない？　それを止めろっていうのがあたしの要求。というわけで──』

　そこで、琴崎の背後の白壁に画像が投写される。〝福岡スタートアップフェス〟というタイポグラフィとイベント概要。

『あたしたちは次、ここを襲います。会場で会えたら、その時はお手柔らかにね』

　そこで映像がぷつんと切れた。

《犯行予告──かなり挑発的な態度だ。迅速に返殺キルバツクしないとまずい》

　限夏の冷静なコメント。

「遊馬くん、このイベントっていつ開催？」

　遊馬くんは、頭を抱えている図が目に浮かぶほどに弱った声で、

《それが、実はこのイベント──今から一時間後に開始なんだ》
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　俺の自宅に到着した車には、すでに伴が乗っていた。他に同乗者はなし。自動運転が普及しきった現代では、特に珍しくもない光景。

　伴は相変わらず紅色の印象的なセーラー服を着ていた。腰には出目金の巾きん着ちやくと刀。

「早く乗って。もうすぐイベントが始まる」

「言われなくても」

　そう言うと俺は助手席に乗り込んだ。運転席の伴が、

「自動運転のスピードじゃ間に合わないから、わたしが運転するね。ちょっとばかし荒いけど、よろしく」

「は？　どういう──」

　猛烈な加速が俺を揺さぶった。俺の家の前から大通りに入ると、道行く自動運転車の合間を縫うようにして次々に追い越してゆく。速度計は時速八十キロを示していた。

「……法定速度五十キロの道だが？」

「緊急事態でしょ。大丈夫、ここからしばらくは手動運転ＯＫの区間だから。国道三号線様々だね。あ、ちゃんと遊馬くんに許可は取ってあるよ」

　今にも隣の車にぶつかるんじゃないかというようなうねり方。しかし周囲の車の制御が優秀なのか、上手く回避してくれている。

「運転、できるのか」

「そりゃあ、成人の八割が運転免許持ってる時代だってあったんだから」

「お前は成人じゃないだろ。そもそも足、届くのか」

　自然な質問だと思って訊きいたのだが、伴は顔をしかめて、

「届きますけど？」

　リズムを刻むかのようにアクセルを踏みこむ伴。車がさらにぐんと加速する。

「てゆーか、こんなお喋りしてる暇あったら、イベント現場の実況チャンネル繫つないどいてよ。マジで間に合わないかもしれないよ」

　伴がハンドルを切りながらそう言うのと、遊馬からの通信が飛び込んでくるのが、ほぼ同時だった。

《琴崎が出た！　ステージ下手から堂々と歩いてきた！　会場がざわつき始めてる》

「実況中継配信、この車に回してください」

　そう言うが早いか、車内に映像が映し出された。タイムテーブル上は市長の挨あい拶さつが行われている時間のはずだが、そこに映っていたのは壇上で市長に抱きついている琴崎の姿だった。

　琴崎はすでにマスクを外していた。目鼻立ちははっきりとして整っている。おそらく生前は美人と評判だったのだろうと思える風ふう貌ぼう。だが、顔色の悪さと目の下にくっきり刻まれたくまが台無しにしていた。

「狙撃出来ないんですか」

　俺は取りあえず考えられる打ち手を口にした。どうにか、あの偽生者を早く壇上から引きずり下ろしたかった。

《万一市長を誤射でもしてみろ、うちの役員は全員首がすっ飛ぶよ》

「それくらいのリスクなら、問題ないでしょう」

《ひどいな、限夏。いや、それだけが理由じゃないよ。仮に琴崎に命中したとしても、撒まき散らされた奴の体液が市長や来場者に降り注ぐことになる。一瞬で〝不健康〟のパンデミックだ》

「それは確かにまずいね」

　遊馬の説明に、伴も同調した。すでに手動運転可能な区間は終わったのか、ハンドルから手を離し、自動運転に戻している。

「善良なる市民たちの命は守るべきだよね」

　殊勝なことを言う伴。

　気がつけば、すでに国道を抜け、細かな路地に入っていた。伴の運転が荒すぎたので、自動運転だとまるで止まっているかのように感じてしまう。焦りだけがつのる。

「遊馬くん、音声もこっちに回して。なにか主張してるみたい」

　すぐに、琴崎の咳せき混じりの演説が車内に流れる。

『──そういうことで、あたしの要求は、偽生者の人権の確保、これにつきます。別に特別なことはありません。あなたたち生者パンピーと同じように、偽生者を扱って欲しいだけ、ただそれだけなんです』

　そこで琴崎は一いつ旦たん言葉を切った。会場の静寂が、中継の映像から伝わってくる。

『もしこの程度の要求が承認されないっていうなら──起こしちゃうよ、革命』

　溜ためのあとに、意味深な笑みとともに言い放たれた宣言。

　その声がスピーカーから出力され、大量の人間に膾かい炙しやされていることに胸を揺さぶられる。

　お前たちはただの亡霊。この世に存在してはいけない者なのに。

『市長さんも、死にたくないでしょ？　長生きしたいでしょ？　実はね、あたしたちも同じなんだ。生きたいんだ』

　市長は怯おびえ切った顔で、ぶるぶると震えていた。すでに琴崎の〝病〟に感染しているのかもしれない。

　ぎり、と奥歯が鳴った。

『命の尊さ、そんなの初等教育で習うことでしょ？　あたしたち、生き返った人間の命も同じ。命は地球より重い。あたしたちだって痛いし眠いし寒いしだるいしお腹すくしエロい気持ちになる。ほんとに、みんなと何も変わらないんです』

　ハンドルを離して手て持もち無ぶ沙さ汰たになったのか、伴は出目金を模した巾着袋から銀の筒を取り出し、くるくる回して弄もてあそび始めた。伴は器用に筒を回しながら、

「拳こぶし、握りすぎでしょ。リラックスしなさいな」

　そう言われて初めて俺は、自分の爪が手のひらに食い込んでいるのに気づいた。生体部分が破損している。

「琴崎のこれは──許しがたい思想だ」

「はいはい、それならそれでＯＫ。熱い思いを持ってる男は嫌いじゃないよ。けど仕事は冷静にやってね。別にあんたが気合い入れたからって、この車の速度が上がるわけでもないし」

「……分かってる」

　伴の一歩引いた目線からの指摘に、思わずため息が出た。偽生者から諭されるなど、情けない。

　そうだ、変に肩を回す必要はない。いつも通り、速やかに一撃で返殺する。それだけの話だ。

「限夏、わたしたちが到着した段階でまだ琴崎が壇上にいたら、わたしがステージ袖そでから市長を助けに行く。あの堂々としてる感じ、間違いなく奴の仲間が近くにいるだろうから、そっちを探し出して。偽生者がいたら、見分けられるんだよね？」

　俺は無言でうなずいた。

「そうだ、大事なこと言うの忘れてた。限夏、もしわたしがあいつのせいで戦闘不能になったら、迷わずわたしを撃って、殺してね。そしたら勝手に生き返るから」

「どういうことだ」

「あいつの〝不健康〟を伝染させられたり、何か他の方法で昏こん倒とうさせられたり気絶させられたりしたら、そのままだと戦闘不能になっちゃうでしょ。でも君がわたしを撃ってくれれば、一回死んで生き返って、また普通に動けるようになる。これはマジで徹底して欲しい。少しでもわたしが気絶しそうになってたら、迷わず頭を吹っ飛ばして。ＯＫ？」

「……死なないお前を、撃つってことか」

　表情に出てしまっていたのか、伴が訝いぶかしげな目でこちらを見ながら、

「え、もしかして嫌？　嫌とか言っちゃう？」

「なるべくなら、お前を傷つけたくない」

　伴は目を細めて肩をすくめた。

「いや、それはしかるべきシチュで言われたらなかなかキュンと来そうな台詞せりふだけどさ。違うの、わたしにとって気絶することは世界一怖いことなの。あと眠らされたり拘束されたりとか。もしわたしが気絶させられて誘拐されたら、相手によっては拷問してくるかもしれない。遊び半分に暴力を振るわれるかもしれない。それに、最悪なことに……セックスされるかもしれない。でしょ？」

　伴の眼まな差ざしは真剣そのものだった。

　なるほどな、と思う。不死身というのもメリットばかりでは無いらしい。いや、よく考えるとデメリットの方が目立つくらいだ。

「死ぬ」という最終手段が普通の人間にはあるが、伴にはそれがない。仮に拷問を受ければ、再生し続ける肉体へ半永久的に攻撃を受け続ける可能性もあるわけだ。

　それに、最初の自己紹介──〝嫌いなものは月とセックス〟。

　おそらく、過去に何かがあったのだろう。容易に類推できた。

　だが、それを理解した上でも──俺は伴を撃てるのだろうか。

「ちょっと、分かったなら返事してよ。コミュニケーションの基本で──」

　そこで、伴が俺への不平を言い終えるより先に、会場にざわめきが生じた。

「どうした」

　実況映像を確認すると、壇上から琴崎と市長の姿が消えていた。会場を俯ふ瞰かんで撮影しているカメラで見ても、それらしき影は見当たらない。

「遊馬さん、琴崎はどこに」

《周辺の監視カメラと共有視覚全てに市長と琴崎の顔で検索かける。少し待って──来た、ヒット！　イベント会場から東に一キロ離れたとこの監視カメラに、二人の顔が検出された。ここは……レジャー施設の廃はい墟きよ、だね》

「一キロ……瞬間移動したってこと？」

　伴が口元に手を当て、考え込むように呟つぶやいた。

《仲間の偽生者の喪失によるものかもしれないね。心当たりが？》

　伴は首を振って、「ううん、まさかね」とだけ呟いた。

「百もも道ち浜はまの東……アクアガーデンの廃墟か。あと数分で着ける距離だ。遊馬さん、監視カメラの映像回してくれ」

　俺の要求に、すぐに遊馬から返答。

《もうやってる》

　次々に切り替わる監視カメラの映像が、車内に映し出される。ちょうど、琴崎と市長が、廃墟の中に入っていくところだった。

《アクアガーデン……九十年代のレジャーブームの時に開園したウォーターテーマパークだね。当時は結構人気だったんだけど、やっぱりこの手の施設の維持費やら改修費やらはえげつないからね。六年前にあっけなく閉園。今は解体作業中のはずだけど、しばらく前からいまいち進んでなくて、最近はほぼ完全放置だね》

「懐かしいな、アクアガーデン。昔一回だけ行ったことある。波のあるプールとか流れるプールとかあって楽しかったわ」

「何でわざわざそこに逃げ込んだのか、謎だな」

「まあ、放置されてる廃墟ってだけで、かなり使い勝手がいいだろうし。逃走の拠点にするつもりか、罠わなか……でも関係ないね。さっさと突入しちゃおう」

　そう伴が言うのと、車載ＡＩが〝目的地に到着しました〟と告げるのはほぼ同時だった。
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　アクアガーデンの入場ゲート前。ドーム形の天井や塗装が剝はげ落ちた壁には蔦つたが生い茂り、いかにも廃墟といった趣を醸し出していた。

《詳細な熱源探査は突入後すぐに開始する。一応、外部からの電波探査では二人以外の反応はないようだが──》

《〝敵の喪失次第では探査に引っかからない可能性もあるから、俺の目できちんと見極めるように〟だろう。分かってる。琴崎にバックがいるなら、潜んでる奴がいてもおかしくない》

《分かっているならいい。クリアリングは堅実に。一分後に突入する。合図キユーを待て》

「ＯＫ」

　限夏はフルフェイスのガスマスクを装着していた。琴崎対策。がっつり顔を覆っている。わたしも化石携帯にインカムを接続して準備完了。

「てか、普通に手とか露出してるけど大丈夫なわけ？」

　マスク越しに会話するのは面倒なので、隣にいながら通信で質問する。限夏は顔だけ厳重に覆っている割りに、手にはグローブすらしていなかったのだ。

《両手とも義手だ。奴の〝病〟の影響は受けない》

「そうなんだ。いや、大丈夫ならいいんだけど」

　そこで遊馬くんから通信が入った。

《おしゃべりはそこまで。バックアップの準備が整った。カウントダウン始めるよ》

「ラジャー」《ラジャー》

　遊馬くんのカウントダウンが脳内で響く。久々のお仕事だ、気合い入れていこう。

《三──二──一──ＧＯ！》

　わたしと限夏は同時に扉を開け、園内へと突入した。




　とりあえず探査線を走らせられるところまで侵入したら、数秒間待つ。探査が完了次第、琴崎を追う。そういう手て筈はずだった。

　しかし、突入した瞬間にそんな段取りは打ち砕かれた。いきなり入場ゲートの受付から、琴崎が飛び出してきたのだ。マスク無し、青白い顔が不気味に微笑んでいた。

　さすがにわたしも限夏も一瞬動きが止まる。あまりにも大胆な奇襲。しかしすぐに我に返り、腰の刀に手を伸ばす。

　琴崎の身体の周りには薄い膜──例の対銃装備が張り巡らされていた。遊馬くんの解析によると、一定以上の速度を持つ物体をシャットアウトするキャンセラーという見解だった。限夏の銃はおそらくそのままでは通じないし、位置的にもわたしの方が近い。

「限夏、君は探査線走らせて、市長を探して！　こいつはわたしが対応する」

《市長ならもう見つけた。受付カウンターの裏に寝転がってる。取りあえず園外に搬送しておく。しくじるなよ、伴》

　限夏がぐったりと寝そべっている市長を担ぎ上げ、外へと向かった。

　琴崎は限夏の方を一顧だにせず、わたしの方を嫌な感じに見つめてくる。

「へぇー。あなたが須す崎ざき伴、ね」

　そこで再び動きが止まりかける。なぜわたしの名を知っている？　しかし、琴崎の行動はさらにわたしの意表をついてきた。

「お手並み拝見、と」

　刀を抜く暇もなかった。あまりにも自然な、挨あい拶さつでもするかのような動作だったので、反応すら出来なかった。

　琴崎はわたしの口の中に舌を入れていた。

　温かい舌がわたしの唇を、舌の裏を、前歯の裏をゆっくりと這はう。紗さ束つかの共感箱エンボツクスで味わったのと同じ粘っこさ。ぐるんぐるん舌をかき回され、口の端からどちらのものともつかない唾だ液えきが垂れる。口の中の刺激が全身に伝でん播ぱしているかのように、わたしの身体が震える。

　最終的に、吸いあげるようにわたしの舌を引っ張った後、ちゅぱ、というマジで嫌な音を立てながら顔を離すと、琴崎は青白い顔を満足げにゆがめた。

「柔らかい唇してるね、伴ちゃん。どきどきしちゃう」

　ぽつりとそう言うと、笑いながら園内奥へと走り出す。

《──伴ちゃん、何があった？》

　ただならぬ気配を感じたのか、遊馬くんからの通信が入った。状況の逐次報告は現場で動く者の義務である。わたしは簡潔に状況を述べた。

「琴崎にえげつないディープキスされました」

　屈辱のあまり、全身が火照った。服が燃え出すんじゃないかと思った。

「わたしの──わたしのファーストディープキス！」

　わたしは怒りのあまり足がもつれそうになりながらも、地面を蹴けって駆け出した。

《ファーストディープキスなのか》

　限夏の抑揚のない問い。

「ファーストディープキスよ！　ていうかむしろファーストキスよ！　ああ、二百年間温めた秘蔵のファーストキスなのに！　あんな糞ビアッチ糞ガキの糞みたいな不健康舌にあっさりと！　こうもあっさりと奪われて！　ああ──マジ死にたい」

《うわ、伴ちゃんが珍しく怒ってる……落ち着いてね。奴の体液に触れてたと思うけど……体調に変化は？》

　そういえば、あいつの喪失は〈健康〉だったなと今更思い出す。衝撃が強すぎて舌の感触だけが脳内を埋め尽くしていた。いかんいかん。そうだ、あのキスは奴にとっては立派な〝攻撃〟なのだ。

「フィジカルには大して影響ない。そもそもわたし、怪我したって再生するんだし、生き返ってから一切病気になったことないし、あいつの攻撃は効かないっぽい。ただファーストディープキスを奪われた事によるメンタル面の損耗がやばい。もう二度とわたしのファーストディープキスは返ってこない」

　そこで、市長をサポート部隊に引き渡し終えたのか、限夏が追いついてきた。わたしと併走しながら、一言。

《お前、もしかして処女なのか》

「は──ぁ？」

　それ今？　今このタイミングで訊きくことですか？　今やどこにでも怒りの矛先を向けて八つ当たりできそうな気分だった。思わず怒鳴りそうになる。

「あのねぇ──」

《伴！》

　会話の流れをぶった切って、限夏がいきなりわたしに肩をぶつけてきた。思わず体勢を崩して派手に転ぶ。反射的に怒りが燃え上がり、思わず地声で叫ぶ。

「何すんの！」

　しかし、わたしを突き飛ばした限夏の姿を見て、状況を悟った。限夏の左手首から先が、斬り落とされていた。左手がころんとわたしの足下に転がっている。

　庇かばわれた──このわたしが。

「いや、マジで何してるの！」

　思わず叫ぶ。

《おそらく、新手がいる。だが、姿が見えない。〈外見〉あたりを喪失した偽生者だろう。だが幸い、俺ならどうにか位置が分かる》

　限夏の宣言。わたしはとりあえず琴崎に追いつくことが最優先と判断し、限夏を置いて駆けだした。走りながら限夏に恨み言。

「わたしを庇う必要なんてなかった」

《そうか。反射的に身体が動いてしまった》

「斬られたのがわたしの手だったら、すぐまた生えてきてたのに」

《俺の腕も、数時間あればまた付け替えてもらえる。とりあえず俺はこいつをさっさと殺し直して追う。お前も急げ》

　──なるべくなら、お前を傷つけたくない。

　車での限夏の言葉が、思い出された。

　偽生者を殺すときはいつも一撃で即死、そこにこだわりを見せる男。それはもしかすると、ポリシーやモットーといった生やさしいレベルのものではないのではないか。

　わたしの胸に、不安がよぎる。

　限夏は、わたしをきちんと撃てるだろうか。気絶した、昏こん倒とうした、昏こん睡すいした、拘束されたわたしを撃って救うことが、出来るだろうか。

　それが出来ないならば──君をわたしの相棒にはできない。
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　伴を突き飛ばしたのは、本当に反射的な行動だった。

　視界に、急に伴以外に色のついた風景が飛び込んできて、新手の偽生者が存在していることが分かった瞬間、自分の左腕を盾にしながら立ちはだかっていた。

　伴が傷つくところを見たくない、という思いもあった。そして、それ以上に──見知った人間の身体から流れる赤い血を見たくないという気持ちの方が、強かったのだと思う。




　俺の目は、色が見えない。

　白と黒、そしてその明度によって変化する灰色だけが、俺の視界を彩る色だ。目に映る風景は常にグレースケール。青Ｃも赤Ｍも黄Ｙも、俺には感じ取れない。検査の結果、色を感じ取る細胞に問題はないという判定は出ているのだが、実際問題俺の視界は白黒だ。遊馬なんかは黒くろ澤さわ映画を観ながら「これと同じ視界だなんて、ちょっと僕なら耐えられそうにないな」などと言っていた。

　俺からすれば生まれたときからこの視界なので、耐えられないも何もない。この世は色が見分けられる人間を前提として設計されているが、それならそれでこちらがそれに合わせればいいだけだ。信号は色でなく位置で見分けるし、洋服や靴や髪は自分で判断出来るように白と黒のみで揃える。

　ただ、俺は赤や青や黄といった色を知らないわけじゃない。赤い血だって、見たことがある。だから空が青いとか林りん檎ごが赤いとかいうことも知識としては知っている。

　俺のモノクロ視界の唯一の例外──偽生者の身体と、その周辺数センチだけは、きちんと色がついて見える。

　だから伴の鮮やかな制服の紅色も、滑らかな肌の色も、しっかりと見えている。モノクロの世界の中で、偽生者の周囲だけスポットライトが当たったように色づき、浮き立つ。

　だからこそ、俺は偽生者を一瞬で見分けられるし、たとえ〈外見〉だか〈姿〉だかを喪失した偽生者であっても、視界の中でそこだけ色がついて見える以上、そこに存在していることはしっかりと認識できるのだ。




　俺はいかにも不可視の攻撃に動揺しているといった体で辺りをせわしなく見回しながら、迷うことなく、視界の中で色の見えている部分の中心部に狙いを定めて即座に撃った。轟ごう音おんが耳を打った次の瞬間にあっ、という短い声が聞こえたかと思うと、人間が倒れる音が鈍く響いた。少し間を置いて、きらきらと光る粒子に分解されてゆく敵の姿が見え始めた。徐々に、輪郭が浮かび上がり、その姿を露わにしてゆく。

　年はまだ十代だろうか。鍛えられた胸板にぽっかりと穴が空き、赤い血が豪快に流れ出している。無骨な手斧ちようなが手から取り落とされて転がった。

　刻印はすぐに見つかった。深緑色で〈ＡＰＰＥＡＲＡＮＣＥ〉と、額に刻まれている。やはり、〈姿〉を喪失した偽生者。

　きらきらと消えてゆく、名も知らぬ偽生者を見下ろしながら、ぼそりと呟つぶやいた。

「〈姿〉が見えないくらいなら、いくらでも殺し直せるんだがな」

　そこで、柄にもなく独り言をこぼしてしまったことに気づき、思わずため息をついた。どうも調子がおかしい。

　偽生者と──伴と、普通に言葉を交わしたからだろうか。

　伴の鮮やかな制服姿が、脳裏に浮かんだ。

　その時、脳内で伴の声が響いた。切迫した声が俺の心臓を打つ。

《遊馬くん、琴崎が消えた！　この感じ、やっぱり──友景研究所の残党の奴らが、来てるかもしれない》

　遊馬が息を吞のむのが気配で分かった。しかし俺にはいまいち事態が分からない。とりあえず、伴に追いつこうと、ＡＲ視野の見取り図上にハート形の光点で示される地点へと駆けだした。
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　悲しいことにわたしの身長は百四十七センチ。足の長さも一般現代女性と比べて、なかなか短いと言わざるをえない。

　だがそんなハンデもなんのその、わたしは足がめっぽう速い。韋い駄だ天てんの伴ちゃんと呼んで欲しい。何しろ、生き返ってから最初の百年間は、毎日一番速い走り方を模索することにあてていたのだ。非力なガキが暴力と闘うには、すばしっこさが不可欠だったもので。

　そんなわけで、琴崎には大分距離をあけられていたが、すぐに手の届きそうなところまで追いついた。

　気配を感じたのか、琴崎が振り向き、ぎょっとした顔で言う。

「うわ、足はやっ。全然あたしのキス効いてないし。やっぱ不老不死っていいな」

　どくん、と心臓が跳ねた。

　わたしの名前だけでなく、喪失まで知っている──そんな人間は、そう多くはない。

「殺し直す前に、訊かないといけないことがあるみたいだね」

　自然と足に力が入る。琴崎は園内の東に位置するマウンテンエリアへと行く気なのか、中央にそびえ立つ山の周りをうねうねと巡っている、流れるプールの跡地へと飛び降りた。そのまま流れるプールの跡を疾走する。わたしも飛び降りて後を追う。意味は無いと分かっていながらも思わず呼び止めてしまう。

「待ちなさ──」

　その時、ちょうど流れるプールのうねりが急な箇所に差し掛かっていた。大きくＳ字に曲がることで、一瞬琴崎の姿が陰に隠れる。そして──

「……！」

　カーブを曲がった瞬間には、琴崎の姿は完全に消えていた。一秒前まですぐ目の前を走っていたはずの女が、最初からここにはいませんでしたけど？　とでも言わんばかりに、瞬間移動のような唐突な消失を遂げていた。

　猛烈な既視感が襲ってくる。〈距離〉を喪失した偽生者。わたしがこの世で最も嫌いだった男の、部下その一。

　落ち着け、あの男はわたしがきちんと殺し直した。その部下がここにいるかもしれない、それだけの話だ。

「遊馬くん、琴崎が消えた！　この感じ、やっぱり──友景研究所の残党の奴らが、来てるかもしれない」

　そこで、わたしは自分の身体が震えていることに気づいた。あの男の影に怯おびえているのか？　そこまであの男に、心を蝕むしばまれていたのか。

　しかし、それが誤りだったことに気づく。震えていたのはわたしの身体では無い──わたしの足下が、地鳴りとともに震えていたのだ。

《伴ちゃん、プールから出ろ！　大量の水が給水管から流れ込んできている！　何らかの攻撃かもしれない！》

　遊馬くんの警告とほぼ同タイミングで、滝でも出来たのかと思うほどの水音とともに、激流がなだれ込んできた。思わず足を取られ、転びかける。水は廃はい墟きよの埃ほこりや砂や破片を巻き込んで灰色に濁り、かなり汚い。水位はわたしの膝ひざ上うえ程度まで来ており、さらにどんどん上がっていく。

　突如復活した流れるプール。嫌な予感が鎌首をもたげる。わたしの予感が正しければ、ここで水が、熱を奪われて──

「久しぶりだなぁ、伴？」

　どこからか聞こえた声と同時に、流れるプールが一気に凍り付いた。流れるプールからスケートリンクへと早変わり。太ももまでがっつり浸つかっていたわたしの足は完全にその場に固定された。さらにびしょ濡ぬれの身体も氷結してゆく。慌てて身体をぶんぶん振り、霜を払った。

「なかなか様になってるぜ、伴。氷像コンテストにでも出しゃあ、それなりに爪つめ痕あとが残せそうな出来だ」

　一人の男が、凍り付いた水面みなもの上を歩いてくる。この蒸し暑い季節に似合わぬファー付きモッズコートとニット帽。さらにサングラスと無精ヒゲのせいでめちゃくちゃ暑苦しい外見。そのくせ髪は涼し気な青色で、履き物はビーサンというミスマッチ感。懐かしいシルエット。

《そんな、探査には引っかかってないのに──》遊馬くんの嘆き。

「あいつの喪失は、〈体温〉だよ。熱源探査じゃ捕ほ捉そくできない」

　そう、あいつの喪失はよく知っている。あの喪失によって、何度凍死させられたか分からない。

　わたしはため息とともにぼそりと、

「やっぱりあんたか──柊とう也や。もう二度と会いたくなかったんだけど」

「冷てえ女だ」

〈体温〉を喪失した偽生者、八や尋ひろ柊也はけらけらと笑いながら、氷上を歩いてきた。

「こっちはずーっと会いたかったんだぜ？　お前が研究所を脱走してからずっと、な」

　柊也が一歩近づくごとに、肌寒さが強まる。〈体温〉を喪失した弊害──自分の触れている物の熱を奪う。この凍り付いたプールも、奴の仕業だ。

「もう一度言うよ。わたしは二度と会いたくなかったんだけど」

「ま、俺も別にお前と会って懐かしい気分に浸るために来たわけじゃねえ。明確な目的があってここに来た。目的っつーのは、まあ言っちまえばヘッドハンティングだ」

　予想外の言葉に、思わず聞き返す。

「どういうこと」

「簡単な話だ。伴、お前、ＧＬＩＬで働かされてんだってな。怺生者リハビーだかなんだか知らねーが、要は企業に飼われて共食い専門の番犬やってるってことだろ？」

　柊也が不敵に微笑み、親指だけを立てた拳こぶしで首を刈る仕草をしてみせた。

「それ、裏切れ。俺たちのとこに来い」

　さらに予想外の発言に、わたしは思わず声に出して「は？」と毒づいてしまう。

「ちょっと、こりゃマジで話を聞かせてもらわないといけないみたいだね」

　わたしが怺生者だということを知るのはごく一部のＧＬＩＬ社員のみ。遊馬くんに死ぬほど念押しして箝かん口こう令れいをしかせているのだ。柊也が知っているはずがない。

「そのまま頭から水ぶっかけて、本当に氷像にしてやってもいいんだ。お利口な回答は分かってるよな？　クールになれよ」

　余裕の表情の柊也。わたしは激げつ昂こうしそうになるのを抑えて、努めて冷静に、巾きん着ちやくから銀色の筒を抜き放った。フェルトペンほどの細い棒。

「このくらいでわたしを捕まえた気にならないでよ」

　センサーの上に親指を押しつけて指紋認証を済ませると、何でこんな恥ずかしいキーワードを設定したかなと開発者を呪いつつ、音声入力で刃を起動する。

「〝抜刀〟」

　銀色の筒の先端から赤い閃せん光こうが走った。わたしの好きなスペースオペラの全エピソードを遊馬くんに見せてこれと同じやつを作ってと言ってお願いした光刃武装。何でも斬れる剣。ついでに充電もすぐに切れる。

　わたしは光刃をすぐさま自分の太ももへと振るった。一瞬でわたしの太ももがすっぱり切断され、わたしは氷の上に倒れこんだ。数秒で足が再生すると、すぐさま立ち上がって柊也へ向けて剣を薙なぐ。

「危ねえもん持ってやがんな」

　柊也は大きく後ろに飛び退いて躱かわしてくる。わたしはすぐに追撃を仕掛けようと構えたが、氷上で足が滑って上手く踏み込めない。しかも裸足はだしだからめちゃくちゃ冷たい。

　それでも、ここで柊也を逃がすわけにはいかなかった。

「殺しはしないよ。あんたがなんで怺生者のこと知ってるのか、がっつり吐かせる」

　そこで柊也が大口を開けて笑った。

「おいおい、やる気か？　悪いことは言わねえ、止めとけ」

「あんたごときに、一対一で負ける気は無いよ」

　柊也が肩をすくめるようにしながら、手首に装着している端末に触れた。

「一応言っとくけど、俺たちゃお前をここにおびき出したんだからな？　仕込みくらいは当然入れてるが？」

　その柊也の言葉が合図だったかのように、流れるプールの頭上、山の上から大量のカラフルな球体が降り注いだ。

「ちゃんとお前をお出迎えするための、祭りの演出ってわけだ」

　そこでわたしは球体の正体に気づく──数十年前の縁日で売っていたような、色とりどりの水風船。数が多すぎて躱しきれない。球体はわたしに当たると、はじけてその中身の水をぶちまけた。わたしの身体に次々と着弾してはびしょ濡れにしてくる。
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　視界を水風船の雨に奪われていたせいで、わたしは柊也の接近に気づくのが遅れた。

「冷やしとけよ、頭も身体もな」

　柊也の手がわたしの左腕に触れた。その瞬間、わたしの左腕の体温ががくりと下がった。体温と一緒に気力だとか生命力だとかそんなものがいっぺんに奪われてしまったかのような錯覚に陥る。さらに体表面の水が凍り付いてわたしの身体を縛った。

　なんとか光の剣を振るって牽けん制せいし、柊也と距離を取ったが、左半身は完全に氷結していた。

「舐なめんな、クソガキ」

　わたしは体温の失われた左腕を迷わず斬り落とした。肉の焦げる臭いとともに、ぼとりと腕が落ちる。すぐに腕は再生する──元通りの体温で。

「ほんとトカゲみてーにぽんぽん斬り落とすな。ま、何度でもやれよ。また凍らせてやるぜ。ああ、昔を思い出すな」

　柊也の浮薄な声のせいで、友とも景かげのもとで過ごした日々の記憶が蘇よみがえりかける。一秒たりとも思い出したくない日々。

「思い出さないよ」

　記憶ごと振り払うかのように、わたしは出目金巾着から琥こ珀はく色いろのボトルを取り出すと、再生した左手でキャップを外した。そのまま再生したばかりの左手にどぼどぼかける。アルコールの匂いがわっと広がる。

「漫画の必殺技とかのやつ、一回やってみたかったんだよね」

　わたしは素早く電子ライターを取り出すと、左拳に着火した。一瞬で炎が巻き起こる。即席人間松明たいまつの完成。そのまま炎をかざして、冷えた身体を熱する。

「おいおいマジかよ、くははは。イカれてるぜ、伴。最高だ」

　燃え上がる拳。痛みで顔が歪ゆがむ。紛らわせるために煙草を一本、口で箱から直接咥くわえた。そのまま炎に押しつけて着火。

「冷凍マグロはごめんだからね」

　わたしは拳を燃やしたまま、氷の地面を蹴けって柊也に向けて駆けだした。光の剣で足払いするように薙ぐ。柊也はこれを飛んで避け、さらにわたしに飛びかかり、光の剣を握るわたしの右手首をがっしりと摑つかんだ。冷気が走る。しかしわたしはすぐに左手の炎をかざして柊也を牽制、距離を取りつつ右手の凍結を防いだ。

「めんどくせえことしやがる」

「凍らせられるもんならやってみてよね」

　刀身まで含めればわたしの方がリーチが長い。優位なのはこちらだ。

　だが、そこで柊也が余裕の表情で、

「咲さく間まの姉御、出番だぜ」

　その柊也の言葉で一気に身体が緊張したのが、自分でも分かった。

　咲間──〈距離〉を喪失した偽生者。柊也と同じ、友景の部下だった女。その喪失の恩恵を受けて、瞬間移動ができる。

「やっぱり咲間も来てるわけ？　なに、同窓会でもやるの？」

　わたしの弱々しい問いかけに、柊也がにやりと笑った。

「そりゃ、俺たちは友景さんの部下だからな。今も、昔も」

　その時、脳内で遊馬くんからの通信が響いた。

《伴ちゃん、マウンテンエリア上部に一人、熱源反応が急に現れた！》

　思わず頭上の山を見上げる。この山のどこかに咲間がいるとすれば、容易にわたしを視認できる。そうなれば、奴の〈距離〉ならすぐに──

「おう伴、久々やんけ」

　濁った女の声に耳元でいきなり囁ささやかれて、反射的に光の剣を振りかぶった。しかし声の主、咲間はすでにその場にはいない。刃は空を切る。はっと振り返ると、柊也の側に紫色の髪をした中年女性が一人。一瞬の移動。

「……相変わらず趣味悪い髪色してるね。センス疑う」

　咲間はがははと下品に歯茎を見せて笑った。

「腕燃えとるやつにセンスどうこう言われたないわ」

　咲間は〈距離〉を喪失しているせいで、あらゆる地点に対する距離が普通の人間と異なっている。そのため、その目に見えている範囲や、一度行ったことのある場所であれば、距離に関係なく一瞬で移動が出来るのだ。

　もちろん弊害もあり、一メートル先に行こうと思って歩きだしたものの、距離感がつかめず数十メートル先の壁に激突したこともあると、よく下品に笑いながら話していた。かつて、共に過ごしていた研究所で。

　咲間がいるということは……琴崎が監視網に引っかからず瞬間移動してみせたのも、こいつの力を使ったのだろう。

「そのきもい顔で瞬間移動してこられたら、ぞっとして火も消えちゃうよ」

「そのジョークは、おもんないで」

　咲間が真顔になった。次の瞬間、咲間の姿が視界から消えた。

「ま、ちょっくら眠ってもらっとこか」

　背後を取られると思って即座に振り返ったが、いない。前に向き直ると、いきなり眼前に咲間の濃い顔が出現して思わず叫ぶ。

　と、その時。金きん木もく犀せいのような印象的な香りが鼻孔をくすぐった。自分の顔の下半分に湿った布が押しつけられていることに、遅れて気がつく。全力で燃える手で振り払うと、咲間はあっさりと後退した。途端に、全身の緊張が一気に緩んだ。思わず光の剣を取り落としてしまう。

「ただの睡眠薬程度なら、効かないと思うけど……？」

　そのために手を燃やしたのだ。氷結にせよ催眠にせよ、火と痛覚を走らせておけばある程度防げる。わたしはつとめて冷静に、拳の炎を顔面に押しつけた。眼球を焼かれる感覚に、全身が醒さめる。

　しかし、咲間は笑みを浮かべ、

「あんた対策でハイパー強力なやつ作ってもらっとるからな。瞬眠薬ドリームシアター──睡眠薬ＯＤしすぎて耐性ついたメンヘラでも体重二百キロのデブでも、嗅かがせて五秒待てばぐっすり夢の中、最強の一品やで」

　勝ち誇ったようにほうれい線を歪め、

「五秒経ったな。ゆっくり眠りや」

　次の瞬間、糸を切られた操り人形のように、わたしの意識が落ち始めた。手や顔面の炎による痛みなど彼方かなたに置いてけぼりになり、甘い香りとともに心地よい眠気が全身に降りた。目の前が真っ暗になり、浮遊感とともに足の感覚が消える。ひりつくような焦燥感が睡魔と混じり合ってわたしの思考を乗っ取った。

　咲間の前で気を失うなど、考えられる限り最悪の事態だ。

　パニックの濁流に埋め尽くされる脳を絞って、わたしは縋すがるべき藁わらを探した。かつての最悪の記憶が、諦あきらめることを許さない。絶対に咲間に制圧されてはならないと体中の記憶がわたしを駆り立てて、今すぐ絶命する方法を探し求めた。

　そして、唯一の可能性に思い至る。

　わたしはありったけの気力を振り絞って、園内のどこかにいるであろう相棒へと、懇願するように指示を投げた。

《限夏、わたしを撃って》

　死なないと、生き返れないから。
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《限夏、わたしを撃って》

　俺にはその言葉が、まるで呪じゆ詛そのように思えた。




　伴からその通信が入る五分ほど前。透明人間の偽生者を返殺した後、俺は伴を追ってマウンテンエリアへと向かっていた。そこで伴の通信から、何やら顔見知りの偽生者がいるらしきことを察する。

　俺は遊馬に個人回線で通信を投げる。

「友景研究所ってのはなんなんですか」

《伴ちゃんが囚とらわれていた、非合法の偽生者研究機関だよ。伴ちゃんはそこで実験の材料にされていた。二年前にそこから脱走して、伴ちゃんはうちに来たんだ》

　伴の知られざる来歴。というか、俺は伴のことなど何も知らないのだ。ＧＬＩＬに来るまでの二百年間を、どうすごしてきたのか。何故そんな派手な制服をいつも着ているのか。どうして、出会ってすぐに明言するほど、月とセックスが嫌いなのか──それらは気軽に訊きけるような事ではなかったし、特に訊くつもりもなかった。

　とはいえ、伴がＧＬＩＬに来る前、研究機関に囚われていたというのは、不思議な話ではなかった。不老不死の肉体に、研究材料としての価値を見いだす人間は、少なくないだろう。

《今伴ちゃんと対たい峙じしてるのはおそらく、その友景研究所の奴らだ》

「伴をその研究所とやらに連れ戻すのが狙いか」

《ただ、その研究所のリーダー……友景刹せつ那なって言うんだけど、そいつは伴ちゃんが二年前に殺してるはずなんだ。リーダーなしで動けるような連中じゃなかったって聞いてるけど──》

　そこで遊馬が息を吞のむのが聞こえたかと思うと、すぐさま俺と伴との共有チャンネルに切り替えて叫んだ。

《伴ちゃん、マウンテンエリア上部に一人、熱源反応が急に現れた！》

　俺は足を速めた。十メートルほど走ったところで、伴の姿が目に入った。

　マウンテンエリアのふもとを取り囲むようになっている、流れるプールの中。何故かプールには氷が張っている。伴の側には紫色の髪をした女が一人、その向かいに青い髪の男が一人。通信の内容から、咲間と柊也という名が分かる。伴、咲間、柊也──合計三人分の偽生者のカラーが目に飛び込んでくる。

　眩くらみそうになるのをこらえて目を凝らすと、咲間が伴の顔に何か布らしきものを押しつけ、すぐに後退する姿が目に入った。

《限夏、わたしを撃って》

　その通信が俺の脳内で響くのと、伴がどさりと倒れるのはほぼ同時だった。

　伴の言葉が頭の中で反響する。わたしを撃って。わたしを撃って。わたしを撃って。今までに聞いたことのないくらい、切実すぎる声色。

《限夏、撃って！　伴ちゃんの意識がない》

　伴に銃口を向ける。発砲承認はもちろん下りている。いつでも、この人差し指一本で弾丸は飛んでいく。

「……くそ」

　銃を握る手が震えているのが自分でも分かる。明確な指令が与えられているのに、人差し指にほんの少し力を込めるだけの事なのに、それができない。

　俺は次善の行動として咲間に狙いをつけて発砲した。しかし琴崎と同じように、薄い膜に阻まれて弾丸が届かない。対銃装備。咲間は鬱うつ陶とうしそうに俺を一いち瞥べつしたが、再び伴へと歩み寄りはじめる。

「くそっ！」

　俺は伴のもとへと駆けだした。あの対銃装備は、膜の内側に入ってしまえば効果を発揮しないはずだ。ゼロ距離射撃で、殺し直す。

「おっと、邪魔はよしな、倫護士」

　そこに青い髪の男──柊也が立ちはだかった。俺はすぐに銃を向けて引き金を引いた。しかしこちらも同じく、対銃装備にあっけなく阻まれる。急激に無力感が襲ってくるのが分かった。何をやっても通用しないのでは無いかという疑念が脳の中を埋め尽くしてゆく。

　しかしそこで、伴の最後の通信が頭をよぎった。百八十歳以上年上の威厳もかなぐり捨てての、すがるような、か細い口調。

　伴を助けなければ。

　近接戦闘に切り替える。手首から先が失われて使い物にならない左腕を盾にしながら、柊也へと突進した。

「ヘイヘイ、来いよ倫護士。冷凍マグロは何匹いたって困らねえ」

　俺は拳こぶしの無い左手を派手に振りかぶって殴りかかった。柊也は一歩下がってこれを回避したが、俺はすかさず一歩踏み込み、右の拳を柊也のボディめがけて放った。

「当たんねーよ、雑魚ボクサー」

　柊也は軽薄な笑みを浮かべたまま再び一歩下がったが、俺は構わず右拳を振り抜いた。

「うお？」

　クリティカルとはいかずとも、それなりにいい打撃が柊也に命中する。一撃目は左手首から先が無かったので、次の右ストレートのリーチの感覚がズレていたのだ。

　さらに、俺の拳は少々硬い。クリティカルヒットで無くとも、一定のダメージは出る。柊也はその場に倒れ込んだ。

「伴！」

　俺は再び銃を抜いて咲間に向けながら駆け寄った。膜の内側へ銃口を入れられれば──

「させねーよ、倫護士」

　急に足が固定され、俺はその場に転倒した。這はいつくばった柊也が、がっしりと足首を摑つかんでいた。

「ナイスやん柊也。ちょっとヒヤッとしたで。先に伴連れて一回飛ぶわ。後で迎え来るから、死なんといてな、柊也」

　咲間はそう言うと、倒れ伏す伴に手を伸ばした。まずい──俺は咄とつ嗟さに伴に銃を向けた。しかし──やはり、人差し指は言うことを聞かない。震えて引き金を引けない。

　その時。

「さっさと伴を撃てよ馬鹿！」

　鼓膜が破れそうなほどにでかい声が耳を刺したかと思うと、伴と咲間の間に黄色い人影が彗すい星せいのように飛び込んだ。氷の床が割れ砕け、衝撃で霜が煙幕のように巻き起こる。

「その銃は飾りか、監督官サマよぉ」

　腰あたりまでありそうな金髪をなびかせながら、その女は凜りん然ぜんと立っていた。ぴんと伸びた背筋、身長はおそらく俺より高い。所々イエローのラインが入った黒のジャージを着ており、両腕には白の包帯がぐるぐる巻きにされていたが、氷を殴った衝撃で包帯が破け、その逞たくましい二の腕が露わになっている。

　右腕に、〈ＬＩＭＩＴ〉と記された柑子色マリーゴールドの文字──〈制限〉を喪失した偽生者。

「お前、偽生者──」

「やかましい、お前は後でマジ説教するから覚悟しとけ。今は伴を守ることが第一優先だ」

　そう言うと金髪の女はぎろりと咲間の方を睨にらんだ。

「咲間に柊也……随分とまあ懐かしい面子が揃そろってんじゃねーの」

「こりゃまた随分なご挨あい拶さつやなぁ、愛あい果か。もっとしっぽり語り合って旧交を温めようや」

「ざけんなババア。伴に何する気だ」

　ぱき、と音を立てて愛果の足下の氷がひび割れる。

「遊馬さん、こいつは一体──」

《愛果は伴ちゃんと同じ、怺生者だよ。味方だ。僕が応援に呼んでたんだ。連携して伴ちゃんを守れ》

　咲間と愛果はしばらく睨み合っていたが、先に咲間が動いた。

「柊也、一いつ旦たん撤退すんで！」

　そう叫ぶと、咲間は紫の髪を揺らしながら、柊也に向けて走り出した。

「白黒！　捕まえろ！　絶対逃がすな！」

　愛果の叫び声を聞いて、俺は反射的に側にいた柊也に銃を向けた。同時に引き金を引く。流れるような所作。しかし、弾丸が発射されない。

「銃の熱は奪わせてもらったぜ」

　柊也は銃身をがっちりと摑んでいた。〈体温〉を喪失した偽生者の能力──熱を奪う。カートリッジの熱が奪われ、発射を防がれたのだ。

　度重なる銃の妨害に、さすがに諦てい念ねんが鎌首をもたげる。だが、偽生者をみすみす逃がすわけにはいかない。精神力で諦念をねじ伏せる。俺は沸き起こる無力感を振り払うように、銃床を思い切り柊也に叩たたきつけた。

「うおぉ、痛え！　クソ……冷えても止まらねえ野郎は厄介だ」

　ぼやく柊也。

「柊也！」

　咲間が手を伸ばす。

「触れさせんな白黒！　そいつは触れてる人間を連れて移動できる！」

　愛果が咲間に殴りかかりながら叫ぶ。

「逃がさない！」

　一瞬、それが自分の声だと気がつかなかった。まさか俺がこんな風に声を荒らげるとは。自分らしくなさすぎるアクションに思わず笑いが出そうになる。度重なる失態のせいで、焦りがつのっていたのだと思った。

　──冷静になれ。こいつを殺し直すために。

　自分に強く言い聞かせながら、繫つながれた柊也と咲間の手に銃底を振り下ろした。すぱり、と二人の手が離れる。使い物にならなくなった銃を咲間へと投げつけると、俺はそのまま右手を伸ばして柊也の手首に装着された端末をもぎ取った。

《でかした限夏！　端末を解析すれば──》

　遊馬の歓喜の声は、すぐさま遮られた。

「させへんよ」

　右手に走る衝撃とともに、俺が奪い取った端末が噓のようになくなっていた。咲間の瞬間移動。

「舐なめんなよ、この園内の距離感くらい全面把握しとるわ」

　そう言うと咲間は柊也の手を取り、駆けだそうとした。

「待ちやがれ」

　愛果が異常な脚力をもって、氷の地面を派手に蹴けった。氷のつぶてが散弾のように咲間と柊也へと襲いかかる。柊也が咲間を庇かばうようにして両手を広げた。

　呻うめき声とともに柊也が口から血を噴いた。

「行ってくれ、咲間さん。あんたは、切り札。あそこに行くためにも、必要だ」

　咲間は一瞬苦い表情をしたが、判断は迅速だった。

「……ここまでやな、柊也。さよならや」

　咲間が柊也から視線を切り、振り返って走り出そうとした。

「へへ……冷てえ女だ」

　柊也は笑いながら、愛果の前に立ちはだかった。咲間を逃がすという、強きよう靱じんな意志を秘めた目つき。

「行かせるかよ」

　愛果の大振りの右ストレートが柊也と咲間をまとめて串くし刺ざしにする軌道で放たれた。しかし愛果の拳が届く一瞬前に咲間の姿は消え、柊也の腹を貫通したあとは空を切った。

「あったけえ」

　多量の血を吐きながらそう言い残して、柊也が白い輝きに分解されて霧散した。返殺完了のサイン。

　愛果は風速十メートルはあるんじゃないかというほどに大きなため息をつくと、

「咲間は逃がしたな。琴崎も、咲間がさくっと瞬間移動して逃がしたんだろうよ。ちっ、すっきりしねぇ結果だ。とりあえず、起きろ伴」

　眠りに落ちている伴の額に、デコピンを放った。冗談みたいな音を立てて伴の頭が破裂する。一瞬の静寂ののち、赤い輝きとともに伴の頭が再生した。

「あれ、愛果いるじゃん。咲間と柊也は？」

　ぱちぱちと目をしばたたかせながら、伴がきょろきょろと辺りを見回す。愛果が苦い顔で、

「柊也はぶち殺し直したけど、咲間には逃げられた」

「あらま。全然状況把握できてないや。わたし、咲間に何か薬嗅かがされたんだよね。愛果が守ってくれたの？」

「ああ、どこぞの監督官サマが全くもって役に立たねえもんだからな」

　じろりと横目で睨めつけられるが、俺は無表情を保った。それが最善の行動だと思った。愛果の言葉は完全にその通りで、言い訳もできないほどに正確な説明だった。

　俺は、役に立たなかった。

　伴を傷つけたくないと言っておきながら、結局守れなかった。愛果が来なければ伴は奴らに連れ去られていただろう。それがどういう意味を持つかは分からない。あいつらと伴の関係性もいまいち分からない。

　だが、意識を失う直前に俺に託したメッセージの切実さは、耳鳴りのように残り続けていた。

　俺は──

《駄目だ、周辺の監視網と共有視覚を当たったけど影も形も無し。琴崎白奈も咲間凜りんも全くヒットしない》

　遊馬の通信が全員に届く。これで完全に、咲間と琴崎を取り逃がしたという事実が確定した。




　伴はしばらく黙っていたが、やがて表情を切り替えて立ち上がった。

「愛果も駆り出されてたんだね。てことは光みつ愛めも一緒？　すぐに会社戻って遊馬くんと感想戦ミーテしないと」

「遊馬の旦だん那なの出動要請も大分急だったからな、あたしだけ先に突っ走って来た。あいつももうすぐ着くころだと思うけど──」

　愛果の言葉が合図だったかのようなタイミングで、小柄な女が一人氷の床へと歩み寄って来た。

「愛果ちゃん、置いて行かないでよぉ……あ。限夏先輩じゃないですか。お久しぶりです」

　霧きり島しま光愛。以前何度かタッグを組んだことがある女性社員だった。年齢は確か二十二くらい。俺の方が年下だが社歴は俺の方が上なので、律儀に敬語を使ってくる。

「光愛さん……もしかして、あなたも監督官なんですか」

　会話の内容から察するに、そういうことだろう。

「〝ああ、そこの黄色い偽生者の監督官だ。それが、何か？〟」

　俺の声、口調とそっくりの言い方で光愛が言った。この人は声まねが特技で、こうして脈絡もなく話し相手の声をコピーして話してくる。いたずらっぽい性格。

「声まね、止めてください……」

「〝ええー声まねは光愛のアイデンティティですよー？〟」

　完全に俺の声でこの口調。さすがに背中がむずむずするので冷たくあしらう。

「本当に、そういうのいいんで」

　光愛はしょぼくれた声で「はぁーい」とだけ言った。

「はい、じゃあとりあえず、会社戻ろ。愛果は光愛と徒歩で帰るでしょ？　行こう、限夏」

　そう言って伴は俺の手を取って歩き出した。

「ちょい待ち」

　愛果が大声でそう制止した。こいつはさっきから全体的に声量がでかい。

「交代だ交代。光愛、お前伴連れて帰れよ。あたしはこの白黒のガキと一緒に帰るわ。問題ねーだろ、遊馬の旦那？」

《規則的には、怺生者の外出には倫護士が一人ついてさえいればいいから、入れ替わっても別に問題ないけど……》

「おっしゃ、ボスのＯＫも出た」

《義手の修繕とかあるから、早めにね。感想戦ミーテは……十三時からにしよう。それまでに資料揃えとく。愛果、遅刻しないように》

「了解ボス。そういうわけだ。光愛、車で伴を会社に連れて帰ってやってくれ」

「別にいいけど、限夏さんのこと殺さないでね、愛果ちゃん」

　光愛の不穏な言葉に、思わず俺は愛果のほうを見やった。




「さて、白黒。あー、そもそもお前、名前は何だったっけ？」

　百道浜の海岸沿いを歩きながら、愛果は相変わらずでかい声でそう訊きいてきた。

「……白黒言うな。竹たけ内うち限夏、だ。十九歳」

「かぁー、十歳差かよ。白はく髪はつだし、同年代もありえるくらいに思ってたわ」

　愛果は長い髪をぶんぶん振りながらかきむしった。ゴリゴリという強力な音が鳴って思わず耳を塞ふさぎそうになる。

「名前訊いといて自分が名乗ってなかったな。あたしは愛果だ。空の花、愛の果実と書いて空そら花はな愛果。享年二十六の死後三年だから、実質二十九歳だな」

「あんまりでかい声で享年とか死後とか言うな。ボリューム落とせ、目立つだろ」

「そいつぁ無理な相談だな」

　そう言うと右腕を親指で指しながら、

「あたしの喪失は〈制限〉。力のセーブとか一切出来ないからな。空気読んだり手加減したりとかも無理。思ったことは全部全身全霊で包み隠さず言っちまうんだ。その分常に火事場の馬鹿力状態だから、パワーならたぶんうちの会社で最強だ。そのせいで何でもぶっ壊しちまうから、逆に箸はしも持てない身体になっちまったけどな。飯は伴か光愛に毎回食わせてもらわないといけないんだわ」

「……それは、難儀なことで」

　それ以外に何と言えばいいのか分からなかった。確かに先ほどから歩くスピードは異様に速く、すでに俺は小走りで追従していた。

「そういうわけでオブラートとか一切なしで単刀直入に訊くけどさ、お前は何でそんなに偽生者を殺し直したいわけ？　この会社に入った理由は？　簡潔に答えてくれよ」

　さっきまでの軽快な口調が噓のように、真剣な眼まな差ざしでの問い。適当に流すことは出来なそうなトーンだった。仕方なく、素直に答える。

「偽生者は、生きていてはいけない存在だ。だからそれを殺し直せる仕事につきたかった。だからここに入った。それだけだ」

「お前、光愛より社歴上なんだってな。光愛だって高等教育終わってから勤め始めてもう四年目だ。ってことはお前、相当ガキの頃からＧＬＩＬにいるだろ」

　その通り、確かに俺は十二歳の時に倫護士の資格をとり、ＧＬＩＬに入社している。

「何か事情があんのか？　あるなら教えてくれ」

　一切の遠慮も気遣いもない詰問に、むしろ俺は清すが々すがしさすら感じていた。なので素直に、

「教えたくない」

「何でだ？」

「昔のことは、思い出したくないから」

　愛果はしばらく黙っていたが、やがて目を閉じてうなずき、

「わざわざそんなことを訊くのは、別にあたしがお前に興味を持ってるからとか、お前に嫌がらせしたいからとか、そんなんじゃない。その思い出したくない昔の記憶ってやつが、さっき伴を撃てなかった理由に関係してるんじゃねーかって思ってるからだ」

　鋭い指摘。声がでかいせいで馬鹿っぽく見えていたが、意外に食えない。

「だったら何なんだ」

「もしそれが克服できないんだったら、遊馬に直じか談だん判ぱんしてお前を監督官から降ろしてもらわないといけない。いざっていうときにあいつを撃てないなら、邪魔なだけだ」

「別に──」

　監督官なんて降りたって構わない。こっちから頼んでやらせてもらってるわけじゃない。

　そう言おうとしたはずだったのに、口をついて出てきた言葉は違った。

「次は撃てる」

　無意識のうちに、そう言っていた。

　愛果は立ち止まってじとりと俺を見ていたが、やがて納得したようにうなずくと、再びハイペースで歩き始めた。

「不老不死ってのは、人間にとって最大の弱点だ」

「弱点？　戦闘上では相当な強みだと思うが」

「……やっぱり、その程度の認識か」

　愛果のため息で、街路樹がざわりと揺れた。

「いいか、あたしやお前はこの先どんなに辛つらいことがあっても、どんなに悲しいことがあってもどんなに苦しいことがあっても……生きたまま身体に火つけられようが、爪はがされて歯抜かれて骨折られようが、逆さ吊づりで水の中に放置されようが、死ねばそれで終わりだ。それ以上の苦痛はない。心臓が止まれば、瞳どう孔こうが開けば、呼吸が止まれば、それでなにもかもおしまい。寿命だって、所しよ詮せん最長で百三十歳程度だ。どんなに辛い人生でも、たった百三十年我慢するだけで解放される。

　だけどあいつは違う。どんな苦しみも悲しみも、終わるという保証がない。苦痛の最大値の次元があたしたちと違う。自分の肉体と精神が最大の人質だ。仮に悪意を持った連中に身柄を押さえられたらジ・エンド。そんなあいつの相棒は、絶対にあいつのことを守り抜ける奴じゃなきゃ駄目だ」

　愛果のでかい声にも渋みが備わってくる。伴への思いが伝わってくる声。

「けど……再生するって言ったって、色々と方法はあるだろう？　継続的に死に続ける環境に身を置けばいい。深海とか、真空とか。蘇そ生せいした側から死ねるし」

「あいつは深海でも真空でも死なない。最初は死ぬけど徐々にその環境に適応する。あいつには、生物学的にも哲学的にも死は訪れない」

「何でそんなことが分かるんだよ」

「実際にそうされたからだよ」

　変わらず大声で言う愛果の口調からは、冗談も誇張も感じ取れない。

「非合法に偽生者を研究してる連中がいるのは知ってるだろ？」

　偽生者は、その存在自体がこの世界の科学的法則から逸脱している。必然的に、偽生者を研究対象としたい研究者は腐るほどいる。生物学者から民俗学者まで、あらゆるジャンルの研究者たちが偽生者を材料に研究することを渇望した。

　しかし、法律はそれを禁じた。たとえ研究のためであっても、偽生者の生存は許されない。生命における絶対の法則──〝死者は生き返らない〟を犯す存在は、いてはならないものと見なされている。

　とは言っても、好奇心と探求心に抗うのは至難の業。まして、自ら研究の道を選んだ人間ならばなおさらだ。研究者たちの中には秘密裏に偽生者を捕まえ、研究対象とするものもいた。

　そして、既に一度死んでいる存在である偽生者は、「どうせ死んでいる人間なのだから」と、モルモットよりは多少マシという程度の扱いで散々実験に使われているケースが多い。

「伴は、恰かつ好こうの被験体だったわけだ。何しろ死なねー。実験用に偽生者を捕まえるのは、実際問題結構な手間だろう。刻印見つけるか戸籍と照合するかしか、偽生者を見分ける方法ねえしな。ところが伴が一人いれば、わざわざ街に偽生者を捕獲しにいかなくても、無限に実験できる。最悪な発想だ。研究所での伴の扱いは、側で見てるだけでこっちが死にたくなるほど最低だった。本人はどれだけ辛かったことか」

「……」

「あたしと伴は、そーゆうところから脱走してきたんだ。研究所時代に逆戻りするのを考えただけで吐きそうになる、そういう扱いを受けてきた。

　だから、伴が意識を失いかけたらすぐに撃て。伴が拉ら致ちられそうになったら身を挺ていして守れ。自分の命よりあいつの安全を優先しろ。たとえお前が死んででも、あいつを守るべきだ。そういう考え方をできるか、竹内限夏？　〝次は撃てる〟──結構な宣言だが、言うだけなら誰だって出来る」

　愛果の大声に乗せられた感情が、その声の震えを通じて伝わってくる。

「俺は、偽生者を傷つけずに殺すことだけを考えて、この七年生きてきた」

　本音を話すのは楽だし快感に満ちた行為だ。だからこそ、その楽さと快感に流されないよう慎重に言葉を選びながら、愛果へ答える。

「偽生者を傷つけることを、俺は心底嫌悪している。偽生者はこの世に存在してはいけない存在。だからこそ、不要な苦しみを与えず、一瞬一発で撃ち殺す。今までずっとそうしてきた。だが、伴は死ねない。ならば、伴にとって必要なことなら、俺はあいつの肉体を傷つけてでも、撃って助ける。あいつの苦しみを最小化できるなら、何でもやる」

　こんなにも思うままに心の内を吐露することなど、過去にあっただろうか。自分の中で伴を撃てなかった事実が、かつてないほど大きな歪ゆがみを生んでいたのだと自覚した。

「俺が、伴を守る」

　きっぱりと言い切る。

　愛果はしばらく無言で俺の目を見つめていたが、やがて優しく微笑むと、

「──ＯＫだ。次は無いぜ。伴が誘拐でもされた時に、お前がのうのうと生きて帰還してみろ、その首握りつぶすから覚悟しとけよ」

「分かった」

　愛果の目を見据える。

「伴には、謝っておく。今日、動けなかったこと」

「ああ、それは必要なステップだな。良い心がけだ。バディの間に齟そ齬ごができたらすぐに修繕しなきゃならん」

　愛果は立ち止まると、自分の背中を親指で指した。

「よし、帰ろう。乗れ。謝罪と礼ってのは、早けりゃ早いほどいい」

　愛果の背中は広かった。
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　わたしと光愛が会社に戻ると、すでに愛果が戻っていた。

「愛果、早かったね」

「すっ飛ばして来たからな。双そう連れんエージェンシーのビルの屋上からオフィス街抜けて来た。五分で着いたぜ。限夏の奴、顔が引きつってたわ」

「……あんまりいじめないであげてよ。限夏は？」

「今、左手のメンテナンス中だとさ。義手だったんだな。メンテ課のおばちゃんが悲鳴上げてたぜ……っと、噂をすれば」

　がちゃり、と遠慮がちな音がしたかと思うと、限夏が会議室へと入ってきた。左手は元通りになっている。

　限夏はつかつかとわたしの方に歩み寄ってきた。思わず椅子に座ったまま後ずさってしまう。

「伴、すまなかった」

　わたしは椅子から降りて、あわあわと限夏の肩を叩たたいた。深く頭を下げている限夏を見て、面食らってしまう。

「ちょっと、愛果に何言われたのか知らないけど、そんなことしなくていいよ」

「次は、必ずお前を守る。相棒としての、約束だ」

　あまりに愚直なその言葉と態度に、身体が熱くなる。思えば、十代の男の子にこんなまっすぐな言葉を向けられることなど、ここ数十年は経験してない。

　わたしも何かアクションを返さなければと思い、手を差し出した。限夏がゆっくりとその手をとった。かたいシェイクハンド。

「これで、和解ね。あ、この間殺された分の全裸罰ゲームはまだ生きてるからね。いつかやってもらうから」

「分かった」

　間髪を容いれずに返事をする限夏。

「限夏さんの全裸……見たいです。何なら写真に収めて女性社員に売りさばきたいです」

　にやにやしながら光愛がそう言った。

「ガキの裸なんて見て何が楽しいんだ。これだから処女は」

　愛果のでかい声に、思わず赤面する。

「処女って言うなし」

　そんなわたしたちのやりとりが耳に入っていないのか、限夏は真顔のまま、

「お前が望むなら、いくらでも」

　そう言ってシャツのボタンに手をかけた。わたしは慌ててその手を摑つかんで引き剝はがした。

「今じゃなくていいから！　心の準備とかあるから！」

「ったく、これだから処女は」愛果が同じ台詞せりふをわざとらしくリフレイン。

「だから処女って言うなし！」

「限夏少年はどうなんだ？　そーゆうの興味なさそうだけど」

　愛果がさらりと限夏にキラーパスを放つ。しかしわたしもそこは気になるところだったので密ひそかに耳を傾ける。

「性行為の経験って意味なら、ありますが」

　何でもないことのように言う限夏。わたしの周囲の空気が凍り付いたかのようだった。唾つばを飲み込みそうになるが、その音で動揺を悟られるのが嫌で、中途半端に我慢した。

　フリーズしているわたしをよそに、愛果がにやにやしながら、

「え、マジ？　意外だわ、そういうの興味ないんかと思ってた。相手誰だよ……っつっても、知らん女か」

　そこで、限夏は少し迷った表情をみせたのち、口を開いた。

「……紗束さんですけど」

　今度は部屋全体の空気が凍った。

　愛果がデリカシー皆無のでかい声で、「マジか、そりゃさらに意外だわ」と言った。光愛も目をしぱしぱさせている。

　そしてわたしはと言うと、愛果や光愛とは比べものにならないくらいにがっつりとショックを受けて椅子ごとひっくり返っていた。

　──そもそも俺は乳房の大きい女性の方が好きだ。

　キャッチボールの時の限夏の台詞が、急に意味を帯びてわたしの頭に蘇よみがえってくる。紗束の豊満な胸の記憶とともに。

「おい伴、コントみたいなリアクションすんなよ」

　愛果のぼやき。何か言い返そうと口を開きかけるが、声が裏返ってしまいそうな気がしたので沈黙を守り抜くことにした。

「さ、さて。全員そろったということで……」

　いつからそこにいたのか、遊馬くんが咳せき払ばらいとともに端末を操作してスクリーンを展開しながら、気まずそうにそう言った。

「遊馬くん、いつからいたの」

「最初からいたんだけどね……色々と聞こえてきた発言は、聞かなかったことにしておこう」

　スクリーンに、琴崎と咲間と柊也の画像が映し出される。

「ブリーフィングを始めるよ」




「まず、市長は無事だ。高熱等の症状はあるが、命に別状はない。これは朗報だな。琴崎の身体に触れても、即座に死に至るわけではないということが分かった」

「確かにわたしも、あいつにキスされたけど死にはしなかったね」

　琴崎の舌の感触を思い出してしまい、身震いした。

「さて、そんな琴崎の行動だけど……」

　スクリーンに、イベント会場のステージ上で演説する琴崎の動画が映し出された。

「目的は偽生者の権利向上、これは明確だね。そして、琴崎の背後にいるのは、友景研究所の残党……咲間と柊也。柊也の方は返殺済み」

　友景、という響きを聞くだけで嫌な唾が口の中に溜たまる気がした。遊馬くんは端末を操作し、スクリーンに咲間の顔写真を表示させた。

「そして、琴崎がイベント会場や紗束の側から一瞬で移動したこと……伴ちゃんによるとこれは、この咲間って偽生者の喪失によるものだと推測できる。そうだね？」

　わたしはうなずき、

「あいつの喪失は〈距離〉、あらゆる地点に対する距離がバラバラになってる。一メートル進むのに五時間かかるときもあれば、数十キロを一瞬で移動することもできる。全てはあいつ独自の感覚次第。一度行ったことのある地点か、あいつの目に映ってる範囲なら、その距離感をコントロールできる。ついでに、身体の一部が触れてれば、他人を連れて移動することもできる」

　遊馬くんが唸うなりながら、

「紗束を殺した後、琴崎が監視カメラに一切映らず逃走できたのは咲間の力だったってことだね。ということは、友景研究所の残党が、琴崎に協力してるってことになる」

「咲間も柊也も、友景がいなけりゃただのその辺の根無し草の偽生者どもと同じ、生きてられればそれでいいってタイプの奴らだったけど。友景亡き今、わざわざ偽生者の権利向上なんかのために動いたりしなさそうなんだよなー」

　わたしは素直に所感を述べた。愛果も同意する。

「あいつらが思想的な行動をするとは考えづらい。ただし、奴らの狙いが伴の誘拐だったのは明らかだ。何で今更伴を連れ去りたがってんのかは分からねえけど……」

「奴らが思想的なグループとつながってるのは確かだよ。実は柊也と〝無む常じようの風かぜ〟がメッセージをやりとりしていることが分かったんだ」

　遊馬くんの提示した新たなる事実に、わたしは思わず質問した。

「え、何で判明したの？」

　遊馬くんは限夏の右手を摑むと、誇らしげな顔で、

「限夏の義手は特別製でね。生体機能を維持しつつ、いろんな解析ツールやら便利ツールやらを突っ込んでるからね」

　そこでふと、限夏が電子ライターを充電してくれたことを思い出す。このスーパー義手の機能か。一人で勝手に納得する。

「柊也の端末を数秒間、握れていたから……その間にできる限りの端末情報を解析して遊馬さんに送信しておいた」

　淡々と説明する限夏。

「やるじゃねーか白黒。ところで〝無常の風〟ってのは、何のことだ？」

　愛果の素朴な質問に、わたしたち一同はずっこけた。愛果はあまりニュースを見たりしないタイプ。

「偽生者たちの地下組織──平たく言うと、テロリスト集団ですよ。偽生者に人権を、っていうのが奴らのテーゼなんです。ＧＬＩＬ社内じゃ知らない人はいないですよ。奴らのテロで負傷した倫護士とか、結構な数いますし。生き返りたての偽生者を見つけては勧誘してるらしいです」

　光愛がそう説明するのに対し、愛果が質朴な疑問を返した。

「なんでそいつら、まとめて返殺しねーんだよ」

「奴らの拠点がつかめていない。アジテーションや倫護士への妨害活動を行っては、すぐに姿を消す。末端の構成員を捕らえることは出来ても、上層までは尻尾しつぽをつかめてないってのが実情だね。そもそもそんなに大きな組織じゃないってのもあるし」

　遊馬くんの解説。

「ま、そういうことで、琴崎のバックには友景研究所の残党と〝無常の風〟という、二つの存在がついていると思って良さそうだ。そして、良い報しらせがある。友景研究所の残党の方は分からないが──」

　そこで遊馬くんは端末を再びいじった。寂れたホテルの外観画像がスクリーンに映し出される。

「先ほど探索が完了し、〝無常の風〟の根城が判明した。解析班のはたらきには本当に頭が下がるね。かつてはホテルニューカイザと呼ばれていた、市からの再三の勧告を無視して取り壊しを逃れてきた廃はい墟きよホテル。偽生者たちが身を隠すには絶好のスポットだね。限夏のおかげで摑めた情報だ。お手柄だよ」

「別に……やるべきことをやっただけだ」

　心なしか、限夏の顔に照れが浮かんでいるように見えた。

「というわけで、〝無常の風〟のアジトに突入しよう。相手はテロ組織なんだ、それなりに人数も用意しとくから。決行は明日。琴崎たちの情報が得られる可能性は高い。気合い入れていこう」
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「気になってたんだけど……何でいつもその格好なんだ？」

　突入前の待機タイム。わたしが腰に差した刀を点検していたところ、限きり夏かがいきなりそんなことを訊きいてきた。

　もしかして、少しずつわたしに興味を持ってくれているのだろうか。だとしたらそれは喜ばしいことだ。

「『ＳＯＬＯＩＳＴ』って漫画知ってる？」

　十年以上前のバトル系少女漫画だ。限夏からしたら相当昔の作品だし、知ってるわけないかと思いつつ訊くと、

「……ああ、知ってる」

「マジ？　漫画とか興味なさそうなのに。意外だね」

「家にあったから。たまに読んでた」

「なるほど、お母さんとかが好きだったパターンね」

　当時はそれなりに流行はやっていたのだ。めっちゃ剣の腕が立つ女の子が、悪い奴らをぶった斬っていく痛快アクション。

「わたしの武器はこの刀なんだけど、普通に持ち歩いてると職質されたりして面倒だからさ。その漫画の主人公のコスプレってことにして、ごまかしてるの」

　限夏は呆あきれたような表情で「逆に目立って職質されそうだけどな」と言った。

《伴ばんちゃん、限夏。後続組も突入準備完了した。光みつ愛め＆愛あい果かに加えて、サポート部隊もベテラン揃ぞろいだ。まずは先に伴ちゃんと限夏が突入して探査線を展開、琴こと崎ざきがいなそうだったら愛果たちもすぐに突入する。カウントダウン始めるよ。限夏はマスク被って》

　限夏が指示通りガスマスクを被る。いつも通り全身の服装は白黒で固めているが、マスクは会社からの支給なので色つき。限夏の白黒の服装と合わさると、モスグリーンの落ち着いた色ですら鮮やかに見える。

《三──二──一──ＧＯ！》

　わたしと限夏は同時に地面を蹴けった。廃ホテルのエントランスはセメントで固められており、使えない。従業員用の通用口に回り込んで裏動線から侵入する段取りになっている。

「〝抜刀〟」

　裏口に回り込むとわたしはすぐさま光刃武装を発動させた。赤い光が一筋の刃やいばの形を成す。腰に差した生身の日本刀も取り出し二刀流の構え。

「わたしが先行するね」

　わたしは光の剣と日本刀を横よこ薙なぎに振るった。返す刀で縦に一いつ閃せん。がこんと音を立て、おあつらえ向きの〝ロ〟の字形の入り口が出来上がる。穴をくぐるとそこに若い男の子が二人。見張り番だろうか。

《末端の雑ざ魚こは全員返殺キルバツクしてしまっていい。頭を捕らえよう》と遊あす馬まくん。

《二人とも偽生者ワナビーだ。斬れ》と限夏。

　わたしは二人の指示を聞き取るのとほぼ同時に大きく踏み込むと、脱力しきった右手で撫なでるように男の子たちを斬った。言葉を発する暇もなくその胴体が綺き麗れいに上下真っ二つになり、ぼとりと床に落ちた。肉の焦げる臭いが立ちこめ、思わず顔をしかめる。男の子たちはすぐにきらきらとした粒子へと変わって霧散していく。

「ガンガン行こう」

　わたしは消えかけの死体を飛び越えるとぐいぐいと先に進んだ。すぐに、かつてはエントランスホールであったと思われる空間に突き当たった。

　いくつかソファとテーブルが置かれており、そこで数人の男女が談笑しているのが目に入る。わたしは手で限夏をストップさせると、フロント台の陰に伏せた。

《わたしたちに気づいてないっぽいね。限夏、あいつら全員偽生者？》

《全員偽生者だ。末端だろうな。遊馬さん、探査の進しん捗ちよくは？》

《全フロアに展開完了。地下には誰もいない。二階から七階まで、各フロアに数名ずつばらけてるみたいだ。声紋・体紋ともに琴崎のものと思われる反応はない。咲さく間まのものも同様に反応なし》

《よし、後続組を入れてくれ。俺らも仕掛ける。行くぞ伴》

　そう言うと、限夏はマスクを外し、フロントの陰から飛び出した。すぐにわたしも追随する。くつろいでいた男女の顔が一気に強張る。男三人、女二人。年齢層はバラバラだ。

「お前ら、偽生者だろ」

　限夏の声とともに轟ごう音おんが三連続。男三人の胸にどでかい穴が空く。女二人はバラバラの方向に散開したが、すぐに限夏が丁寧な銃撃で仕留めた。あっという間に全滅。

「……対銃装備は無いようだな」

　どこか安心したような声音。だんだん分かってきたけど、この子、意外と感情が分かりやすいタイプかもしれない。

《一階にはもう反応はない。上階に進んでくれ。階段は西・東・裏動線の三箇所すべてに、倫護士ライフセーバーを配置してる。取り逃がす心配は要らない。安心して頭を探し出してくれ》

　遊馬くんの誘導に従って二階に駆け上がると、聞き覚えのある獰どう猛もうな唸うなり声が聞こえてきた。かと思うと、全身に響くような破壊音とともに、壁を破って人影が侵入してきた。

「おっしゃ、久々に暴れ放題案件だ。派手に行こうぜ、伴」

「愛果ちゃん、埃ほこりと瓦が礫れきがきつい……」

　愛果と光愛の突入──階段など使わず、外から直接跳躍して侵入するスタイル。無茶苦茶なダイナミックエントリー。

《遊馬くん、愛果・光愛ペアと合流したよ。二階の熱源反応は？》

《数名いたみたいだけど──たった今、東側にいた連中が階段から逃走しようとしてるところを清水しみず君のチームが押さえてくれた。残りの連中はみんな上に逃げてる》

《清水さん、ナイスです》光愛の朗ほがらかな称賛。

《紗さ束つかちゃんの仇かたきと、手ぇ組んでる奴らなんだろう？　そりゃ気合いも入るさ》

　清水さんのはきはきとした返答。現場からの紗束への信頼度、紗束の人望の厚さを垣かい間ま見みて、涙るい腺せんが熱くなりかける。いやいや、こんなところで目を曇らせるわけにはいかない。

　三階と四階にも熱源反応はない。わたしを先頭に、わたしたちは一気に五階へと上がった。

「なんか、すごい目がしぱしぱする……」

　階段を駆け上がって五階に到達するやいなや、光愛がそんなことを呟つぶやいた。確かに、なんだか空気が乾燥している感じがする。

《遊馬さん、湿度は？》限夏の問いかけ。

《ちょっとまって、今表示を──》

　その時、わたしは視界の端に茶色の影を捉とらえた。限夏側から動く、薄い何か。

「限夏あぶない！」

　反射的に限夏とその影の間に身体を割って入れる。次の瞬間わたしの左腕に、カピカピにしなびた何かが触れた。

　それは、人間のミイラのようななりをしていた。その骸がい骨こつのような頭部に〈ＭＯＩＳＴＵＲＥ〉と鈍にび色の刻印が見えた。〈水分〉を喪失ミスした偽生者。

「うるおい、貰もらう」

　ミイラの口から弱々しくかすれた声が漏れる。同時に、わたしの左腕がミイラに触れられた箇所から冗談みたいに皺しわくちゃになり、質量を失っていく。わたしは腕を振ってどうにか引き剝はがした。

「お前、偽生者だな」

　限夏がミイラに向けて発砲するが、ミイラの身体が薄すぎて上手く当たらない。紙に向けて撃っているかのようにひらひらと躱かわされる。

　わたしは光刃で自分の腕を斬り落とした。みずみずしい元通りの腕が再生する。さてこのミイラをどうしたものか、と思案していると、遊馬くんが吠ほえた。

《愛果、光愛！　後ろに誰かいる！》

　光愛と愛果が振り向く。思わずわたしも振り向くと、大振りのナイフを手にした男が一人。顔を覆い隠すほどの長髪が不気味だった。

「新手だな」

　愛果が軽く拳こぶしを突き出した。それだけで大抵の人間は肉体が崩壊するジャブ。

　しかし、男の身体がぐにゃりとありえない角度に曲がり、愛果の拳は空振りに終わった。男の髪が捲めくれ上がり、その頰に薄香色カメオベージユで刻まれた〈ＪＯＩＮＴ〉の刻印が露わになる。〈関節〉を喪失した偽生者。

　男は身体を曲げたまま腕をにゅるりと伸ばした。男が指を巻き付けるように握ったナイフが愛果の腕を撫でた。裂傷が走る。そのままうねるようにして愛果の腕のリーチ外に後退する。

「光愛！」

　愛果が馬鹿でかい声で叫ぶと同時に、光愛が愛果の腕に乗った。霧きり島しま光愛──元は芸人一家の子供。軽業を始めとした芸の数々が愛果と相性良すぎたので、弱冠二十二歳ながら愛果の監督官に任命された。

　光愛は愛果の手首上で逆立ちし愛果はそのまま腕を振るった。光愛の身長分のリーチを獲得した一撃が男に炸さく裂れつする。鞭むちのようにしなる光愛の足。

　相変わらず息ぴったりなコンビネーション。惚ほれ惚れする。心配は要らなそう。わたしは自分の敵に目線を戻した。

　同時に、轟音が響いた。限夏がミイラを踏みつけて床に固定し、弾丸を命中させたのだ。白い輝きとともに霧散するミイラ。

「さっすが」

「残り少ない。そろそろ頭が出てくる頃──」

　限夏の言葉を聞き終えるより先に、金きん木もく犀せいのような芳香がわたしの鼻孔をくすぐった。あまりに突然すぎて、わたしは自分の口元に布を押し当てられていることに気づくまでに数瞬を要した。

　振りほどきながら後ろを見やると、背の低い禿とく頭とうの男が一人、にやりと笑って佇ちよ立りつしていた。手には金木犀の香りを漂わせる布。男の頭頂部あたりに、薄色の文字で〈ＰＲＥＳＥＮＣＥ〉の刻印──〈存在感〉を喪失した偽生者。

　──これは、咲間に嗅かがされたのと同じ、瞬眠薬ドリームシアター。

　甘い香りと強烈な眠気。わたしは視界がブラックアウトしてゆく中で、最もこの場面に適している行動として、相棒の名前を呼んだ。

「限夏！」
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　スイッチが切れたかのように倒れ込む伴を見ながら、その口から自分の名前が呼ばれるのを聞きながら、愛果に啖たん呵かを切ったシーンが脳内で勝手に再生されていた。

　──次は撃てる。

　──結構な宣言だが、言うだけなら誰だって出来る。

　自分の発した言葉と目の前で白目を剝むいている伴の姿を改めて飲み込むと、最も思い出したくない記憶が俺の脳を浸食してくる。赤い血。大切な人の赤い血。白黒の世界を浸食していく赤い血。モノクロのテーブルを、椅子を、フローリングを、俺の腕を、俺の頰を伝う赤い血。

　その記憶を全て無視して、俺は銃を構え、

「起きろ、伴」

　引き金を引いた。

　放たれた銃弾は正確に伴の脳天を通過し、破裂させた。頭の中身が一面にぶちまけられる。視界に一気に色が広がる。吐き気と目め眩まいをこらえて、禿とく頭とうの男に向けて同じように撃った。男はあっけなく胸部を撃ち抜かれ、光の粒子となって消える。

「撃てた……」

　思わずそう漏らしてしまう。慌てて口をつぐむと、ちょうど伴の頭部が再生し終えたところだった。

　伴を撃てたことに気を取られすぎて、俺は背後から突撃してくる存在への反応が遅れていた。

「限夏、後ろ！」復活したての伴の叫び。

　俺は振り返りざまに銃を構えた。突進してきたのはまだ小学生ほどの少年。目の下に小さな水色の刻印──〈ＦＥＡＲ〉。その顔には一切の怯おびえも不安も見当たらない。〈恐怖〉を喪失した偽生者。

　俺はためらわず、その頭部に弾丸をたたき込んだ。弾ける脳のう漿しよう。少年は一瞬で光の粒子と化して消えた。

　その脳漿と血煙の向こうから、一人の女が絶叫しながら突撃してくるのが見えた。右手には白く光る出刃包丁が握られている。俺は極めて冷静に銃を構え──そのまま動けなかった。

　女とその手に握られた刃が、明確な殺意とともに俺に迫る。だが、俺は銃口を向けることができなかった。

「なに突っ立ってるの限夏！」

　伴が立ち上がりざまに俺の前に飛び出し、女へと体当たりをかました。四十キロにも満たないであろう小柄な体たい軀くでも、全体重をぶつければそれなりの衝撃になる。女はそのまま壁に激突し、気力を失ったように頽くずおれた。目は開いているし、意識もはっきりしているように見えるが、動く気配はない。

　包丁は伴の腕に深々と突き刺さっていた。伴が刺さった包丁をあらっぽく抜いて床に落とす。

「なんだお前ら、いいコンビじゃねーか」

　愛果が一部始終を総括するようにそうコメントした。

「ナイスバディです」光愛も頷うなずく。

　そんなコメントなど意に介さず、伴がつかつかと俺のもとへと歩み寄ってきた。

「限夏、何で撃たなかったの？」

　伴はそう言って責めるような視線を寄越した。だが、俺はその視線に不快感は覚えなかった。むしろ、心地よいとすら感じた──まるで、「あなたが死んだら困る」とでも言うかのような目つきと声音だったから。

　今まで覚えたことのない承認の感覚に戸惑いながら無言でいると、やがて伴は自分で納得したようにぽんと手を叩たたいて、

「ああ、この女で最後？　生け捕りにしないと尋問できないもんね」

　しかし、俺は首を横に振り、

「いや、違う」

　女の方に向き直ると、目を見て問い質ただした。

「お前──偽生者じゃないな」

　その女の姿は、全身モノクロで俺の目に映っていた。生者であることの証左。

　女に抵抗する気力は無いようだった。俺と光愛で拘束し、護送車へと運んだ。




〝無常の風〟の根城にいた、生者の女。戸籍情報との照会の結果、立たち花ばなという名が判明した。

　ＧＬＩＬの四階、最奥にある「尋問室」にて、立花は軽く腕を拘束された状態で部屋の中央に座っていた。

「では、尋問を開始するね」

　尋問室には遊馬と伴と俺の三人のみ。マジックミラー越しに記録係のスタッフと愛果、光愛が控えている。俺と伴の役目は遊馬の護衛。遊馬の役目は尋問者。

「あなたの名前は立花純じゆん、三十二歳。間違っていないですね？」

「ええ」

「緊張なさらずに。別に手荒なまねはしませんよ。私がお相手をすると、皆さん口をそろえてこう言います。真実をありのままに喋しやべるのがあんなに楽だなんて、と」

「前置きも駆け引きも、必要ありません。訊きかれたことには何でも答えます。もう、隠す意味もないから」

　立花は死んだ目のまま、口だけをぱくぱくと動かしていた。それにつられて目の下のくまが形を変える。投げ出された足はふらふらと揺れていた。

　あらゆることをどうでも良いと思っているような、投げやりな態度。確かに、訊けば何でも答えそうな雰囲気ではあった。

「じゃあ、単刀直入に。あなたは〝無常の風〟のリーダーですか？」

「ええ。私が創始者で、リーダーです」

　あっけなく認める立花。遊馬も拍子抜けしたように肩の力を抜いたが、すぐに顔を引き締め直した。

「何故、生者のあなたが〝無常の風〟を立ち上げたのですか？」

「息子が、殺されて、生き返って、偽生者になったんです」

　その時点でだいたいストーリーは読めた。遊馬も同じだったのだろう。黙って立花の言葉を待った。

「生き返った息子を、合法的に抱きしめたい。これは、おかしな願いでしょうか？」

　淡々とした口調に、切実さが垣かい間ま見みえた。俺が一歩踏み出しそうになったのを、遊馬が目で制した。穏やかな顔を崩さず、立花に向き直る。

「心中お察しします。失ったはずの息子さんが、生き返った。再び会えたことを喜ぶ気持ちを咎とがめることは、私達にはできません。生き返った息子さんを、そのまま生かしておきたい。その願いにおかしなところは全くありません。極めて一般的な感情だと思います。

　ただ私達は、死者は生き返らないという世界を選択した。その選択が、現行の法律や社会システムに込められている。生き返った息子さんの存在も、それを抱きしめるというあなたの行為も、非合法です」

「その選択とやらを変えたいと思って、私は組織を立ち上げました」

　スムーズに自分語りへと移行する流れ。遊馬の誘導に、俺は素直に感心した。

「その目的は、果たせましたか？」

「正直、私達が何をしても社会は一切変わりませんでした。こそこそと演説を配信しても、人権派の議員に訴えても、時に暴力を用いて主張を通そうとしても……結局、偽生者は死に直すべきだという考え方は、変わる気配すら一切なかった。それはもう、笑っちゃうくらいに。だって子供の頃からずーっと刷り込まれてますものね……〝偽生者は生きてちゃ駄目〟って」

「そうですね」こちらからは話題を出さず、ひたすら相手に喋らせる姿勢の遊馬。

「でも、そんな私達を変えてくれる人物が現れたんです」

　俺と伴の目の色が変わる。欲しいものがすぐそこまで近づいてきた感覚。遊馬だって同じだろうが、立花の手前、そんな気配は一切表に出していない。

「協力者、ということですね。その人物は、何を提供してくれた？」

「全てです」

　立花はそこで一度言葉を切ると、

「私達に足りなかった、人の目を惹ひきつける魅力と、なぜか耳を傾けてしまう引力を持った声。明確な目標とビジョン、そこに向かう強きよう靱じんな意志。そしてそれを達成する、具体的な手段」

「目標、とは」

「この世界の偽生者と生者の人口比を逆転させること──彼は〝生命革命〟と呼んでいました」

　尋問室内に一瞬、濃い沈黙が降りた。伴が尻しり餅もちをつく音だけが響いた。

「生命革命……」

　反はん芻すうするように伴が独りごちた。声が震えている。

　俺は市長イベントでの琴崎の演説を思い出していた。

〝もしこの程度の要求が承認されないっていうなら──起こしちゃうよ、革命〟

　立花は堰せきを切ったように勢いづいて語り始めた。

「彼は完かん璧ぺきな指導者でした。ままごとみたいなテロルやアジテーションを繰り返す私達の前に現れ、偽生者に生きる資格があるということと、それを啓けい蒙もうする方法論を切々と説いてくれました。

　一度死んだ人間が生き返る、素晴らしいことじゃないか。偽生者こそが新しい生命の形だ。むざむざ殺される必要はない、世界を変えよう、偽生者という生命の形をスタンダードにしよう──

　彼の言葉は、希望そのものでした。息子がまた胸を張って生きていける世界を、彼は約束してくれました」

　俺はただただ立花の言葉に耳を傾けることしかできなかった。

「……それで、その彼は、あなたたち〝無常の風〟に、その手段を与えてくれた？」

「確実に偽生者の人口を増やす方法がある、と。実践つきで示してくれました」

　遊馬が訝いぶかしげな表情になる。

「……それは、どのような方法ですか？」

「琴崎という偽生者の喪失ミツシングが、それを可能にしました」

　ここで琴崎の登場。俺は息を吸うのも忘れて、耳を傾けた。

「彼女の〝不健康〟な身体──そこから作り出した薬品を投与すると、生者は確実に死に至り、そして必ず蘇そ生せいします。彼はその薬品を〝偽生薬イルメジ〟と呼んでいました」

「その偽生薬とやらで死亡した人間は、百パーセント偽生者になる、と？」

「そうです。実際に目の前で見せてもらいました。何人かの生者に、その偽生薬を投与してもらったんです。偽生薬を投与された者は五人中五人が蘇生し、偽生者となりました」

　遊馬が険しい顔で、

「他殺された人間が偽生者として蘇よみがえる確率は、通説では二割以下と言われている……その偽生薬とやら、にわかには信じがたいですね。例えば、あなたが騙だまされているという可能性はありませんか？　実はその五人は最初から偽生者だったとか、あるいは偽生者になったと見せかけて、実はそう偽装していただけだった、とか」

「ありえません」

「断言できる根拠は？」

「ミイラが、いたでしょう？」

　すぐに、ホテルで襲いかかってきた、〈水分〉を喪失した偽生者の姿に思い当たる。

「あれは、私の夫です。最愛の。偽生薬の真偽を確かめるために、自ら投与したんです」

「……」

「偽生薬を与えられたとき、夫は確実に生きていました。そして、薬によって確実に死に至っていたし、その後確実に蘇っていた。あんな干物みたいな姿になっても生きていたのは、あれが〈水分〉を喪失した結果だからです。刻印だってあった。間違いなく偽生薬は本物だと分かりました」

「何故、自ら望んで偽生薬を？　得体の知れない人間の作った薬を、どうして飲む気に？」

「息子と同じ存在になりたいという思いは、私にも夫にもありました。ただ私と夫、どちらかは生者として生きたままでいた方が動きやすいだろうということで、話し合いの末、夫が偽生者になることにしたのです」

　あまりに凄せい絶ぜつな話。そこで俺は思いついた疑問を口にした。

「偽生薬を偽生者に投与したらどうなる？」

「少し体調が悪くなったりする人もいますが、基本的には無害です」

　立花は淡々と続けた。

「彼は言っていました。これこそが偽生者の国を作る、魔法の薬だと。偽生薬は血管への注射・カプセルによる飲用などで効果を発揮しますが、広範囲に散布することで、生物兵器のように運用することも可能と言っていました」

　生者に与えれば死亡し蘇生する。偽生者に与えても死には至らない。結果、生者を減らし、偽生者を増やす。そんな薬が、広範囲に散布されたら。

　絶対に許されない薬。俺は自分の歯が軋きしむ音にしばらく気づかなかった。

　そこで、初めて伴が口を挟んだ。

「ごめん、遊馬くん。ずっと我慢してたけど流石に限界、訊かせてもらうよ。立花さん、その彼っていうのは……一体誰なの」

「彼は、私の息子と同じくらいの年齢でした。いや、正確にはおなじくらいの年齢に見える男の人、でしょうか。何しろ、〈年齢〉を喪失して、子供になったり老人になったり、その日の体調や気分によって変わると言っていたので」

　伴の目の色が変わる。

「名前は、友達の景色と書いて──友とも景かげ、でした」
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　噓だ噓だ。

　そんなはずがない。

　あいつが、生きてるはずがない。




　わたしの脳内をＮＯの文字がぐるぐる回る。二年前、脱走した時の一挙手一投足を思い起こし、何かミスがなかったかを検算するように反芻する。愛果と二人で逃げ出した、地獄みたいな研究所。

「──着け」

　遠くで人の声が聞こえた。水の中で聞こえる声みたいに、一枚膜を隔てて聞こえるようだった。

「──落ち着け、伴ちゃん！」

　遊馬くんの怒鳴り声と、限夏の呆あつ気けにとられたような表情がわたしに現実感を取り戻させてくれた。

「事実確認が先だ。取り乱すな」

　上司の端的な命令を聞いて少しずつ思考の焦点が定まっていく。

「彼女の言う友景と、君の思い浮かべている友景が同一の存在なのか確認すべきだ。別人が名前だけ使っている可能性だってある」

「〝他者と同じ喪失は存在しない〟──偽生者の基本法則だよね。友景の喪失は〈年齢〉だった。年齢がころころ変わるのも、それでいて十歳くらいの姿を好んで使うところも、わたしの知っている友景そのものだよ」

「ああ、間違いねえな。だが気になるのはもう一つ、別の法則だ」

　気がつけば、苦い顔をした愛果が光愛とともに尋問室の中に入ってきていた。

「〝偽生者が再度、蘇生することはない〟──あたしと伴が脱走した二年前、伴はきっちり友景を斬った。友景は確実に死んでたはずだ」

「さあ、そこまでは私の関知するところじゃないので」

　生気を失った顔の女は、どうでもいいことのようにそう言った。

「可能性はいくらでもある。友景が本人だったという想定で動こう。立花さん、友景や琴崎は、どこにいる？」

　遊馬くんの冷静沈着具合が、わたしと遊馬くんの立場の違いを示していた。

　遊馬くんは、友景がわたしにしたことを知らない。だからそんなに冷静でいられるんだ。

　立花は相変わらず投げやりなトーンで答えた。

「古巣をそのまま使ってると言っていました。かつての研究所、と」
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「場所は分かっているんだろう？　今すぐにそこに行って、友景刹せつ那なと琴崎、その仲間たちを返殺するべきだ」

　俺は全員を見渡しながら、そう主張した。

　ビルの七階、最奥の執務室。遊馬専用の部屋だ。部屋にいるのは俺と伴、光愛と愛果、そして遊馬の五人。

「正直、光愛もよく分かってないんですけど、友景刹那って人は、いったい何者なんですか？　さっきの話だと〈年齢〉を喪失した偽生者みたいだけど……愛果ちゃんが前捕まってた研究所の人なんだよね？」

　光愛の問いかけに、愛果が頷うなずいた。

「あんまし陳腐な表現はしたくねーが……相当マッドな科学者だ。それでいてガキの見た目してるから気持ち悪いんだ。あたしや伴を被験体にして散々えげつねえ実験をしまくりやがった、最悪の男だよ。ともあれ、立花の言ってたのはほぼ間違いなく友景のことだろう。〝生命革命〟とやらの話も、よく友景が語ってた内容に合致する。それをネタにして、〝無常の風〟の偽生者どもを唆してる姿も簡単に想像できるな」

「友景研究所ってのは、どこにある？」

「隣県の山奥だ。こっから車で四時間ってところだな。取り潰つぶしになった大学の跡地を使ってる」

「行こう。一刻も早く。遊馬さん、段取りお願いします」

　俺がそう言うのとほぼ同時に、伴が手を挙げて、

「わたしは行けない」

「おい、伴」

　伴の形相は明らかに異常だった。いつもの余裕のある笑みや和やかさみたいなものが、全く消えてしまっている。

「無理だよ。友景が生きてるなんて思わなかった。わたしのことをきっと探してる。琴崎の動画をここに送りつけてきたのだって、アクアガーデンに誘導して咲間と柊とう也やが待ち伏せしてたのだって、わたしを連れ戻すための計略だったんだ」

　今まで見てきた伴とは違う、明らかに憔しよう悴すいした様子が、俺には痛々しく映った。

「何でそう思うんだい、伴ちゃん」

　遊馬の問いに対し、即答で、

「柊也はわたしが怺生者リハビーだってことを知ってた」

「あれは状況からそう判断した上で、いかにも元から知っていました、という風に見せるテクニックだろう。伴ちゃんが怺生者だってことを知るすべは、奴らには無いよ」

「違う……違う。柊也たちは明らかにわたしを狙ってきてた。咲間があれだけスムーズに瞬間移動できてたのは、事前にきちんと下準備をしてたからだろうし」

　そこで、伴は自分の身体を抱きしめるようにしながら、

「誰かが──わたしのことを売った？」

　ぎり、と俺は唇を嚙かんだ。

「伴ちゃんの……怺生者の存在は、うちの会社の極秘事項ＴＳだ。社員には口外禁止のコードをかけてあるし、厳重に管理されてる。伴ちゃんがうちにいることを奴らが知るのは不可能だ」遊馬が優しい口調で断言した。しかし、伴は止まらない。

「じゃあ何であいつらはわたしを狙いに来たわけ？　きっと友景は血眼になってわたしを探してる。あいつはそういう奴なんだ。生きてたら絶対、わたしを捕まえて、また罰を与えようとする──」

「いい加減にしろ」

　俺はぐっと立ち上がって、伴の目を見据えた。

「さっきからうだうだと、何をそんなに怯おびえてる？　お前の情報を友景とやらに売って、そいつに何の得がある。判断は冷静にやれ。無駄に士気を下げるだけの当て推量は止めろ。迷惑だ」

　伴の目にはすでに涙が浮かんでいた。しかし無視して続ける。

「友景とやらが恐ろしいなら、きっちりもう一度返殺すればいいだけの話だ。そのためには友景のことを知ってるお前たちから情報を得なければいけない。ここはそういうブリーフィングの場だ。建設的な話をさせてくれ」

「君には、分かんないよ」

　震える声で、伴が言った。

「どうせ百年足らずで死んじゃう人には、分かんないよ」

「おい伴」

　そこで愛果が口を挟む。椅子に深く腰掛けたまま、なだめるような視線を伴に向けながら、

「それは禁句だ。お前自身に跳ね返ってくるぞ」

　相変わらずのでかい声量でそう言った。

「そうだね、ごめん。でも無理。冷静にはなれない。一人にして」

　そこで、一つの疑念が俺の頭をよぎった。偽生者と生者の割合を逆転させる──生命革命の狙いがそこならば、伴や愛果にとって、悪い話ではないのではないか。

「──お前、まさかとは思うが、何だかんだ理由つけて、奴らの生命革命とやらに乗っかるつもりじゃないだろうな？」

　執務室の時が止まったかのように、静寂が降りた。

「てめえ白黒、マジでぶち殺すぞ」

　静寂を破り捨てるように、愛果が耳を押しつぶす轟ごう音おんで吠ほえた。今にも飛びかかってきそうな形相。

「愛果ちゃん、駄目！」即座に光愛が端末を操作する。愛果の叫び声が途切れ、ばたりと床に倒れた。

「緊急時用の筋きん弛し緩かん剤……使うの久々だね」

　光愛がきり、と俺の方を向いて、

「限夏さん、言ってもいいことと悪いことがありますよ。伴ちゃんも愛果ちゃんも、光愛たちの仲間です」

　しかしそこで伴が立ち上がり、

「いや、いいよ光愛。そうだよね、限夏は偽生者の存在が、許せないんだよね。やっぱ親でも殺された？　まあ、それならそれでもいいけどさ」

　伴の目から、すっ、と涙が筋を作って流れた。

「わたしがどれだけ人類のことを守りたいかなんて、君には分かんないでしょ。めちゃくちゃ守りたいよ、人類。生命革命なんて、要は名前だけかっこつけた大量殺人でしょ。絶対許さないよ。だって、人類がこの世界から消えたら、わたし……永遠にひとりぼっちになっちゃうから」

　そう言い残すと、伴は執務室を出て行った。




　愛果が起き上がったのは数分後だった。起き上がりざまに俺を睨にらみながら、

「伴は？」

「今は自分の部屋にいるみたいだね」遊馬の穏やかな返答。

　伴の位置は、ＧＰＳによって監督官の俺と、その上司の遊馬には把握できるようになっている。

「愛果、すまなかった」

　俺は開口一番、頭を下げながらそう言った。話を前に進める上で、そうするのがベストだと判断したからだ。

「俺の発言が軽率だったことは謝る。だが、結局のところ、友景って奴を伴があそこまで恐れる理由が分からないと、納得はできない。教えてくれないか、お前たちが奴の研究所にいた頃のこと」

「僕からも頼むよ。今まで深くは訊きかずにきたけど……敵の情報は最大限集めとかないといけない。伴ちゃんのことだって、もっと知っておきたい。正直、社内に裏切り者がいる可能性を示唆されたのは、上官としてなかなかショックだったし」

　遊馬の援護射撃。伴の裏切り者発言には実際ショックを受けているようで、その声は若干強張っていた。

「光愛も、愛果ちゃんの昔の話、聴きたいです」

　純粋にそう思っていることが分かる無む垢くな目で、光愛のダメ押し。

　愛果は送風機ほどのため息をつくと、

「分かった。ただし伴に確認を取る」
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《一応了承取っとこうと思ってな……話すぞ、伴。昔のこと》

「いいよ、別に」

　わたしは部屋でひとり、ベッドの上でタオルケットにくるまって横になっていた。部屋の光量を最大にし、十年代ヒットソングのプレイリストを大音量で再生し、最悪の気分を紛らわしていた。

　二百年分の記憶の中で今でも残っているのは、良い方でも悪い方でも、とにかく強烈な出来事のものばかりだ。ささやかな、美味おいしかったご飯のことみたいな日常の記憶は、面白いくらい呆あつ気けなく、忘却の海へとこぼれていく。

　昔のことを考えるとどうしても思い出してしまう──二百年間の人生の中で、最悪の時期のこと。友景が生きているという情報のせいで、より一層嫌悪感が強まる。意識しないように、思い出さないようにと念じるほどに意識し、思い出してしまう。

　そんな、こびりついた記憶から目を逸らすために、わたしはステレオのボリュームを上げた。

　それでも、記憶が蘇よみがえってくる。友景とともに過ごした日々の記憶が。
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　十九世紀の後半、江戸時代末期。十五歳で殺され、生き返り、偽生者ワナビーとなったわたしは、世界の片隅で隠れるようにして生活をしていた。年を取らず、傷がついてもすぐに治る、たとえ死んでもすぐ生き返る……そんなこの身体のことがバレたらまずいということは直感的に分かっていた。

　いかにして不老不死を隠すか、それが蘇そ生せい後のわたしの命題だった。家族も全員殺されていたが、蘇生したのはわたし一人。一人っきりで生きていかなければならなかった。

　十五歳の女という見た目にはデメリットしか無かった。野宿をしようとしても、いつ襲われるかと思うと恐怖で眠れなかったし、食い扶持もなく常に一文無し、食べ物を手に入れる手段すらなかった。幸いにも絶命すると眠気も食欲も消えたため、眠くなるか腹が減ると、心臓を刺して死ぬという毎日を送っていた。

　一所に住み続ければ、わたしの容姿の変わらなさを訝いぶかしむ人間が出てくる。わたしは一箇所にとどまる期間を最長三年と定め、二年を目安に住み処かを移していた。

　そんな日々が百年以上続いた。




　住み処を転々と変える生活に疲れて、かつて長く住んでいた地である博多へと戻ってきた頃、わたしは友とも景かげと出会った。




　当時、偽生者という言葉の認知率が九十六パーセントに達した頃、世間では〝偽生者狩り〟が空前のブームだった。往年のオヤジ狩りやホームレス狩りとは違い、偽生者狩りはどちらかというと正義の行い的な受け取られ方をしていた。

　何しろ幼い頃から「偽生者は生命倫理を壊す」「偽生者は生きていてはならない存在」「偽生者を見たら即通報」という教育を施されているのだ、私刑に反対する者が少しはいたものの、大多数は「ま、どうせ一回死んでる奴らだしね」というのが共通認識だった。

　わたしからしたら迷惑この上ない話だったが、とはいえ刀さえあれば余裕でねじ伏せられたので、そこまで恐れてはいなかった。偽生者狩りをする連中は、身体のどこかにある刻印を目印にして判別していたのだろうが、わたしの刻印は舌なので比較的隠しやすかったというのもある。

　ある日、量販店でパクった安物のセーラー服を着て那な珂か川がわの河川敷ロードを歩いていたとき。わたしは偽生者狩りの連中が女の偽生者を襲っているところに遭遇した。

　中なか洲すのど真ん中を流れる那珂川の周囲には、当時再開発中で人目を避けるのに丁度良い暗がりがたくさんあった。その暗がりの一つ、天てん満まん橋ばしの下の工事現場で、男たちの嫌な声が聞こえてきたのだ。

「有り金全部出せ。拒否権は無しね。偽生者なんだから」

「んっ、よく見たらあんたなかなかかわいいじゃん、ちょっと遊ぼうよ」

「一応警けい邏らドローンだけは気をつけとけよ」

　その時、わたしがそこに割って入ったのは気まぐれだったと思う。偽生者相手に犯罪行為を働く奴らへの敵てき愾がい心しんや、こんな奴らに乱暴される女の人への同情、そういったものが原動力となって、わたしはアスファルトを踏みながらその工事現場へと入っていった。

「ん？　お嬢ちゃんこんなところで何してるの？　子供は来ちゃ駄目だよ」

　見張り役なのか、一人離れた場所に突っ立っていた大柄の男がわたしに声をかけてくる。残りの男たちは四人がかりで、偽生者の女性一人を囲んでいた。苛いら立だちが加速し、わたしはアスファルトを蹴けって一気に見張り役の男へと肉薄した。即座に鞘さやから刀を抜き放ち、男の首が胴体から離れる。

「かっちゃん！　く、首が！」

　残りの四人のうち一人がわたしに気づき、のそのそと近寄ってくる。わたしは相手の動きの緩慢さを笑うように、滑らかに刃を走らせた。断末魔の叫びとともに男が倒れる。そこで残りの男たちも異常に気づいたようだった。

「う、うわああああああ」

　本当にそんな間抜けな叫び方するんだなーなどと思いながら、ほいほいほいとテンポよく首を斬る。全員の首が胴体から分かたれるまで、二十秒とかからなかった。

　最後の男の首を斬り終えると、わたしは被害者の女性に向けて「もう大丈夫」と言ってあげた。

「あ、ありがとう。本当に、ありがとう……彼らのこと、殺しちゃったの？」

「過剰防衛かもしれないけど……別にいいでしょ。どうせ百年足らずで死ぬんだし」

　そう言ってわたしは血を拭ふき取り、刀を鞘に納めた。

「目、見えてないんだ？」

　女性の首筋には蘇芳色ダフニの文字で〈ＳＩＧＨＴ〉の刻印があった。〈視覚〉を喪失ミスした偽生者。

「ええ、生き返ったときに、〈視覚〉を喪失しちゃって……あの、すみません、お名前を教えてくれませんか？」

「名乗るほどの者ではござらん」適当に返す。

「そう、ですか。あの、私、宮みや本もとストロガノフって言うんですけど」

　すごい名前が飛び出してきた。

「漫画を描いてるんです。あなたを登場させてもいい？」

　さらにすごい提案が飛び出してきた。なるほど、宮本ストロガノフはペンネームか何かか。めっちゃ語ご呂ろ悪いな。

「あなた、セーラー服を着てるでしょう？　似合っていて、可愛い感じがする。それに、刀を持ってて、すごく強い。だけど見た目は子供、十五歳くらい。めちゃくちゃ良い話が描けそうなの。あなたを描かせてくれない？」

　わたしは素直に驚嘆した。宮本ストロガノフの目は閉ざされていて、見えていないのは明らかだった。

「見えてないのに、分かるの？」

「〈視覚〉を喪失してから、それ以外の感覚が冴さえちゃって。色の匂いとか、刀の音とか、分かるようになったんだ。波長が合うからなのか分からないけど、特に偽生者の子の姿は完かん璧ぺきにイメージできるくらい、知覚できるんだ。漫画だって全然描ける」

　一遍死ぬのも、悪くないかもね、とストロガノフは笑った。眩まぶしい笑顔。強盗に遭った後にそんな笑顔が出来る彼女を、わたしは羨うらやましく思った。

「この恩は、必ず返すよ。あなたのお話、ちゃんと描くから。あ、でもセーラー服は赤色にしようかな。そっちの方が似合いそうだし、映えそう。漫画が出来上がったら、また会おうね」

　ま、わたしは転々としてるし、もう会うことはないと思うよ、と言うと、ストロガノフは笑いながら、「もし私が無理でも、私の子孫代々にあなたへの恩を継がせるから」と言った。

　それから、少しだけおしゃべりをした後、宮本ストロガノフを見送った。彼女の後ろ姿が見えなくなると、わたしはその場に腰掛けて「さて今日はどこで寝るかな」とのんびり思案していた。

　その時。

　いきなり背後から首根っこを摑つかまれ、地面に押し倒された。強烈な敵意が、握りしめられた首元から伝わってくる。焦りと圧迫のせいで呼吸が出来ない。心臓が早鐘を打つ。

「まさか……生き返ったの」

　敵意の主は、最初に殺した見張り役の男だった。切り離したはずの頭部もしっかりと胴体の上に鎮座している。その顎あごに〈ＨＡＩＲ〉の刻印。確かに髪が無くなっており、むき出しになった頭皮が不気味さを醸し出している。

「よくもまあ、ひでえことしてくれたな。ぜってえ許さねえ。マジで許さねえからな」

　頭悪そうな喋しやべり方だが、この場において重要なのは頭の良さよりも位置関係だった。九十キロか、下手すると百キロはありそうな重みがわたしを押さえつける。

「ただじゃ済まさねえ。別に俺はガキは好きじゃねえが……犯して殺す」

　そこでわたしの中の警戒メーターが一気に振り切れた。犯すという宣言がわたしの全身の鳥肌を総立ちにさせる。自分でもびっくりするくらいの膂りよ力りよくを発揮して男の下から這はい出ようともがいた。

「暴れんなボケ」

　全力の抵抗もむなしく、男の拳こぶしが、わたしの顎をアスファルトに叩たたきつけた。あまりの衝撃に顎が割れる。すぐに再生するが、わたしの恐怖は加速度的に膨れ上がった。わたしが約二百年恐れ続けていたこと──強姦。いや、強姦にしろ和姦にしろ、性行為だけは避けたかった。

　何故なら──万が一わたしに子供が出来て、万が一この不老不死を遺伝させてしまったらいけないから。偽生者が生殖を行えたという事例は聞いたことが無いが、可能性はゼロではない。こんな辛い思いをする人間を増やす可能性が少しでもあるなら、わたしはそれを避けるために全力を尽くさなければならない。

　どうにか男の下から這い出ようともがくわたしの身体に、突如電流が走った。体中が痙けい攣れんし、ああああという叫び声が自分の意志とは無関係に口から放たれる。意識が吹っ飛んだ。

　そして即座に目が覚めた。身体の痺しびれはない。一度絶命して生き返ったのか。

　今の電撃は、男によるものなのか？　しかしわたしはそこで、自分にかけられていた重みが消えていることに気がつき、身体を起こした。

「すごい、生きてる。いや、生き返ってる」

　その澄んだボーイソプラノの声で、わたしは隣に一人の少年が座っているのに気づいた。小学生だろうか、柔らかそうな金髪は綺き麗れいなマッシュに切りそろえられており、あどけない顔は美しさを湛たたえていた。ぶかぶかの白衣の袖そでを余らせ、額にはでっかいゴーグルを装着している。

「あ、君を襲ってた奴なら殺したよ、僕のマシンで。君もちょっと痺れちゃったよね、ごめんごめん」

　わたしは警戒を解かず、無言で少年を見つめた。わたしの視線に臆おくすることなく少年はにこりと笑い、

「僕も偽生者なんだ」

　そう言ってあっかんべーをするように左目の下まぶたを人差し指で押さえた。白目の部分に金色の文字で〈ＡＧＥ〉と刻印されている。

「僕の喪失ミツシングは〈年齢〉。君の喪失は……〈死〉？　あはは、そんな怖い顔しないでよ。さっき口が開いてたから見えちゃったんだ。これってやっぱり、不死ってこと？　すごいね、最強の喪失じゃん。人類の夢だね。

　だけど、僕の見立てだと君……ひょっとして、死にたいんじゃない？」

　わたしはわたしの秘密を一気に握られたことで呆あつ気けにとられていた。少年は八重歯を見せて笑いながら、

「僕が、君を殺してあげるよ」

　それが、わたしと友景の出会いだった。
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「僕は友景刹せつ那な。偽生者のことを研究してるんだ。このくらいの年の姿が一番好きだから普段はこの年齢で過ごしてるけど、本当の年は六十歳くらい。死ぬ前、頑張ってこの研究所を手に入れたんだ。ここが僕の城だよ」

　山奥の研究所の一室、所狭しと分厚い紙の本レガシーが並べられた本棚が三面の壁を埋め、真ん中には子供用らしき学習机が一つ。

「わたしは須す崎ざき伴ばん」

　友景の胡う散さん臭くささと怪しさは十分感じ取っていたし、山奥の研究所という響きも怪しさ満点だった。

　それでも、「君を殺してあげるよ」という言葉は、わたしにとって魅力的すぎた。

　死にたい──それが、わたしのたった一つの願いだったから。

　友景は、無邪気さを孕はらんだボーイソプラノで淀よどみなく喋った。

「偽生者の研究はもっとちゃんと進めてしかるべきだと思うんだ。だって、一度死んだ人間が生き返ってるんだよ？　生命の概念が根本から覆ってる。科学なんて所しよ詮せんは経験則の積み重ねでしかないからね。新しい現象が発見されたら、間違ったものは捨ててちゃんと更新していかないといけない」

　友景は部屋を歩きながら、

「そして何より、この喪失ってのもすごく面白い。使いこなせれば、人類の新しい可能性を開く素晴らしい力になり得るんだ。例えば咲さく間まの〈距離〉。さっきここまで送ってくれた女の人のことね。咲間の喪失も、最初は本人すら全然使いこなせてなかったんだ。勝手に瞬間移動して、かと思うと数歩先のトイレに行くのに二時間かかったりして。でも、実験と訓練を重ねることで、目に見える範囲だったり、一度行ったことのある場所だったら、その地点への瞬間移動ができるようにまでなったんだ。今日伴ちゃんとここまで来れたのも、僕と一緒に喪失を研究した成果なんだよ」

　そう、那珂川の河川敷からここまで、わたしと友景は一瞬で移動していた。おそらく百キロ以上離れているだろう。秒速百キロ以上の移動。それは、咲間という女の力だった。紫色の髪が特徴的な、二十歳くらいの見た目の女。咲間に手を繫つながれた途端、いきなりこの部屋に来ていたのだ。

「そ、ボスのおかげで、この喪失のことを理解できた。あんたも、友景さんに頼りーや」

　快活に笑いながら咲間がそう言った。

「まずは君の喪失の特性を理解するところから始めよう。そしてそこから、君の願望を叶かなえるヒントを見いだす。死にたい──素晴らしい願いだ。僕と一緒に絶対叶えよう、伴ちゃん」

　恥ずかしながら、この時わたしは、期待してしまった。この男なら本当にやってくれるのではないか、と。
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「伴ちゃんは特別だからね。幹部扱いだ。ちゃんとお部屋も用意してるよ」

　わたしは五階の個室をあてがわれ、実験があるとき以外はそこで過ごすように言われた。個室を与えられるのはごく一握りの被験体だけで、大多数の被験体は男女別にまとめて一つの部屋に入れられているとのこと。

　友景のお気に入りの偽生者は幹部としてもろもろ優遇されるらしい。今のところは咲間とわたしを含めて五名程度。

　部屋で過ごすのは退屈になるかと思われたが、十二テラバイト分の動画・漫画・小説を詰め込んだビューワーを与えられたため、なんとかやっていけるかな、と思った。漫画なんて読むの久しぶりだったから嬉うれしかった。

　わたしを部屋に案内し終えると、友景は「明日あしたから、実験頑張ろうね」と優しく言って、出て行った。




　翌日。口調と態度こそ優しかったものの、友景の実験は初日からハードだった。

「まずは、君の不死の条件を探していこう。とりあえず、再生の起点がどこなのか。順番に身体を切って、確かめていこうね」

　研究所は地上七階建てで、最上階が友景専用の居住フロア、六階は倉庫で五階から二階までが被験体の偽生者たちの居住スペース、そして広大な地下空間が実験室フロアだった。わたしが最初に呼ばれたのは〝切り部屋〟と呼ばれていた、裁断系実験室だった。

「とりあえず大まかに、頭部・胸部・腹部といこうか」

　そう言うと友景は、チェーンソーのスターターロープを勢いよく引いた。くそやかましい駆動音が狭い室内を埋め尽くし、わたしは手術台のようなベッドの上で露骨に顔をしかめた。

「それで斬るの……？」

　弱々しく訊きいたわたしの声は、駆動音にかき消され、友景には届かなかった。

「行くよ──」

　友景の楽しそうなかけ声とともに、チェーンソーの刃がわたしの首筋に触れた。そこで意識が吹き飛び、すぐに視界が戻ってくる。思わず起き上がると、床にわたしの生首が転がっていた。

「へえ、意外。頭部は再生起点じゃないんだね。しかも、斬り落とされた部位を再度くっつけるんじゃなくて、ゼロから生み出すんだ。大分予想と違うなあ。けど、面白いや。どんどん斬る箇所を下げていくね」

　そう言って友景はわたしを寝かすと、再びチェーンソーを起動して次はわたしの鎖骨辺りに当てた。またすぐに意識が飛ぶ。すぐに生き返るが、わたしが目を開けるともうすでに次なる刃が振り下ろされていた。腹が割かれる感覚とともに視界がブラックアウト。

　こんな短時間に三回も死ぬのは初めてだった。死ぬというアクションは体力を使う。偽生者たちと死んだ瞬間の話をすると「意外と気持ちよかった」か「何も感じなかった」か「覚えていない」、この三つの感想が大半を占める。だが、そんなのは一度しか死んだことのない奴らの戯ざれ言だ。

　死んだ後すぐに蘇よみがえるわたしの場合、一度死ぬだけで精神力が一気に削られる。身体がびっくりするせいでもあるし、死因に抵抗するために体力を消費するという理由もある。生き返るたびに脂汗がにじんでいるし、一日走り回った後のような疲労感と虚脱感が襲ってくる。

　そんな行為をいきなり何十回と体験させられ、わたしは消耗しきってしまった。だから友景が、「だいたい分かったよ、伴ちゃんの再生起点は心臓みたいだ。身体のどこを斬り離しても、心臓がある方を主体として再生が始まる」と嬉き々きとして報告してきたときも、手術台の上でぐったりとしながら「そう……」としか返せなかった。実験室には大量のわたしの血液と肉片が散らかっていた。

　友景は返り血で見事に全身真っ赤に染まっていたが、それを意に介する様子はなく、

「まずは一歩、進んだね」

　そう言いながら、あどけない顔をほころばせていた。

　このときわたしはまだ、友景の本性には気づけてなかった。我ながら鈍感極まりない。




「今日は伴ちゃんを断続的に殺してみるね」

　昨日の実験による精神的な疲労感も拭ぬぐいきれぬまま、次の日の実験が始まった。

「ここは……？」

　わたしが連れてこられたのは〝焼き部屋〟というプレートの下がった実験室だった。昨日の〝切り部屋〟とは違い、本棟から少し離れた地下にある部屋で、焦げ付いた壁と床、漏れ出してくるガスの臭いが既に嫌な予感をかきたててくる。壁に張り巡らされた無数のパイプラインと、四面の壁のうち三面にびっしりと咲いたラッパのような放射口。残りの一面はガラスかなにかの透明な素材で出来ており、そこから中が見通せた。

「じゃ、伴ちゃん。服もったいないし、脱ごうか」

「は？」

「どうせ焼けちゃうし。僕に見られるのが嫌ならバスタオルあげるけど、要る？」

　逆らう理由とかないでしょ？　とでも言わんばかりの、純粋な小首かしげ。有無を言わせない空気が友景にはあった。

「二日目にして、死に方探しの大きな二歩目だよ。頑張ろう」

　そう言われると、わたしは特に反論も思いつかず、仕方なくバスタオルを借りることを条件に、服を脱いだ。友景には反対側を向いてもらったが、そもそも男の隣で服を脱ぐこと自体の緊張感が半端なかった。自分の衣きぬ擦ずれの音にいちいち刺激されてしまい、すでに精神力が大分すり減らされていた。

　バスタオル姿で部屋に入ると、友景が端末を操作して、自らの背面のスクリーンに文字を映し出した。

〝今から連続して四十時間、伴ちゃんを殺しっぱなしにしてみます〟

　わたしはぞっとして思わず友景の顔を見やった。友景がにっこりと無む垢くな笑みを浮かべてレバーのような物をがこんと引いた。

　次の瞬間、わたしの周囲全てが灼しやく熱ねつに埋め尽くされた。

　焼き部屋、なる不穏なネーミングと、この部屋に立ちこめる焦げ臭さである程度想像はついていた。しかしそれでも、壁中のラッパから青い炎が唸うなりながら一気に噴出して視界を埋め尽くしたときは、無様に悲鳴を上げてしまった。一瞬で部屋の酸素が食い尽くされ、意識が落ちる。ブラックアウト。

　どれほどの時が経ったか分からないが、わたしは目を覚ましていた。だが、炎が消えたわけではない。相変わらず炎は部屋を埋め尽くしてわたしの身体をがっつりグリルしている。全身を駆け巡る熱と激痛が、炎の存在を教えてくれる。目は開けられない。開けた瞬間に眼球の水分が蒸発したような感覚になる。ただ熱と痛みと、質量のない何かに撫なで回されている感覚がわたしを蝕むしばんでいた。

　苦痛に対して人間が第一に求めるのは、その苦痛の終了だ。いつ終わるのか、いつこの痛みは途絶えるのか、いつになったらクーラーの効いた室内でのんびりアップルタイザーあたりの爽さわやかで冷たい飲み物が飲めるのか。

　そんなはかない希望をあざ笑うかのようにわたしの苦痛は継続していく。叫びたくなるが、叫ぼうとすると自分の肺の中に一切空気が存在しないことに気づき、ただただ間抜けに大口を開け、炎を口こう腔こう内にお迎えするだけの行為と化す。

　だが次第にわたしは、自分の目が見え始めていることに気がついた。少しずつ、自分の周りを埋め尽くす青の猛炎が目に映り始める。友景は四十時間と言っていたが、いったい今の時点で何時間経過しているのか。もうどうでもよくなり、熱も痛みも無視できる気がした。相変わらず身体はどこもかしこも炎上しているが、次第に意識も定まっていく。

　気がついたらわたしは、立ち上がっていた。一体この部屋の温度が何百度になっているのかは知らない。再生した側からまた燃える。足の感覚なんてとうに消え去っていた──はずだった。

「生き、てる」

　かすれた声が、口からこぼれた気がした。わたしは自分を見おろして、身体が燃えていないことに気がついた。熱と痛みが遠い他人の感覚のように思える。頭に手を当てると、髪すら燃えていない。恐る恐る一歩踏み出すと、わたしの愛すべき足はしっかりと床を踏みしめてわたしの身体を支えてくれた。のそり、のそりとスローモーションのような速度で、わたしは透明な壁へと歩み寄った。壁の向こうの友景が見える。初めて見せる表情──あんぐりと口を開け、呆ぼう然ぜんとなっている。

　わたしは透明な壁を殴った。

「出して」

　かすれてほとんど音の体を成していない叫び。友景は開けっぱなしの口をにやりとゆがめて、何事かを呟つぶやいた。

　口の動きで分かる。奴は「素晴らしい」と言っていた。実にマッドサイエンティスト然とした言葉と表情だ。

　わたしはそこで気力が尽きて、その場に頽くずおれた。しばらくすると再び意識を取り戻し、炎の渦巻く部屋の中で十時間ほど過ごした。体感時間では、千日くらい経ってるように思えた。




「マジで勘弁してくれない？」

　焼き部屋での実験の、翌日の夜中。一晩放心状態で過ごし、どうにかものを言えるレベルまで精神力を取り戻したわたしは、友景に抗議するために最上階へと来ていた。

　窓から注ぐ月光を浴びながら、友景は神妙な顔つきで、

「辛い思いをさせた事は謝るよ。事前の説明が不足してたことも」

　そう詫わびた。その声音は本当に申し訳ないと思っている、心からのものに思えた。

「伴ちゃんを殺すための方法を考えたとき、最初に思いついたのは、再生が追いつかないくらいのスピードで、伴ちゃんを殺すことだったから。今日の実験はどうしても欠かせなかったんだ」

「そりゃ、わたしの殺し方を考えてくれるのはありがたいけど……流石に今日のはトラウマになる」

「分かったよ。ごめんね。次からはちゃんと意図を説明するし、実験内容も確認するし、伴ちゃんの嫌がることは絶対にしない。ただ、僕も本気だからさ。なるべく我慢をお願いすることもあると思う。そこだけは、合意しときたいな。頑張ろうね、死ぬために」

　その一連の言葉の途中で、友景の声が渋く変わった。少年のような声からゆるやかなグラデーションを経て、深みのある温かな男の声に。見ると、友景の姿も四十代くらいの渋い中年男性に変わっていた。

「僕も、生き続ける苦しみには、多少は理解があるつもりだよ」

　声は次第にしわがれていった。友景の見た目も、自分史ムービーの早回しのようにどんどん老いてゆき、白髪をたたえた老人へと変わる。すぐに飽きたように老化は止まり、少年の姿まで若返る。

「不死では無いけど、不老ではある。一度死んでからうん十年、どうにか死なずに生きてきたけど……そうしたのはあくまで〝いつでも死ねる〟って前提ありきだったからね。長く生きるのは、大変だよね」

　このときのことを思い出すと今でも頭を抱えてのたうち回りそうになってしまうが、不覚にもわたしは感動してしまっていた。もちろん完全に同一では無いにしても、不死の悩みに少しでも理解を示してくれる人間は、初めてだったから。

　わたしは「実験、頑張るよ」とだけ言って、その日は眠りについた。体中が燃えて火が消えなくなる夢を見てなかなか眠れなかったが、無理矢理寝た。

　そんな悪夢を見ながらも、この辺までまだわたしは、友景のことをいい奴だと思っていた。
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「今日は凍死で実験しよう」「今日は感電死を試そう」「水死」「炭たん疽そ菌きん、一回試してみたかったんだよね」「経死は？」「おとぎ話でヴァンパイアを殺す時みたいに、心臓に杭くいを打ち込んでみよう」

　友景の要求はぶれなかった。わたしを色々な方法で殺すことに心血を注いでいた。多岐にわたる死因を毎日いくつか試され、わたしは平均して週に千回以上殺されていたと思う。死因はどんどんハードになっていき、気づいたら無酸素無呼吸、飲まず食わずに睡眠もＮＧという状態で三日間を過ごす実験まで敢行されていた。

　それだけなら、まだ過剰な肉体的ストレスというだけで済んだ。死ぬことによる精神の摩耗も、まだ耐えられた。

　問題なのは、どんな死に方を試されてもわたしが問題なく生き返ったこと。

　そして、死に続ける環境に身を置いても、その環境に適応してしまうことだった。

　巨大な水槽に入れられ氷漬けにされると、徐々に体温が上がって氷を解かした。電流を身体に浴びせられ続けると、段々身体が電気を通さないように変化していった。錘おもりとともに水中に放置されると、次第に水中でも呼吸ができるようになっていた。炭疽菌はすぐに無効化した。首をくくった状態で放置されると、少しずつわたしの首が紐ひもを損耗させ、やがて切れてわたしを解放した。心臓に打ち込まれた杭は、時間が経つとともにわたしの身体に拒まれるようにして排出された。

　極めつけに、無酸素状態での放置プレイでは、しばらく意識を失ったもののすぐに回復し、次第に呼吸がなくとも意識を保てるようになっていた。

　人体のエネルギーとなるような酸素も炭素も窒素もリンも一切含まないという、怪しげな乳白色の液体に全身を沈められたときも、わたしはあっさりと適応した。

　わたしは、死なない。

　実験を重ねるごとに、心臓に鉛の分銅を一つずつ載せられていくような感覚だった。脳内で永遠という文字が躍る。未来永えい劫ごう、無限歳まで生きるわたし。想像するだけで目の前が真っ暗になった。

「大丈夫、必ず方法はある。僕が絶対に導き出すから、もう少しだけ待っててね」

　わたしがどうにか平静を保てているのは、もはや友景のこの陰のない微笑みと励ましの言葉のおかげでしかなかった。毎日夜空を見上げながら、人類が滅亡したあとの事を考えた。誰もいない街で、廃はい墟きよの中で一人佇たたずむわたし。社会なんてものは当然消えて、マスプロダクションされた商品の在庫がつきて、食べるものも飲み物も無くなって、それでも生き続けてしまうわたし。

　毎日心が潰つぶれそうになって、何か希望が欲しくて、海の中でいつか触れた雨のしずくを探すかのようにわたしは友景の実験を受けた。痛みに耐え、死の損耗に耐え──そんな日々が何年か続いた。地獄の日々。




　その日、原点回帰と称した、切断部位による再生速度の変化についての実験が終わり、時刻が夜七時を過ぎた頃。わたしはいつもならそのまま部屋に戻ってベッドに倒れ伏すところだったが、なんとなく他の偽生者の実験を見てみたいという思いがふつふつと湧いてしまい、実験室を出ると地下の奥へと歩を進めた。

　友景は当然、わたし以外の偽生者にも実験を行っていた。当時は十数名の偽生者が被験体として居住していて、わたしは個室だったのであまり関わる機会は無かったけど、共有スペースですれ違ったりはしていたので、一ヶ月もすればだいたいの顔ぶれは把握できていた。

　わたしが地下の階段を適当にずんずん降りていると、ほとんどのフロアには明かりがついていなかったが、地下五階まで降りたところで、明かりと話し声がわたしの足を引き寄せた。なんとなくこっそりと足音を潜めて、わたしは廊下へと足を踏み入れた。

　廊下に入るとすぐに〝秘密の部屋〟と書かれたプレートの下がった扉が目に入った。明かりと話し声は、そこから漏れている。

「成功だ。十ヶ月待ったかいがあったね。素晴らしい」

　友景の、短いながらも万感のこもった感じのする声がわたしの耳じ朶だを打った。そのあまりのエモーショナルな声に思わず飛び上がりそうになる。

　しかし、その後にはさらに飛び上がりそうになる言葉が待ち受けていた。

「偽生者と生者がセックスすれば、子供を生むことができるんだ」

　思わず目を見開き、窓の方に身を乗り出した。友景の横顔が一番に目に入る。友景の横には咲間と柊とう也や、そして何度か見たことのある黒髪の女が一人と、手錠で拘束された見知らぬ男がいて、その中心には──一人の赤子がいた。

「喪失は部分的に受け継ぐみたいだね。泣いてるけど声がしない。ざっと見た感じだと刻印は見当たらないけど……たぶん〈声〉あたりを喪失してるんじゃないかな。ま、その辺はおいおい確かめていこう」

　母親らしき黒髪の女は、確か〈音〉を喪失した偽生者だったはずだ。すれ違うときに足音どころか衣きぬ擦ずれの音すらも聞こえず、友景に喪失を尋ねた記憶がある。

「いやー、何かの時のために攫さらってきといた生者パンピーの兄ちゃんが、まさかこんな形で役に立つとはなぁ」

　柊也ががははと笑いながら、手錠の男を小突いた。

「偽生者とはいえ、こんな美人の女と一戦交えて、一子もうけられたんだ。役得だぜ、兄ちゃん」

　わたしはそこで、女の偽生者が泣いていることに気づいた。〈音〉を喪失しているから、泣き声も嗚お咽えつの音も聞こえないが、その全身はわなわなと震え、目元には雫しずくが光る。

　だいたい事情が飲み込めた。あまりにおぞましい事情が。

　手錠の男を使って、あの〈音〉を喪失した偽生者の女を無理矢理妊娠させて十ヶ月待ち──出産させたのだ。

　元々、友景が偽生者の生殖に興味を持っていたのは知っていた。そのための実験をしているのは、たまに研究所の中で聞こえてくる会話から、なんとなく推測ができていた。それでも、実際にこうして被験者の姿を目の当たりにすると、吐きそうになった。

　しかし、悪夢はまだ始まってすらいなかった。

「じゃあ、次はいよいよ──伴ちゃんの番だね」

　全身が総毛立つ、という感覚を初めて味わった。

「伴ちゃんを妊娠させられれば、どんな形かは分からないけど、きっと喪失を受け継いだ、不死の子供が生まれる。そうしたら、実験し放題だね」

　視界が歪ゆがみ、今にもその場にばたりと倒れ込みそうなほどに目め眩まいがした。ただひたすら、ここにいるのがバレたら終わる、その恐怖だけでどうにか自制した。

「しかし、あいつが妊娠するかね。まだガキだろ？」

　柊也の軽い質問。友景は何でもないことのように、

「初潮は来てるってさ。実験の合間に訊きいてみた。死んだのが生理後すぐで、この二百年は一度も生理来てないみたいだけど……精子を入れさえすれば、伴ちゃんの身体はきっとこたえてくれる。そんな気がするんだ」

　友景の、邪気の無い横顔が、わたしの心を突き刺した。
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「ひどい奴やでほんま。伴には適当な噓言うとるんやろ？　鬼畜やん」

　咲間が意地の悪い笑みを浮かべながらそう言った。友景は肩をすくめ、

「僕だって大変なんだよ。ほんのちょっとの希望を与えてあげるだけで、あんなに何回も殺されてくれるんだもん。毎日笑わないように顔引き締めるの、意外と疲れるんだから」

　わたしは足音を立てないよう細心の注意を払いながら、最速の歩調でその場を離れた。これ以上友景たちの顔を見ていたら、流石に叫び出しそうだった。風のように素早く自分の部屋に戻ると、わたしは本当に涸かれるまで涙を流した。いや、涸れるまでというのは比ひ喩ゆだ。わたしの涙が涸れることはない。流した側から再生産されるから。

　死への希望の、最後の一ひと欠片かけらまでもが失われ、わたしは心が渇き切っていくのを感じた。絶望、という言葉がじんわりと身体中に伝でん播ぱしていく。

　そして同時に、このままここにいてはいけないと強く思った。もし、無理矢理犯されて、妊娠させられたら──こんな地獄みたいな苦しみを味わう人間を一人増やしてしまう。それだけは、避けなければならなかった。
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　わたしは地下での覗のぞき見のあと、ばくばく鳴る心臓を抑え、気持ち悪さのあまり叫び出しそうになるのをこらえながら、すぐさま部屋に駆け戻った。

　考えてみれば、毎日毎日実験と称して殺されまくっていたが、わたしを殺すための方法論が構築されている様子は一切なかったし、あらゆる行動が友景の監視下におかれ、研究所の外に出ることすら何かと理由をつけて許されなかった。

　初めから友景は、わたしを殺す気なんてなかったんだ。ただのモルモットとして連れてきた、それだけなんだ。

　わたしは地下から自分の部屋に戻ると、衣服などの最低限の荷物だけをまとめた。逃げ出すと言っても、そう簡単な話ではない。部屋の窓は十センチくらいしか開かないように設定されているし、入り口には友景と一部の幹部しか出入りが出来ないよう生体認証のゲートが設置されている。今思えば、完全に脱走防止策張られまくりで、明らかにおかしいじゃないか。友景の甘言を鵜う吞のみにしすぎた。

　わたしは念のため密ひそかに盗んでおいた医療用のメスを引き出しの奥から取り出した。紐でぐるぐる巻きにして腕に固定する。そして窓の外の様子を一応確認すると、下着を含めた衣類と靴をひとまとめにして、窓から落とした。

　急いで机に飛び乗ると、上半身の服を全て脱ぎ捨て、最大限背中を反り返らせ、ポパイ並みに胸を張って十センチ開いた窓の隙間に押しつけた。そしてそのままメスを深々と左胸に突き刺した。そのまま気合いでほじくるように奥まで進み、砂場の砂を掘るように肉をえぐり出した。すぐに絶命し、再生する。

　わたしの身体は元の位置に座していた。失敗だ。

「そう上手くはいかないか……もう一回」

　再生起点は分かっている。わたしは再びメスを左胸に突き刺して肉をえぐり出した。窓の外へと、搔かき出すように。

　再びわたしは絶命し、目を覚ますと──草が身体をくすぐる感覚が最初にきた。わたしは全裸で、研究所の建物の外、ちょうどわたしの部屋の下あたりに横たわっていた。

「成功だ！」

　わたしの再生起点は心臓、その中でも下端の心しん尖せんのあたりらしい。つまり、その部分さえほじくり出して外に落としてしまえば、そこからわたしの身体は再生して生き返るという寸法だ。

　わたしは急いで服を着ると、森の中へと駆けだした。地理関係を一切把握していないが、とりあえず遠くに逃げるしかない。月明かりすらほとんど届かない森の中を、一目散に逃げた。幸いにもわたしには食料や水や体力の心配が必要ない。お腹が減ったら死ねばいい。疲れたら死ねばいい。とにかく走り続ければ、いずれは森を抜けられる。とにかくここから離れて、その先のことは後から考えよう。

　歩行用の道などない、ただ木々と落ち葉だけが続く森の中をわたしはひたすら走り続けた。猪か熊でも出そうな鬱うつ蒼そうとした視界。もっとも、猪が出ても熊が出ても問題ない。わたしはどうせ死なないのだ。

　何時間走ったかも分からないが、運良くわたしは登山用の道にたどり着いた。丸太の階段が用意されていたり、岩場に鎖がぶら下がっていたり、格段に進みやすくなった。木々に覆われることもなく、月明かりが足下を照らしてくれる。

　このままこの道をたどっていけばふもとまで下りられるはず。わたしははやる胸をおさえて、少し軽くなった足取りで、登山道を進んだ。

　──しかし、そんなわたしの考えを叩たたき折るように、わたしの目前に白衣の少年の影が現れた。

「やあ、伴ちゃん。ハイキングは楽しかったかい？」

　流石に絶句して、言葉を紡げなかった。友景と咲間がわたしの目の前で、嫌な笑いを浮かべている。

「いくらなんでも裸で逃げ出すことはないだろうと思ってたからね。君の衣服には全て位置情報が取得できるマーカーをつけてあったんだ」

　あっけない種明かし。わたしが逃げ出すことなど想定済みだったのか。全てが友景の手のひらの上の出来事のように思えてわたしは目眩がした。

「さて、許可なく外に出られちゃった以上……罰を受けてもらわないとね」

　罰。恐ろしい響きだった。普段の実験であれだけのことをされているわたしに対して科される罰が一体何なのか、想像するだけで背筋が凍る。

　わたしは思考を放棄して叫びながら逆方向へと走り出した。逃げるのだ。これが最後のチャンス、ここを逃したら地獄が待ってる。

　しかし、走り出した瞬間にわたしの足首を冷たい手が摑つかみ、わたしは思いっきりつんのめった。覚えのある、体温を感じさせない肌触り──柊也の手だった。その手が触れている部分を起点に、がんがん体温が奪われていく。

「逃げるなんて甘い考えは、もう止めとけよ、ロリババア」

　柊也がわたしの足を引きずって引き寄せたかと思うと、そのまま髪の毛を引っ摑んで顔面を覆うように手をかざした。柊也の五指が顔に触れ、体温を奪った。抵抗しようという気力は体温と一緒に急降下して、全てを諦あきらめる境地に達した。不思議と、柊也の意地の悪い顔よりも、その向こう側に見える満月がわたしの目を奪った。

　指越しに見える月が徐々にぼんやりと輪郭を失っていき、わたしは意識を失った。
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　体中を針が駆け巡っているかのような痛みとともに、わたしは目覚めた。自分の身体で痛みを感じていない部分を探す方が難しいほどだった。辺りを見回そうと首を上げるが、視界が七色にちかちかと光り、何も見えない。呼吸を整えようと、胸を押さえて深く息を吸い込もうとし──息苦しさを覚えて激しく吐いた。吐と瀉しや物がスローモーションのようにじわじわと落下してゆく。再び呼吸をしようとして、そのやり方が思い出せずにわたしのパニックは加速した。

　空気が無い。その事実に気づくまでに、しばらくわたしは混乱し続けた。

　やがて、目眩めまいがするほどちかちか光っていた視界は徐々に晴れ、わたしは少しずつ、自分の状況を理解し始めた。

　天上に浮かぶ、青と白の星──地球が、うるさいほどに光り輝き、地球光が降り注いでいる。辺りを見回すと、砂の大地と、廃はい墟きよの建ち並んだ物寂しげな街並みが見える。ニュースフォトで見たことがある──十カ年計画の途中で開発を挫ざ折せつした月面街。

　ここは、月だった。

　造りかけの月面街が見えるとはいえ、わたしの立っている場所は与圧も環境精査も何一つなされていない、裸の月面だった。そんな場所で、わたしは一人佇たたずんでいるのだ。生身で、宇宙線を浴び、大気はなく、極寒で、さらに月の砂レゴリスが体中を切り刻む中で、わたしはぽつんと立ち尽くしている。体中に激痛が走り、目眩が止まらないが、それでもわたしは生きていた。

〝まさか、罰って──〟

　思わずつぶやこうと口を動かすが、大気が無いので音は上手く出なかった。思考が整理できず、咄とつ嗟さに自分の身体を抱きしめた。

　そこで、わたしは自分の腕に一枚の紙切れが貼り付けられていることに気がついた。紙を広げると、そこには見慣れた筆跡で、わたしへのメッセージが記されていた。





　伴ちゃんへ。

　君は、僕を裏切って逃げだそうとしました。その罪はとても重い。僕がどれだけ悲しかったことか。

　罪には罰。心は痛むけど、ちょうど罰として最適な実験を考えていたところだったので、実行させてもらうね。

　僕には伴ちゃんと出会ってから、ずっと考えていたことがあるんだ。それは、もしこの先何十億年か経って、太陽が膨張して地球が飲み込まれて、星の寿命が来ちゃったとき、伴ちゃんはどうなるんだろうってこと。

　だからそれを確かめるために、実際に伴ちゃんを宇宙に連れて行こう、って思ったんだ。ナイスアイディアだと思わない？　幸い月は咲間の目に見える範囲だからね。宇宙服さえあれば、咲間が伴ちゃんと手を繫つなぐだけですぐに月に行ける。

　実験とペナルティの一石二鳥、月面放置プレイの始まり始まり。この置き手紙を読めるくらい環境に適応するまで、どのくらいかかるのかな？　これまでの実験結果を考慮すると、少なくとも数週間の内には月でも普通に生活できる身体になってそうな気がするけどね。

　ちゃんと暦が分かるようにカレンダーつきの時計もあげとくからチェックしてみたらいいと思うよ。


友景刹那より　








　わたしは反射的に自分の両腕を確認した。左腕に見覚えのない腕時計が装着されており、今日の日付と時刻が示されている。あの脱走の日からちょうど三週間が過ぎていた。

　三週間。たったそれだけの時間で、わたしは酸素なしの世界で生きられる身体になっていた。宇宙線に耐えられる身体になっていた。レゴリスに肺を引き裂かれても、身体の表面の水分がゼロ気圧に晒さらされても、問題ない身体に仕上がっていた。

　──わたしは、死ねないんだ。たとえ、遠い将来、地球が寿命を迎えて爆発して宇宙に放り出されたとしても。宇宙の環境に適応して、生き続けてしまうんだ。

　友景の実験で、薄々は気づいていた。焼き部屋での実験で、次第に身体があの炎の部屋に慣れていくのが自らの感覚で分かっていた。他の死因──凍死や感電死や溺でき死しや餓死でも、それぞれの死因に対して耐性がついてくることは、分かっていた。

　だが、まさか、地球の外の環境にすら適応するとは、思っていなかった。

〈死〉の欠落、その業の深さを思い知らされて、わたしは体中から力が抜けるのを感じた。自分を待ち受けている永遠の未来を目の当たりにして、そのあまりの遠大さに、絶望した。

　──死にたい。

　心の底から、その願望が湧き上がってくる。せめて、この最悪の環境から、抜け出したい。地球に帰りたい──

　天上に輝く地球を見て手を伸ばしながら、あの星とこの場所の間に横たわる三十八万キロの宇宙空間をどうあがいても越えられないという事実を嚙かみしめて叫んだ。

　もちろん大気が無いので声など響かなかったが。
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　月に放置され、十年が過ぎたところで、友景はようやくわたしを迎えに来た。咲間の瞬間移動によって地球に連れ戻されると、またあの研究所へとわたしは連れてこられた。洗車機のようなもこもこの回転装置を通され、友景の部屋へと運ばれた。身体が重くて自力では立ち上がれない。

「久しぶりだね、伴ちゃん」

　ともかげ……

　わたしは声にならない声でそう言った。十年という月日は、声の出し方を忘れさせるには十分な時間だった。

「ああ、ごめんごめん。自分の感覚で久しぶりだなんて言っちゃったけど──伴ちゃんにとっては十年間なんて一瞬だよね。だって文字通り永遠に生きるんだもんね」

　涙が出てきた。といっても、友景の最悪に性格の悪い皮肉が刺さったわけではない。

　わたしは、嬉うれしかったのだ。

　たとえ相手がこの世で最も憎むべき人間だったとしても、言葉を交わす相手がいるというだけで、そこに人間がいるというだけで、本当に嬉しいという気持ちが沸き起こる。

　それほどまでに、月での十年間はわたしの心を弱らせた。

「さて、罰も終わったことだし、また実験を再開しようね。ああ、伴ちゃんはもう幹部じゃないから個室はなしだよ。大部屋で眠ってね。じゃ、久しぶりの地球を満喫するといいよ。六倍の重力もなかなか乙なものでしょ？」

　わたしは動物園のガラスケースのような部屋に放り込まれた。八畳ほどの部屋に数人の女が詰め込まれている。トイレと水道は部屋の隅にあり、カーテンすらない。三方を壁、残りの一面をガラスで囲まれており、監獄じみた部屋だった。天井も低く、二メートルあるかないかくらい。

「新入りか？　死んだ目ぇしてるな。いや実際死んでるんだけど。ま、仲良くやろうぜ」

　ガラスが震えるほどのでかい声で、金髪の女が話しかけてきた。これが愛あい果かとの出会いだった。




　研究所は十年経っても、基本的には何も変わっていなかった。見知った顔はほぼいなくなっていたし、設備が新たになっているところもあったし、咲間の頰にはしわが増えていたけど、本質的なところは同じ。

　わたしはまた友景に殺される日々へと戻っていった。様々な死に方で殺される、肉を切断されて回収される、様々な検査を受けさせられる。

　最も恐れていた生殖の実験を始める気配が無かったのは、不幸中の幸いだった。わたしの実験は主に死と再生に寄っており、生殖の実験は別の被験体で行っているようだった。




「逃げ出すぞ」

　そう愛果に言われたのは、わたしが地球に帰ってきて二週間が経った頃だった。

「は？」

　馬鹿でかい声で脱走の相談を持ちかけられ、わたしは正直閉口した。

「止めてよ、わたしもう罰は受けたくない。脱走なら一人でやって」

　愛果は何かとわたしを気にかけてくれていた。実験を終えて帰ってきたわたしを心配していつも声をかけてくれた。

　話し相手ができたことは素直に嬉しかったし、愛果はいい奴だった。だが……脱走の企てに巻き込まれるのは、迷惑だ。

「それでいいのかよ、伴。お前、毎日自分がされてること、相当やべえことだって自覚あんのか？　逃げ出したいって思わない方がおかしいぞ」

「死ねばそれで解放されるあんたと永遠に死ねないわたしじゃ、背負ってるリスクが違う。わたしはもう二度と月に行きたくない」

「お前が一度脱走したときの最大の過ちと反省点は、友景をぶっ殺さなかったことだ。あいつさえぶっ殺しちまえば、残るのは大した目的意識もねえ、木で偶くの坊ばっかりだ。あたしのこの怪力とお前の不死の身体があれば絶対成功できる。不死のお前だからこそ、ここから逃げ出すべきだ。なあ、伴よ。友景は不老だぞ。実質永遠に生きられるわけだ。お前、いつまであいつに黙って殺され続けるつもりだ？　行動おこさなきゃ、マジでずっとこのままだぞ。ずっと、な。

　確かにあたしは死んだらそれでおしまいだ。リスクはねえ。だけど、不死のお前にとっちゃ、辛い毎日を強制されるこの現状自体がとんでもねえリスクだろうが。瞬間の積み重ねが一生になるんだ。不幸ぐせがついたらおしまいだぜ。瞬間瞬間の幸せを求める癖をつけとかないと、お前、一生不幸になっちまうぞ」

〈制限〉を喪失しているせいでやたらめったら音量のでかい愛果の言葉は、わたしの鼓膜だけでなく、心をばちんと打った。

　愛果は、本当に真っ直ぐ生きてきた女なんだろうな、というのが、言葉の端々から理解できた。自分のためではなく、本当にわたしのことを考えて、脱走を提案していることがよく分かった。

「外に出ようぜ。このクソみてーな日々は終わらせよう」

　愛果はいつでも真っ直ぐわたしの目を見て話してくれていた。月から帰還して以来、わたしをずっと気遣ってくれていた。

　そんな相手には、久しく出会えていなかった。

「ありがとう」

「あん？　そんな細っこい声じゃ、あたしの鼓膜は揺れねーぞ」

　愛果が小指で耳を雑にほじくりながら言った。わたしは苦笑して、というか苦笑するのなんて何年ぶりだろうなんて思いながら、言った。

「──脱走しよう。久しぶりに、自由になりたくなってきた」




　問題は、まずどうやってこの部屋を脱出するかだった。

「たとえ百トンの鉄塊をぶつけても、この強化ガラスは壊れない。衝撃を逃がす構造になってるから。他の壁も同じ。あんたの拳こぶしじゃこの部屋は抜け出せないよ」

「マジかよ。いきなりハードルありか」

　その日、他の被験体たちは実験で出ており、わたしと愛果しか部屋にいなかった。

「どうやったら壊れるんだよ」

「方法は、あるっちゃある。ただ、あんたの協力が不可欠だけど」

「任せろ、何でもやるぜ」

「最初に断っとくけど……相当気合い入れないと、心折れるかもよ？」

　愛果はきょとんとした顔をしたのち、もう一度「任せろ」と言った。

「気合いで何とかなることなら、気合いで何とかしてやる」
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「心折れそうだ……」

　愛果がわたしの心臓に拳をたたき込みながら、そうこぼした。わたしの意識が吹っ飛び、すぐに復活する。

「ペース上げないと、終わんないよ」

　ぶち抜かれた心臓を起点に再生すると、わたしはそう発破をかけた。

　部屋には今や、わたしの血と肉、臓物の臭いしかなかった。心臓を愛果に抜き取られたわたしの抜け殻が何十体も連なり、部屋を埋め尽くす。

　わたしの身体の再生起点は心臓である。心臓が身体から抜き取られれば、心臓を起点にまた新たなわたしの全身が再生される。その際、元の死体はそのまま残る。すなわち、わたしが心臓を抜き取られるたびに、この部屋に占めるわたしの身体の体積は増えてゆくのである。

「常軌を逸してる」

　愛果がわたしの心臓つかみ取りを繰り返しながら、泣きそうな声でそう言った。珍しく弱音。

「でもこれを繰り返して、わたしの死体の体積がこの部屋の容積を超えれば、原理的には壁が壊れるはずだから」

　どれくらいの時が経ったのか、もはや分からなかった。一生この作業が終わらないのではないかと思っていた。時間が溶けてぐちゃぐちゃになったかのように、感覚が麻ま痺ひしていった。

「伴……出れたぞ」

　珍しく愛果が弱々しい声でそう言った。〈制限〉なしの声ですら、その程度の音量しか出せないほどに、精も根も尽き果てたのだろう。

　わたしと愛果は、雪崩のように部屋からこぼれ出す血肉に乗って、部屋の外へと出ていた。強化ガラスの壁も破壊されている。

「愛果、ありがとう。よく頑張ってくれた。急いで友景のところに行こう」

　わたしは全裸のまま、そう言って立ち上がり、駆けだした。愛果が待て、と言う。

「あたしの方が早い。乗れ。あと、あたしの服着とけ」

　血にまみれたジャージの上着を、愛果が投げて寄越した。すぐに羽織り、愛果の背におぶさる。

　愛果は壁をぶち破りながら、六階の倉庫まで一分かからず走り抜けた。

「さっさと七階上がって、友景殺すぞ」

　ＯＫ、と答えようとして、わたしはごちゃごちゃ散らかった倉庫の中に、見覚えのある桜紋を見つけた。

「待って、わたしの刀！　刀があった！」

　倉庫の中にぽつりと、わたしの刀が放置されていた。雑な扱いをされているのは業腹だが、むしろ捨てずに保管しておいてくれたことを感謝するべきなのかもしれない。

　わたしは刀を拾い上げると、再び愛果の背中に乗った。

「さあ、行こうぜ」

「何してるの」

　背後からかけられた、あどけない少年の声。背筋が凍る。

「勝手に部屋抜け出して、いったい──」

　脳で考える前に身体が動いた。愛果の背から飛び降り、拾った刀をそのまま抜き放ちながら振り返る。背後の友景へと躊躇ためらいの無い一いつ閃せん。

「え」

　こんなに躊ちゆう躇ちよない抵抗を受ける可能性など考えてもいなかったかのような呆ほうけた面で、友景が短い断末魔の声を漏らした。腹を切り裂かれ、友景の上半身と下半身が分かたれる。呆あつ気けなく、友景は死んだ。

「おい伴……マジかよ。やったじゃねえか」

「……急いで出よう！　幹部連中に見つかる前に！」

　わたしが愛果の腕につかまると、愛果は倉庫の窓をぶち破り、森の中へと飛び出した。

　久しぶりの外の空気を、わたしは胸いっぱい吸い込んだ。友景を斬れたという、この上ない達成感とともに。
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「……とまあ、そういう経緯があって、あたしと伴ばんは友とも景かげをぶち殺して逃げ出したわけだ。それから紗さ束つかと出会って、遊あす馬まを紹介されて、怺生者リハビーになった」

　愛あい果かの話を聞きながら、俺は言うべき言葉が見つからず、ただ口をぱくぱくと動かすことしかできなかった。

「そんな、そんなヤバい奴が、この世にいるなんて」

　信じられない、という顔の遊馬。愛果が無言で頷うなずき、

「信じられなかろうが信じたくなかろうが、実際にそういうヤバい奴のもとに伴はいたんだ。だから伴からすれば、今の環境は掛け値無しに最高の天国なんだよ。ＧＬＩＬにも、遊馬の旦だん那なにもめちゃくちゃ感謝してる。そこを裏切って友景の計画に加担するなんて、天地がひっくり返ってもありえねえってわけだ。分かったか、限きり夏か」

　自分の発言を咎とがめられ、俺は身体が熱くなるのを感じた。軽率すぎる発言。相手のことなど考えていない、無遠慮な言葉。完膚なきまでに、俺の落ち度だった。

　伴の最初の自己紹介が、自然と思い出された。

　──わたしは須す崎ざき伴。嫌いなものは月とセックス。

　その言葉の裏側に、そんな凄せい絶ぜつな体験があるなど、想像すらできなかった。

「……許せない」

　愛果の問いかけに答えるというより、身体の内に漲みなぎる感情が、言葉として漏れ出たような、そんな無意識な一言。

「目的語を明確にしな」

　愛果が表情を変えずに言った。

　俺の中で渦巻いていた感情が、言葉によって形を得る。

「……あいつのことを全然分かってやれていなかった自分が、許せない。

　そしてそれ以上に、友景のことが許せない」

　内省と心火。伴への申し訳なさと、燃え上がる友景への激憤。

「前者に関しては、省みた内容を踏まえて伴に謝れ。そして後者に関しては……友景が生きてるなら、絶対に潰つぶさないといけない。あいつが生きている理由を把握して、二度とあいつの心臓が動かねえようにがっつり殺し直す必要がある」

　愛果の冷静な言葉によって、取るべき行動が明確になる。

「今から、伴に謝りに行く」

　俺は勢いよく立ち上がり、伴の位置を確認しようと端末に触れた。

　そのとき。

《ＳＯＳサイン、ＳＯＳサイン》

　耳障りなアラート音とともに、俺の脳内で電子音声の淡々としたアナウンスが響き渡った。背筋を嫌な予感が撫なでる。

《社員ナンバーＢ一八、怺生者・須崎伴よりＳＯＳサイン。監督官・竹たけ内うち限夏および上官の遊馬覚さとるはただちに救出アクションを開始してください》

　俺と遊馬は顔を見合わせた。
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　時刻は数十分ほど遡さかのぼる。




　心底嫌気が差して執務室を飛び出したわたしは、部屋に戻るとベッドに身体を投げ出して、音楽を大音量で流しながらタオルケットにくるまっていた。

　身体の震えって自分の意志で止められないんだなぁと他人ひと事ごとのように実感しながら、わたしはひたすらポジティブなことを考えるよう努めた。去年くらいに行った阿あ蘇その大だい観かん峰ぼうの景色。愛果と紗束と光みつ愛めで行った京都旅行で見た、百年前と変わったり変わらなかったりする町並み。最近遊馬くんに買ってもらったトートーニーのバッグがかわいいこと。昨日久々に読んだスラダンの流る川かわがかっこよすぎたこと。

　しかし、意識しないようにすればするほど、友景の顔が脳裏にちらついた。背後に友景が現れて「久しぶりだねえ、伴ちゃん」と呼びかけてくる様がリアルに想像できてしまう。

　いてもたってもいられなくなり、わたしは机の引き出しから外出証を取り出して部屋を飛び出した。こういう時に逃げ込める場所がわたしにはある。

　会社を出ると、わたしはこれまた遊馬くんに買ってもらった復刻版スーパーカブ五〇に乗り込んだ。ほんとは倫護士ライフセーバーがいないのに外出しちゃ駄目だけど、そんなルールを守る気分にはなれなかった。

　向かう先は南。町外れに残された、最近じゃ希け有うなほど何も無い公園。六角形なので六角公園と呼ばれているそこには、かつてこの町の待ち合わせスポットとして親しまれていた、でっかい時計塔がある。

「最近はあんまり来てなかったな」

　わたしは時計塔の根元へと続く〝隠し通路〟に入った。ずいぶん昔、この時計塔の管理者と友達だった頃に教えてもらった、秘密の抜け道。その時から変わらず残り続けている隠し通路のおかげで、わたしは誰もいない、歯車の軋きしむ音と一日に数度鳴る鐘の音だけが響く空間を手に入れることが出来たのだ。何も考えたくないとき、誰にも見つかりたくないとき、本当に辛いとき……よくここに来てのんびりしていた。わたしだけの空間。

　わたしは階段を上がって最上階までたどり着いた。やっぱりここに来ると落ち着く。わたしは電子ライターと煙草を取り出して一服。

　そうして、のんびりとしながら、あー次限夏に会ったときなんて言おうなどと考えていた、その時。

「おう、気持ちええとこやな。うちにも吸わせてや」

　突如出現した気配と声に、電流が走ったような衝撃を受ける。そのかすれた声は──

「咲さく間ま」

　何でここに。ここを知っているのは、わたしの位置情報を把握できる、監督官とその上官くらいのはず。頭の中に混乱が渦巻く。だが、あれこれ思案している暇はなかった。振り返りざまに刀の柄へと手を伸ばす。

　しかし、わたしが刀を抜くより先に、咲間の手がわたしの口元に白い布を押しつけていた。おなじみ、金きん木もく犀せいの香り──瞬眠薬ドリームシアター。猛烈な眠気とともに意識が落ちかける。

「念のためここ来といて正解やったわ。まさかのこのこ出てきてくれるとはな。流石にＧＬＩＬの社内には瞬間移動できへんし。サンキュー」

　得意げに喋しやべる咲間。紫の髪が、塔内に吹き込む風でなびく。

「つれてったるで、友景さんのところまで」

　友景という言葉が耳に入り、一瞬だけ意識が覚かく醒せいする。もしまた相対したならば、奴は絶対にまたあの罰を科すだろう。咲間さえいれば、いつでも月に移動できるのだから。

　それだけは、本当に嫌だ。

　わたしの脳裏に、白黒の髪の少年の姿が不意に浮かんだ。

　──次は、必ずお前を守る。相棒としての、約束だ。

　わたしは全身が脱力するのを感じながらも、最後の気力を振り絞った。

「やめろ、このド腐れ不細工！」

　わたしのその叫びに、咲間は一瞬怪け訝げんそうな顔をしたが、すぐに無視して目を逸らした。

　通知音は鳴らないが、これできっとわたしのＧＬＩＬ端末が、ＳＯＳサインを発信してくれたはずだ。

　ド腐れ不細工──非常時の対策で、音声入力によってＳＯＳサインを監督官へと送る際のキーワードとして設定してある。今頃限夏と遊馬くんのもとに、わたしからのヘルプ要請が伝わっている頃だろう。

　仲間を疑うようなことを言った奴がＳＯＳなんて、虫が良い話かもしれない。それでも、この状況で即座に浮かんだのは、限夏の顔だった。生気の感じられない端整な顔。

　猛烈な眠気とともに落ち行く意識の中で、わたしは相棒へと祈るように念じた。

　お願い──助けて。
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「おい、何があった」

　俺と遊馬の様子から察したのだろう、愛果が俺と遊馬に問いかける。

「伴ちゃんからのＳＯＳサインが僕と限夏に来た。伴ちゃんの身に何かが起きてる」

「は？　マジかよ。伴はどこにいるんだ？　部屋じゃねーのか？」

　愛果が大声で疑問を口にすると、遊馬がすぐに端末を操作した。

「伴ちゃんは今──なんてこった、ここから四百キロ離れた山の中にいる。ちょっと待って、今履歴を追うから……」

　遊馬がＡＲビューを発現させ、俺たち三人と共有した。この数十分間の伴の行動がハートの光点で示される。執務室から地下の自室へと戻り、会社の外に出て、町外れの公園へ行き──そこで光点が一気に動く。一瞬の間に、光点が隣県の山間に移った。そしてそこで光点が消えた。

「端末を潰されたんですかね」

　伴の身体には識別用マイクロチップの埋め込みがなされていない。埋め込もうとしても、体外に排出されてしまうためだ。従って、モバイル端末でしか位置情報を取得できない。

「ここから移動されたら、追跡できないぞ……」

「その必要はねえ」愛果の断言。「ここは友景の研究所だ。あの野郎、もう仕掛けて来やがったのか。咲間の力で移動したな？　しかし、なんで伴の行動が読めたんだ？」

　愛果が誰に向けるでもなく問いかける。

「まあ考えるのは後だ。すぐに行くぞ。遊馬、緊急車両と運転手出してくれ」

　愛果が深刻な顔で、相変わらずのでかい音量で告げた。

「伴がやべえ」
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　どれくらい眠っていたのだろう。限夏と喧けん嘩かして執務室を出て行って、部屋に戻って、時計塔に逃げ込んで、そして──

「ハロー、伴ちゃん」

　澄んだボーイソプラノがわたしの耳に飛び込んでくる。頭が壁に根を張ったかのように硬直する。それでも、いくら見たくないと思っても、何かの間違いである欠片かけらばかりの可能性にかけて、顔を上げるしかなかった。

　ゆっくりと、恐る恐る顔を上げると、そこにこの世でもっとも見たくない顔があった。

　さらさらの金髪、幼いながらも整った造形の顔。明らかにオーバーサイズの白衣の袖を余らせているのも相変わらず。

「友景」

　わたしは、その男の名を呼んだ。友景は顔をほころばせ、

「ああ、また君に名前を呼んでもらえるなんて。すごく嬉うれしいことだよ。久しぶりの再会だ、さあ、積もる話もたくさんある。今夜は二人で語り合おう。ん？　ああ、ごめんごめん。自分の感覚で久しぶりだなんて言っちゃったけど──伴ちゃんにとっては二年間なんて一瞬だよね。だって文字通り永遠に生きるんだもんね」

「本当、その性格の悪さ……昨日の事みたいに思い出せちゃうね」

　わたしは自分のおかれている状況を素早く確認した。三面を紙の本レガシーだらけの本棚に囲まれた空間──友景の書斎だ。縛られてもいないし、身体はだるいが、動けなくはない。

「ああ、こうして話してると、いかにも恋人同士って感じだね。でもどうせならそんな俗っぽい言葉じゃなくて、永遠を生きる二人にふさわしい内容を話し合いたいな」

　にこにこ。どこまでも陰湿で、神経も逆げき鱗りんも逆さか撫なでしまくる、最悪の微笑。

「だれが恋人だ、変態」

　わたしは側にあった紙の本を咄とつ嗟さに拾い上げると、思い切り友景へと投げつけた。そのまま、デスクの上に転がっていたこれまた懐かしいインク式のボールペンをつかみ、友景を刺しにかかる。

　友景の戦闘力自体はそう高くはない。実際、友景の反応は鈍かった。しばらく突っ立ったまま、わたしの手を眺めるような顔つき。

　わたしはその大きな右目へとボールペンを突き刺した。

「うっわ──」

　友景の悲鳴を、初めて聞いた。苦痛に顔をゆがめる。

「あんたの思い通りには、ならないから」

　わたしの宣言に、友景は顔をゆがめながらも笑った。その得体のしれない不気味さに、思わず一歩後ずさってしまう。友景は目に刺さったボールペンを引っこ抜くと、

「元気だね、伴ちゃん。元気なのはすごく良いことだよ」

　わたしは絶句した。友景の右目──ぐちゃぐちゃになったその眼がん窩かの中で、何かが蠢うごめいているのだ。

「伴ちゃんの疑問に答えようか。君と空そら花はな愛果が二年前に殺したはずの僕が、何故今ここに立っているのか」

　友景の眼窩の中で蠢いているものは、ゆっくりとではあるが徐々に眼球の形を取り戻そうとしていた。

「その前に、一つ前提を確認しておこう。僕があの那珂川の河川敷で伴ちゃんに声をかけたのは何のためかってこと」

　友景の顔からはすでに苦痛の色は消え、元通りの嫌らしい微笑を浮かべている。わたしをいたぶるとき特有の、嗜し虐ぎやく的な顔。

「不死の女を使ってやることなんて、不死になるための研究に決まってるだろう？」

　友景の右目は完全に再生していた。傷一つない、つぶらな瞳ひとみ。

「あんた、まさか──不死に」

「そう。何をされても再生する、死なない身体になった。僕は老化をコントロールできるから、まさに不老不死だね。二年前伴ちゃんに斬られたときには、ギリギリ完成してたんだ。伴ちゃんの細胞をいくつかもらって、僕のオリジナルの胚はい性せい幹細胞を作り上げた。外傷の大きさによっては時間はかかるけど、確実に再生できる」

　その言葉が噓でないことは、たった今右目が再生したことから明らかだった。

「もっとも、不死性の方は偶然の賜物だし、不老性は単純に僕の喪失ミツシングによるものだから、僕以外への再現はまだ出来てないんだよね。まだまだ本当の不老不死は完成してない──というわけで、これからも伴ちゃんには被験体としての役割を果たして欲しいんだ」

　ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる友景。思わず後ずさる。

「ふざけないで。絶対に嫌」

「まあ、焦ることはないよ、時間はいくらでもあるんだから。それに、伴ちゃんを一人にはしないよ。ちゃんと生者の種馬を何人か見つけてきてるから、伴ちゃんには是非、性交して子供を産んで欲しいんだ。うまい具合に不死の子供が生まれたら、実験の効率は断然上がるし」

　友景は満足したようにわたしの顔をのぞき込むと、

「話を変えようか。実はこの部屋、ちょっと改装したんだ。僕は夜空を見上げるのが大好きだからさ」

　そう言いながら、実に嬉しそうな顔で、昔のＴＶのリモコンのような小さな機械のボタンを押した。

　直後、部屋の電灯が切れ、友景の背後のカーテンが開いた。わたしの感覚ではまだ夕方くらいだと思っていたが、間違いだった。

　窓の外に広がるのは街灯もない、建造物もない、辺り一面夜の闇に包まれた森の風景。夜空には星一つなく──唯一、黄金に輝く天体がわたしの目に燦さん然ぜんと焼き付けられる。

「月がよく見えるように、ね」

　真っ暗な闇と、満ちた月。わたしがずっと避け続けてきたものが、わたしの視界を埋め尽くす。

「君は、あそこにいたんだよね。どう？　懐かしいでしょう？」

　友景の、最低最悪の微笑みとともに、わたしは最低最悪の記憶を呼び起こしてしまった。

「────」

　声にならない声で叫び立てた。あの一面の闇と地球光、砂と宇宙線に痛めつけられ続ける身体、どこまで歩いても砂と廃はい墟きよ以外何もない灰色の大地、そしてその環境におかれても生き続けてしまうわたし。文字通り、永遠の生命を約束されたという事実をつきつけられたこと。

　全てが昨日のことのように鮮明に思い出される。あの金色の光が、月から見た地球の姿にダブる。思わず床にへたり込んでしまう。

「結局十年間もいたんだし、もはや伴ちゃんの第二の母星と言っても過言じゃ無いよね。どう？　久々にまたあそこに戻るっていうのは」

　友景はどこまでも嬉しそうに、膝ひざを曲げてわたしの前にかがんでにっこりと笑顔をみせつけてくる。

「行くのは簡単だ。咲間と一緒に手を繫つないで、行ってきなよ」

　そこでわたしは部屋の奥の人影に気がついた。宇宙服に身を包んだ誰か。

《久しぶりの月面旅行や。楽しもうな、伴》

　宇宙服のスピーカーから、咲間のハスキーな声が出力される。

「いやだ」

　絞り出すような声を漏らしながら後ずさった。上ずった声が部屋を滑っていく。何を言っても声が空気に溶けてしまうような錯覚に陥る。身体が縮み上がり、勝手に震え出すのを止めることが出来ない。

　過去最悪の体験の再演をちらつかせる……これ以上ないほどに強い脅迫。

「じゃ、咲間。行っちゃって」

　友景の指示とともに、宇宙服に身を包んだ咲間がわたしの目の前に瞬間移動してきたかと思うと、ゆっくりとわたしへ手を伸ばした。視界が曖あい昧まいにぼやけていく。後ずさろうとしても、足が言うことをきかない。

「今回はどのくらいの期間行ってもらおうか……まあ、それはまた追い追い決めるので。とりあえず、行ってらっしゃい」

　友景がにっこりと笑って手を振っているのが横目に見える。咲間の手が、今にもわたしに触れそうなほどに近づき──

　その時。

　銃声とガラスの割れる音が響き渡り、同時に咲間の右腕が破裂した。遅れて鈍い音とともに、白と黒で彩られた人影が部屋へと転がり込んでくる。紙の束が派手に撒まき散らされ、わたしの視界は白と黒に埋め尽くされた。

「お前が友景か？」

　舞う紙束の向こうの人影から、聞き慣れた声が放たれた。
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　車で三十分ほど走った後、交通規制に阻まれた俺たちは、全力疾走する愛果の背中に俺と光愛がおぶさる形で、研究所まで移動した。途中何度も死にかけたが、どうにか研究所の側までたどり着いた。

　そこで愛果が提案した突入方法は、単純明快を極めていた。

「友景の部屋にいる可能性が一番高え。あたしらは下から入って陽動する。お前は直接七階に行け」

「直接、とは？」

「あたしが投げてやる。包帯摑つかめ」

　愛果は俺の眼前に、見せつけるように手首を差し出した。俺は素直に、その腕にぐるぐる巻かれた包帯を摑んだ。

「どういう──」

「直行便だ。しっかり飛び込めよ」

　次の瞬間、愛果が身体を思いっきりねじると、テニスのサーブでも打ち込むかのように腕を振り抜いた。その圧倒的な膂りよ力りよくが俺を一直線に吹っ飛ばす。耳の側を横切る風、ぐんぐん迫ってくる研究所の外壁。思わず声が漏れた。

「雑すぎるだろ！」

　俺は銃を取り出すと上空に向けて二、三発撃った。その反動で軌道を調節する。目指すはあの、カーテンの開いている部屋。

　窓の中に、色のついた人影が見える。偽生者ワナビーがいる部屋。鼓動が速まる。一人は宇宙服のようなごつい銀の装備を着ていた。ぞくり、と嫌な予感が背筋を撫なでた。

　俺は震える手をなんとか固めて銃口を窓の中へと向け、撃った。ガラスの割れる音から一拍遅れて、俺は研究所の中へと派手に転がりながら突入した。紙の束が派手に散らかる。弾丸は宇宙服を着た偽生者の腕に命中したらしい。宇宙服の肘ひじから先が吹き飛んでいた。

　部屋にもう一つ気配を感じ振り向くと、柔らかそうな金髪をなびかせる少年が立っていた。聞かされていた容よう貌ぼうと一致する。

　怒鳴りつけそうになるのをこらえ、素早く銃口を向けた。

「お前が友景か？」

　答えを待たずに発砲する。轟ごう音おんが反響して室内を満たす。弾丸は少年の手前で速度を急速に失った。おなじみの対銃装備。舌打ちする。

「倫護士か。人の部屋に勝手に入ってくるものじゃないよ、品性を疑うね。全く、大事な宇宙服まで吹っ飛ばしてくれちゃって」

　澄んだ少年の視線が俺の奥へと向けられた。反射的に振り向くと、右腕の吹き飛んだ宇宙服を着た偽生者がそこにいた。そしてその傍らに──青白い顔をした伴が、涎よだれを垂らしながら横たわっている。

「伴！」

　俺は宇宙服の偽生者を蹴け飛とばすと伴の側に駆け寄った。目は開いているが、焦点が定まっていない。目はまっすぐ窓の外を見つめている。そこに見えるのは夜の中天に煌こう々こうと輝く満月。

　──嫌いなものは月とセックス。

　──普段は日の入りより先に寝るから。

　出会った当初の伴の言葉が不意に浮かんでくる。かつて自分が置き去りにされた星が空に浮かんでいる風景がどのような感情を起こすものなのか、俺には量りかねた。

「くっそ、痛いんじゃボケ」

　背後からかすれた呻うめき声が飛び込んでくる。反射的に俺は銃を向けた。宇宙服を着た偽生者──咲間がそこにいた。宇宙服、瞬間移動できる偽生者。すぐさま俺の中で、こいつらが今まさに伴に対してやろうとしていた行為が思い浮かぶ。

「お前ら……もう一度伴を月に送るつもりか」

　どう抑えても、語気が揺らいだ。伴への思いが全て裏返って友景への敵てき愾がい心しんへと変わる。絶対に殺し直すという意志が、俺の全身を緊張させた。

　友景はそんな俺の敵意など気にもかけていないかのように、面倒くさそうな表情で舌打ちしながら咲間のもとへと駆け寄り、無事な方の腕に触れた。

「咲間、一いつ旦たん退ひくよ」

　次の瞬間、咲間が俺の視界から消えたかと思うと、友景まで消えてしまった。〈距離〉の喪失による瞬間移動。静寂が部屋に降りる。

　俺はひとまず窓際に寄ってカーテンを閉めると、伴を揺さぶりながら声をかけた。

「おい、伴。しっかりしろ」

　今の伴にどう声をかければいいのか、俺には全く分からなかった。とにかく名前を呼びかけることしかできない。

「きり、か……」

　何度目かの呼びかけに反応して、弱々しすぎる声で伴が囁ささやいた。

「伴、大丈夫だ。愛果と光愛さんも来てる。帰ろう」

「帰る……？　地球に、帰れるの？」

　思わず伴の目をじっと見つめてしまった。焦点の合っていない瞳ひとみが、涙に歪ゆがんでいる。記憶が混濁しているのか。

「ここは地球だ。思い出せ、お前は月にはいない。もうお前を月に行かせたりはしない。俺が、お前を守る」

「そうだ、月。友景が……友景が、咲間を使ってまた月に行かせる気で友景が、わたしをまたあそこに」

　滅裂な言動が、動揺を俺にまで伝染させるようだった。

　あまりの痛々しさに、俺はなんとか状況打破ができないかと方策を探した。頭の中で数々のアイディアが浮かぶがどれも効果がありそうには思えない。何か伴の現実感を取り戻させられるくらい、強い衝撃を与える方法はないのか──

　そこで、俺の脳内に稲妻が走った。やるべきか、やらざるべきか。伴の意識を取り戻させるほどの力があるのかは分からない──だが、伴の執着ぶりを考えると、可能性はある。

　伴のためにできることなら。

「罰ゲーム、今ここでやらせてもらう」

　俺はベルトに手をかけた。

[image: くぎり]

　夢なのか現実なのか。自分の目が開いているのか閉じているのか。軸足が定まらないまま氷上で踊っているかのような不安定な状態で、わたしは目の前の光景を見ていた。

　月。

　十年間過ごした、衛星。

　月に放置されてから十年後、友景によって地球に連れて帰られてから、わたしは月という言葉を聞くたびに、びくりと震えていた。暗闇が本当に恐ろしくて、毎日明かりをつけたまま眠った。夜空を見上げるのが嫌すぎて、活動時間を昼に限定した。日が暮れそうになると逃げるように室内へと駆け込んだ。

　友景に見せられた月は、まん丸で、金色で、夜空にぽつんと寂しそうに浮かんでいて、すごく美しくて、だからこそあそこに自分がいたのだという事実がわたしの心をシンプルに刺した。そしてごつい宇宙服を着た咲間の姿が、あの日、月に連れて行かれたときのことをはっきりと思い出させてきた。

　また、あの地獄に戻るのか。何よりも絶望的な場所に、また置き去りにされるのか──

　だが、今わたしの目の前にあるのは……滑らかな白い肌だった。両腕には生身の肩と義手との継ぎ目ソケツトがある。腕以外の部分には日々の鍛錬を想起させる引き締まった筋肉が綺き麗れいな線を描いている。首元のチョーカー以外一糸まとわぬ、ちょっと不気味なほどにきれいな全裸が、わたしの目の前にあった。

「くそ、流石に意味ないか……やっぱり一回殺すしか……」

　限夏のぼやく声を聞いて、わたしの視界の解像度が急激に上がった。ぼんやりとしていた頭が覚かく醒せいしていく。思考の焦点が定まり、限夏との初対面、出会った途端に撃たれたこと、アクアガーデンで助けてくれなかったこと、〝無常の風〟のアジトでちゃんと宣言通りに助けてくれたこと──記憶がぐるぐる回って浮かんでは消える。

　そして、わたしは限夏に科した罰ゲームの条件を思い出し、脊せき髄ずい反射的に言った。

「左手を耳のあたりに当てて。あと腰をひねって片かた膝ひざを少し曲げて」

　限夏がぼやくのと、わたしがそう注文するのは、ほぼ同じタイミングだった。

「ポージングまで含めて罰ゲーム、でしょ？」

　限夏の目が見開かれた。

「伴！」

　限夏の嬉うれしそうな声なんてすごくレアだと思うけど、それすらスルーしてわたしは一点を凝視していた。

「思ってたより、えげつない」

　初めて見るあれが鮮烈すぎて、目が離せなかった。わたしにとって、男性の身体を見るというのはほぼほぼ初めての経験だった。約二百年間煮詰めに煮詰めた情欲が心臓を鳴らす。火難をそれ以上の火力の爆風で吹き飛ばすみたいに限夏の身体がわたしの混乱を吹き飛ばし、むしろ冷静さを取り戻させた。

　冷静になった途端、わたしはこのシチュエーションが逆に恥ずかしくなって、

「……も、もういいよ。罰ゲーム終了。伴ちゃんを出会い頭に撃ち殺した罪はこれで償ったってことでＯＫだよ」

　限夏は安あん堵どしたようにため息をつくと、ポーズをやめてそそくさと服を着始めた。

「意識が戻って良かった。助けに来たぞ、伴」

　流石に恥ずかしいのか、目を合わせずに限夏がそう言った。恥じらう限夏、これもなかなかレアだし乙だ。

「まさかこの最悪の場所で君の裸を見れるとは思ってなかったよ、限夏」

　わたしは本気の感謝をこめて、どきどきする心臓をなだめつつ、

「ありがとう」

「……すまなかった。お前のことを知ろうともせずに、適当なことを言ってしまって」

　殊勝な限夏。今日は確変の日なのかもしれない。レアな限夏見放題だ。

「脱いでくれたから、チャラでいいよ」

「脱いだのはその前の過失に対する罰ゲームだろう？　別の話だ」

「真面目か」

　思わず笑ってしまう。自分が笑えるレベルにまでリラックスできたことに驚いた。やはりメンズヌードは偉大だ。

「俺たちは友景を止めにきた。奴の狙い──生命革命を止める。奴の存在は、生命倫理にとっても、人類にとっても、お前にとっても、有害でしかない」

　わたしは頷うなずき、

「あのクソガキを止めるよ。琴こと崎ざきを探そう」

「そのつもりで来た」

　限夏が銀色の筒を投げて寄越した。遊馬くん特製の光刃武装の予備。

「琴崎のいそうな場所に心当たりは？」

「あるよ」

　わたしは銀の筒をキャッチすると、すっと立ち上がった。

「この研究所に関しては、そこそこ詳しいからね」




「やけに人ひと気けがないな」

　地下へと続く階段を進みながら、限夏が呟つぶやいた。

「この時間は、被験体の偽生者たちはみんな部屋の中に閉じ込められてるからね。戦闘要員の連中は一部の幹部偽生者だけだし、そいつらは今まとめて愛果と光愛が相手してくれてるんでしょ？　だったらほとんど、敵に会わずに進めると思うよ」

　途中すれ違った幹部偽生者を一人斬った以外は、ノンストップでここまで来れた。探査線もちゃんと機能している。

　わたしは地下八階までたどり着くと、限夏に目で合図して、廊下へと進んだ。廊下は一メートルも続かず、すぐに重そうな扉が姿を現した。かつてわたしが炭たん疽そ菌きんやら腸チフス菌やらで地獄の苦痛を味わわされた部屋──地下八階、通称〝病み部屋〟。

「どうせややこしいロックがかかってるだろうから……斬る」

　わたしは親指での認証を手早くこなすと、赤い光の刃を発現させた。そのまま扉を〝ロ〟の字形に切り裂き、入り口を作る。

　流石の切れ味、あっさりと入り口は開いた。突入すると、昔懐かしのモニタールームが目に飛び込んでくる。大小さまざまな計器類とモニタースクリーン、白で統一された壁面と床。そして中央には何重にも張られたでっかいガラス窓越しに、だだっ広い実験室が広がっている。

　はたして、わたしの目算通り、琴崎はそこにいた。だが、想像していたのとは少し違う姿だった。

「これは……どういう状況なんだ？」

　ガラス越しの広い部屋の中央に、琴崎の身体は浮いていた。一糸まとわぬ姿で、体中のあちこちに大小さまざまなチューブが取り付けられ、脈動している。チューブの先は全て鉄製のパイプに繫つながれており、琴崎の身体から採れたものを送り込んでいるようだった。

「もともとここは生物系の実験室で、隔離しとかなきゃいけないようなものを扱う時に使ってたらしいんだけど……立たち花ばなの言うことが本当で、あの偽生薬イルメジを琴崎の身体から作ってるとするなら、ここはいわば、偽生薬工場ってところだろうね」

「偽生薬を作る機構システムがここにあるってことか。なら、それを壊せば」

「ただ、適当に壊しちゃったら、それだけでパンデミックになって、君も光愛も死んじゃうよ。わたしが中に入って、琴崎を殺す。それでこれ以上の生産はできなくなる。すでに作られてる分をどうするかは……遊馬くんと相談しないとだけど」

　その時。

「何だ君たちは！　ここは友景様の許可を得たものだけが入れる神聖な実験室だぞ！　どこから入ってきた！」

　奥の備品室から、白衣を着た老年の男がずかずかと現れた。頭は中央部ががっつり禿はげ上がり、側面に申し訳程度の白髪が残っているという、容姿に興味のない老年の典型みたいな髪型をしていた。

「こいつ……偽生者じゃないな」

　限夏が銃を構えながらそう漏らした。

「生者の職員もけっこういるよ。偽生者を研究したいって欲求は、どんな科学者だって持ってるからね」

「生者による偽生者の使用も隠匿も犯罪だ。あんたはここで逮捕する」

「なるほど、倫護士どもか」

　科学者はにやりと笑いながら、側にあったパネルに手を伸ばした。

「今は気圧差もつけてあるし濾ろ過かシステムも作動しているからこちらの部屋は安全になっているが、私の操作一つですぐにでもこちら側まで偽生薬は流れ込んでくるぞ」

「知らないよそんなこと」

　わたしは科学者の言葉が終わるや否や、迷いなく光の剣を振るった。肉の焦げる異臭と、手首が床に落ちる音を合図に、限夏が科学者に詰め寄り拘束バンドでがっちりと締め上げる。科学者は悲鳴を上げた。素早い制圧。

「貴様らは友景様の偉大なる試みを妨害するのか！　許されん……許されんぞ。この拘束をときなさい。今から琴崎の拘束をといてそこから出して貴様らを病死させてやったっていいんだ。産業革命、情報革命に続く人類の躍進を理解できないのか？」

「なら君は理解できているのかな？」

　無邪気な少年の声が天井から響いた。限夏が反射的に飛び退ずさり、わたしを庇かばうように位置どった。

「友景様！」

　科学者が、少年の名を呼んだ。同時に、友景の手から、赤紫色の液体の入った小瓶が投げ落とされた。

　小瓶は科学者の頭にぶつかると割れ、その中身をぶちまけた。直後、悲鳴が上がる。

「〈結合〉を喪失ミスした偽生者から生成したおもちゃだよ」

　天井からすたりと友景が着地する。その振動で科学者の身体がばらばらに崩壊した。

「シロちゃんを解放しようとするなんて、ほんと無能。トップの意志はなかなか末端の手足まで落ちないもんだなあ……大変だよ」

「あんたのやりたいことは、分かってる」

　わたしは声が震えないように努めながら、光の剣を構えた。

「悪いけど、人類はわたしが守る。あんたのしょーもない好奇心で、わたしの宿主に迷惑かけるな」

　わたしは床を蹴けって友景に向け駆け出した。一瞬で詰まる距離。光刃を振りかざす。

　友景は笑みを保ったまま、白衣の懐から何かを取り出した。ラッパのような口をした人形のおもちゃ。身体の前にそのおもちゃを構えている。そんなものでわたしの刃を止められるはずがない。わたしは構わず振り抜いた。

　しかし、次の瞬間、光の刃がすぅっと消えた。あまりの呆あつ気けない消えっぷりに思わず手を止めてしまう。

「君の武器のことは知ってる。荷電粒子のブレードだろう？　かなりの電力を必要とするんだろうね……その電力、奪わせてもらったよ」

　ばちばち、と音を立ててラッパの周りに電光が走った。反射的に柄の電力残量を確認すると、残量ゼロＥの表示がむなしく示されていた。

「電気系統を使用する武器の対策はこれ一つですむ。電力もいただけて一石二鳥なんだ。良いでしょ」

　ただの筒に成り果てたわたしの武器。思わず一歩後ずさる。

「さあ、伴ちゃん。邪魔は入ったけど……お仕置きの続きをしなきゃね」

　友景がゆっくりとわたしに顔を近づける。

「動くな」

　背後から冷たい声。限夏が銃を構えていた。

「さっきの倫護士か？　悪いけど、対銃装備は僕のまわりにきちんと張り巡らせてる。弾の無駄だよ。邪魔しないで」

「撃つのはお前じゃない。あいつだ」

　限夏は正面に構えていた銃を九十度スライドさせた。その射線上には、宙に浮かぶ琴崎。

「困るんだろ？　あいつを殺されたら」

　友景は初めて笑みを崩し、眉まゆをひそめた。

「やめときなよ。このガラスを壊せばここは一面、偽生薬に汚染される。僕と伴ちゃんは偽生者だし、そもそも不死身だからなんともないけど……君はすぐに死んじゃうよ」

「俺の命はどうでもいい。伴に近づくな」

　限夏は無表情のまま、引き金にかけた指を少しずつ曲げていく。ハッタリではない、今すぐにでも銃声が轟とどろきそうな様相。

「限夏、やめて。死ぬのは──ダメ」

　限夏の、あまりにも自分を顧みない態度に背筋が凍り、思わず大呼していた。

　叫びながらも、わたしは自分の口からそんな言葉が出たことに驚いていた。いずれ死ぬ、必ず死ぬ、百年しないうちに死ぬ──それが、わたし以外の人間。そんなことは、もうとっくの昔に理解していたはずなのに。

　驚きつつも、胸に浮かんできたのは、紗束の死だった。相棒を喪うしなったときの、あのどうしようもない無力感。限夏がいなくなる──それは、絶対に想像したくない未来だった。

　それほどまでに、限夏の存在がわたしの中で大きくなっていることに、今更気がついた。

「残念ながら、それは許せないね……ま、遅かれ早かれ、か」

　友景はこの緊迫感をものともしない吞のん気きさで、深々とため息をついた。

「演出は足りてないかもしれないけど、ちょっとしたドラマを用意してるよ」

　笑みは崩れたものの余裕のスタンスは崩さない友景が不気味で、わたしは退いて距離をとった。友景はそんなわたしの姿を一いち瞥べつすると、にやりと笑い、

「音声入力コード──〝ウェルカムトゥアンダーグラウンド〟」

　そう口にした。

　同時に、わたしたちの立っていた床が、いきなり消滅した。昔ながらの床抜けトラップ。
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　立っている場所が消える感覚というのは初めて味わった。いきなり自分が踏みしめていた地面が消え、宙に放り出される。身体のどこに力を入れればいいのか分からなくなってしまう。

　友景の音声入力により床が消えた瞬間、俺は即座に伴の腕を摑つかんだ。この落とし穴にどういう意図があるにせよ、奴の目的は琴崎の防衛と伴の捕獲だ。伴から離れるわけにはいかない。

「限夏、わたしを下敷きにして！」

　伴がそう叫びながら俺の下側へと身体をねじ込んで来る。

　次の瞬間、伴の悲鳴とともに衝撃が来た。暗すぎて見えなかった穴の底に、俺は伴を下敷きにして着地していた。俺の身体の受けるべきダメージは全て、伴へ。

　音だけで痛みを感じるほどにキツい粉砕音。伴が悲鳴とともに口から血を噴き出した。

「伴！」

　どうしてそう自分の身体を犠牲に……という思いが沸き立つ。傷つく偽生者の姿を見るたび、自分の胸を裂かれるような気になる。

「……大丈夫、すぐ再生するから。痛みは一瞬。それよりこの落とし穴……ここにこんな仕掛けがあるなんて知らなかった。早く上に戻らないと……」

「その必要はないよ、伴ちゃん」

　上方から降ってくる少年の声。顔を上げると、巨大なパラソルのようなものにぶら下がりながら、ゆっくりと降下してくる友景の姿があった。反射的に引き金を引いたが、そこで俺は絶句した。

　引き金を引いても弾丸が出ない。対銃装備に阻まれているというのではない。そもそも銃から弾丸が出ていないのだ。発砲申請が受理されていないときと同じ挙動。

　わけも分からず、俺は撃てない銃を友景に向けて構えた。

「無駄だよ、竹内限夏くん。君の銃は使い物にならない。さて……せっかく君と伴ちゃんのために用意した舞台なんだ。ここでしばらく、楽しもうじゃないか」

　友景はパラソルから手を離して飛び降りると、綺き麗れいに着地した。

「わざわざ自分まで落とし穴の底に降りてきて、どういうつもり」

　伴が口にした疑問は、俺が感じていたものでもあった。

　俺らが落とされたこの空間は、バスケットボールのコートくらいの広さで、周囲は全て黒い壁に囲まれている。かなりの深さがあるのか、上に見えるのは小さな光のみ。

　そして何より煩わしいことに、遊馬との通信がつながらない。何か特殊な素材で通信を阻害されているのだろう。ここに放置されれば、正直俺と伴は脱出できない。

　そんな空間に、何故友景はわざわざ降りてきたのか。

「言っただろう、君たちのために用意した舞台なんだ。上手く泣いてくれよ、感動の対面だ。おいで」

　隅っこの壁際から、不意に人影が現れた。

　昔から愛用してた、膝下まですっぽり覆うマキシコートは濃紺で、美しくカールした艶つややかな髪は栗色。茶色の瞳ひとみ。

　あんた、そんな色してたのか。

　俺は胸に湧いてくる感情をどう処理すべきか分からなかった。

「──紗束」

　伴がそいつの名前を呼んだ。

「久しぶりだね、伴ちゃん」

　にっこりと笑いながら、紗束が言った。




「動くな、紗束さん」

　俺は自分の銃を紗束に向けながら、絞り出すような声でそう言った。

「色が見えてる。あんた、偽生者だろ」

　俺がわざわざそう言わなくたって、伴にだってその事実は分かっているはずだ。なにしろ紗束はすでに死んでいるのだ。

　今ここで紗束が動いているのは、生き返ったから、という理由しかあり得ない。

「倫護士が蘇生して偽生者になった際は速やかに自決する。そういう規則だったはずだ。どうして生きている」

「限夏も、久しぶりだね。相変わらずカタいなあ」

　紗束の口調は、生前よりも少し軽快で、どこかタガの外れているような奔放さがあった。

「あんたは高給や武装に憧あこがれたタイプの奴らとは違う……俺と同じ、偽生者の存在を許さないために、純粋に偽生者を殺し直すという目的のために入社した側の人間だと、思っていたんだが」

「そうだね。だからこそあんたに共感して、寝ちゃったりもしたわけだけど。でも、もうあたしはそういうの、無くしちゃったから」

　紗束はそう言うとコートの襟元を開いた。首回りを囲うように竜胆色サルビアブルーの文字で刻まれた〈ＥＴＨＩＣＳ〉──〈倫理〉を喪失した偽生者。

「だからもう、生者と偽生者とか、不可逆性イリバーシビリテイとか生命倫理とか、どうでもいいんだよね」

　紗束は表情を変えずに、手にした銃を伴に向けた。あまりに自然すぎる所作に、反応が遅れてしまう。

「紗束……どういうこと？」

　伴が半分裏返った声で訊きくのを、紗束はふふ、と笑った。

「何で伴ちゃんのことが、友景さんたちにバレてるか、考えてみなかった？　あたしはもしかしたら、感づいてるんじゃないかな、と思ってたんだけど。その様子じゃ、あたしの考えすぎだったみたいだね」

　友景さん、という呼称の違和感がぞくりと背を冷やした。

「紗束さん……あんたまさか」

「あたしが、友景さんに伴ちゃんのこと、教えたんだ。ＧＬＩＬの行動パターンもだいたい分かるって言って。琴崎ちゃんが一発派手なバイオテロを起こせば、必ず不死の伴ちゃんを投入してくるって」

「……」

「限夏、あんたが今あたしに向けてる銃も、もう撃てないよ。さっきＧＬＩＬのネットワークに入って、あんたの銃全部の発砲申請を棄却凍結しといたから。まだ一応あたしのアカウント生きてた。電脳の中でだけは、まだあたしも生者だったみたい」

　悪戯いたずらっぽく口元をゆがめる紗束。俺は確かめるように引き金を引いた。相変わらず、弾丸は出ない。

「噓でしょ、紗束。なんであなたが、友景にわたしのことを……そんなことして、あなたにメリットは……」

　すがるように問い質ただす伴を、紗束は嫌な笑みを浮かべながら見下ろしていた。口元は笑っているが、その目は冷え切っている。

「偽生者になったあたしを拾ってくれたのが、友景さんだったからね。偽生者としてのあたしの生活を保障してもらう対価に、ＧＬＩＬの情報を売った。そしたらまさか、友景さんが伴ちゃんのことを血眼になって探してたとはね。おかげであたしは、情報提供者としての価値を持てた。凄すごく助かったよ。ありがと、伴ちゃん」

　ぎり、と俺は奥歯を嚙かんだ。こんなにも胸がざわつくのは、いつ以来だろうか。

「あんたのために、こいつが流した涙があるんだ」

　気がつくと俺は、自分の感情を言葉で出力していた。

「あんたは裏切った。ＧＬＩＬも、伴も」

「どうでもいいよ。偽生者には偽生者のスタンスがあるってこと、友景さんに出会って知れたんだ。だから取りあえず……限夏、あんたはもう、邪魔」

　紗束が銃口を俺に向けるより、伴が俺の前に飛び出す方が若干速かった。銃声が反響し、伴の身体から鮮血が噴き出す。伴の赤い血が俺に降り注ぐ。思わず悲鳴を上げそうになる。

「限夏、わたしの後ろに」

　伴は両手をいっぱいに広げて屹きつ立りつしていた。銃創はすでに消えているが、流れた血の痕あとは伴の身体を痛々しい赤色に染めている。

「君のことは、殺させないから」伴が俺にそう言った。

「銃を失った倫護士と、剣を持たない不死身の少女。何をどう殺させないのか、見せてよ、伴ちゃん」

　友景が壁際の椅子に腰掛けながらそう笑った。

　俺はつとめて冷静に勝ち筋を探った。俺の銃は使い物にならないし、伴の武器も充電切れ。打てる手は無い、そう思えるが──俺には一つだけ勝機がある。

　チャンスは一度。タイミングを選べ。

「紗束、銃はやめておこう。実は、竹内限夏くんのことも紗束から多少教えてもらってるんだ。偽生者が許せないんでしょう？」

　友景の幼い声で名前を呼ばれるたび、その薄気味悪さに身体が震えた。

「竹内限夏くんには、せっかくなので、偽生薬で死んでもらおうと思ってるんだ。偽生者になった限夏くんの姿、見てみたいなぁ」

　友景の歪ゆがんだ笑み。

　俺はすぐさま腰に提げたガスマスクに手を伸ばした。しかし友景はそんなことはどうでもいいというかのように滑らかな動作で、懐から注射器を取り出した。身体のどの部分にでもらくらく突き刺せそうな、鋭利な針を光らせている。

「紗束、これで打ちなよ」

　紗束は友景から投げ渡されたそれを受け止めると、ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。

「来ないで、紗束」

　伴は後ずさりながらも、俺の前に毅き然ぜんと立っていた。

「ああそうだ、伴ちゃん。あたしちゃんと、伴ちゃん用の武装も用意してきてるんだよ。ゆっくり眠れる麻酔を仕込んだ弾丸。金きん木もく犀せいの香り、好きでしょう？　一発いっとく？」

　紗束が二挺ちよう目めの銃をごそごそと懐から取り出した。銀色の銃身が光る。紗束は容赦なく伴に狙いを定め、引き金を絞った。

　ここだ。

　俺はホルスターから二挺目の銃を取り出した。即座に構え、紗束に照準を合わせる。どんな状況に陥っても、偽生者を返殺キルバツクする手段を失わないために手に入れた、電子管制のなされていない抜き身のリボルバー。黒い銃身が鈍く光る。

　遊馬の解析によれば、奴らの対銃装備は、使用すると自分の弾丸も速度を殺して無効化してしまう──ならば、先刻銃を撃った紗束は、対銃装備を実装していないはず。

　だが、ここで俺は致命的なミスを犯した。

　紗束が撃った麻酔弾を食らって伴が上げた悲鳴に、意識を向けてしまった。

　一瞬だけ頭をよぎる、〝先に伴を撃って、生き返らせた方が良いのでは無いか〟という考え。当然そんなはずはない。それでも、これ以上伴を危険に晒さらしたくないという思いが、俺の判断を鈍らせた。

　すぐに俺は紗束へと銃を向け直したが、一瞬という時間を取り戻すことは出来ない。

　俺が引き金を引くのとほぼ同タイミングで、紗束の鋭いハイキックが俺の手に命中する。俺はかろうじて銃を手放しはしなかったが、弾丸は狙いを違たがえ、紗束の左肩口に命中した。赤い血が飛び散る。

　だが、明らかな重傷を負いながらも、この程度の痛みなど何の障害にもならないと宣言でもするかのように、紗束は笑みを浮かべていた。

　紗束は俺の懐へと身体をねじ込むと、その右手につかんだ注射器の針を躊ちゆう躇ちよなく俺の首筋に突き刺した。

　すぐさま、鋭い痛みとともに違和感の波は濤とうが全身を駆け巡った。異物が体内に入り込んでくる感覚と、身体が半分に分かれていくような奇妙な感覚。

　俺は倒れ込みながらも、つとめて冷静に、昏こん倒とうしている伴の頭を撃った。直後、紗束の二度目の蹴けりが俺の右手に命中し、俺から銃を奪った。俺は伴を守るように飛び出すと、何かを叫ぼうと口を動かしたが、そこで視界が真っ暗になり──
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　体内に走る熱い衝撃とともにわたしは目覚めた。そうだ、紗束に麻酔弾を撃たれて、そして──

「偽生薬注入完了、だね」

　紗束が左肩の銃創を押さえながらそう言った。その視線の先では、首筋に注射針をぶっ刺されている限夏が、糸の切れた人形のようにどさりと倒れていた。その顔に、生気は感じられない。

「限夏……？」

「もう死んでるよ。そのうち生き返ると思うけど」

　紗束の冷たい声。わたしは腹を殴られたような衝撃を感じて目め眩まいを覚えた。

「噓、でしょ……？」

　本当に頭の中が真っ白になると、陳腐な台詞せりふしか出てこない。

　これまで何度となく覚えた喪失感──大切な人を亡くした時の、本当にもう会えないんだという事実の棘とげが、胸を刺した。

「生き返ったら、限夏、どうするんだろうね。あれだけ偽生者を許せないって言ってた男が、偽生者になったら……ま、何を喪失するかによっても変わるだろうけど。楽しみだね、伴ちゃん」

　嗜し虐ぎやく的な顔で紗束はそう言った。左肩の銃創の痛みすら感じていないような表情。

　友景が満足そうな顔で立ち上がり、かつかつと靴音を鳴らしてわたしに近寄ってくる。

「さあ、伴ちゃん。ちょっぴり手間取ったけど……これでお邪魔虫はもういない。お仕置きの続きをしないとね。咲間の宇宙服が修復完了したら、また月に行ってもらうね。その前に、また昔みたいにして遊ぼうか。紗束もいることだし、一緒に遊ぼう」

　無邪気な声が、わたしに絶望をたたき付ける。

　一いち縷るの望みをかけて、わたしは銀の筒を構えた。だが、電力残量は無慈悲な残量ゼロＥ表示。ただの棒きれでしかない。

　紗束が荒々しくわたしの手を蹴りつけた。銀の筒が手を離れて転がる。完全なる丸腰になってしまう。

　心が折れかける。視界がぼやける。

　……大事な人のこと、また、守れなかったな。

　涙が出るのをなんとかこらえる。一筋でも流せば、わんわん無様に泣きわめいてしまうであろうことは、容易に想像できた。口を固く引き結び、耐える。

「そんなしょうもない倫護士の死を嘆く必要なんてないよ、伴ちゃん。結局のところ、君のことを理解できるのは僕だけだ。不老不死同士、最高のカップリングだと思うんだ。また一緒に遊ぼう？」

　友景のあどけない顔が、歪んで見えた。

「じゃ、一いつ旦たん眠っとこうか」

　紗束が麻酔弾入りの銃をわたしに向け、躊躇なく引き金を引いた。
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　俺は、何故偽生者を許せないのか？

　たまに分からなくなることがある。習慣から意図が失われて形式だけが残るように、俺の記憶から、そのきっかけとなる出来事が忘却されて、ただ偽生者を許さないという思いだけが行動指針として残っている、そんな感じ。

　いや、完全に忘れていたわけじゃない。ただ、目を逸らし続けていただけ。伴が月とセックスのことを避け続けたのと同じように、俺は自分が偽生者の存在を許せない理由を避け続けてきたのだ。すなわち、あの日の出来事の記憶を。

　俺は、偽生者を許してはいけない。

　もし、許してしまったら、それは──十二歳の時の自分と、母を裏切ることになるから。

　紗束に突き刺された注射針から液体が流れ込んでくるのと同時に、古い記憶が走馬灯のように浮かんでくる。




　大前提として、俺の世代ではもう、偽生者というのはその存在を許されていなかった。法律上も社会通念上も、偽生者はこの世の法則から外れたエラー存在で、速やかに排除すべきものとして認識されていた。

　家の中に蚊や蝿はえなどの害虫がいたら殺すように、家電製品が壊れたら修理をするように、赤信号が点灯していれば横断歩道の前で立ち止まるように、偽生者と思おぼしき人間がいれば当局に通報し、倫護士の手によって処理してもらう。それが当然のことだった。

　俺もそんな社会常識から外れることなく、偽生者を認識していた。とはいえ、俺の周囲には偽生者らしき存在、すなわち訃ふ報ほうを聞いたはずなのに何故かその辺を散歩しているだとか、〈顔〉を喪失した首無し人間が道路を歩いているだとか、そんなことはなかった。俺は偽生者というものを一度も見ることなく、十二歳まで育った。そう思っていた。

　俺の目は生まれたときから色を認識しなかった。生まれて初めて目を開けたときの事なんて覚えていないが、その時も白黒の世界だったのだろう。色がない世界というのは思いのほか不便で、特に幼少期ともなると日々の生活の難易度が格段に上がる。

　ピーマンとパプリカの区別がつかない程度ならたいしたことではないが、物の識別がつかない、信号や路線図や多重グラフなど色による情報伝達は全て受容できない、色の変化が分からないからレアとミディアムとウェルダンの区別だってつかない。

　だが、俺はそれでも幼少期から初等教育の六年目までを楽しく過ごした記憶がある。色に関しては世の中の一般的な物品を一つずつ暗記していった。林りん檎ごは赤、イチゴも赤、木は葉っぱが緑、幹が茶色、海は青、手帳やペンや洋服にはいろんな色の種類があって、普通の人は用途や好みによって使い分ける……

　色の見えない俺がどうやって色の概念を習得したか？　それは簡単。俺の視界は基本モノクロだったが、そのモノクロの世界でただ一人だけ、鮮やかな色をもって見える人がいたのだ。

　それが俺の母親だった。




　母親とその周辺数センチ程度。俺の視界の中でそこだけが有彩色に彩られて見える。母親は目が悪いにもかかわらず、様々な物品や、紙の絵本や、時には自分が描いた絵を使って根気よく俺に色を教えてくれた。俺は母親のことが大好きだった。もちろん父親のことも、姉のことも、他の家族や親族、友人のことも大好きだった。だが、母以外の人間は全てモノクロにしか見えなかった。

　転機が訪れたのは、十二歳の時だった。俺の住んでいた小さな町に、偽生者が出たという噂が流れたのだ。通り魔に殺害され、一ヶ月前に葬儀を終えた、隣の初等学校の六年生、南みなみモニカというハーフの女の子。俺は級友たちと好奇心の下に結託し、噂を確かめに行った。すなわち、南さんの家に忍び込んだのだ。

　そこで俺は、金髪碧へき眼がんのモニカの姿を見た。生まれて初めて見る、母以外の、色のついた人間。級友たちはびびって逃げ出したが、俺はその場を動けなかった。

　──何故、色があるんだ？

　それまでの十二年間で、俺は母親とその周辺数センチ以外で色を見たのはそれが初めてだった。

　初めて見る、偽生者。初めて見る、母以外の色。

　奇妙な符合が、俺に嫌な予感をもたらした。

　それから俺は一ヶ月かけて、偽生者の噂を一心に蒐しゆう集しゆうした。社交的で友達が比較的多かったこと、色が見えないということで同情を買いやすかったこと、何より子供だったこともあり情報収集はスムーズに進んだ。俺は偽生者の可能性のある人物に会いまくり、計十名の偽生者と対面し、そして確信した。

　俺の目には、偽生者の姿だけ、色を持って見える。

　十人目との対面を終えて家に帰ると、俺は母親に質問をしようとして早足でリビングへと向かった。

　母はリビングのソファベッドの上で仮眠を取っていた。よく母は夕方仮眠を取り、深夜に自分の書斎で仕事をするという流れをとっていたので、珍しいことではない。

　俺は母に質問する代わりに、眠っている母のもとにそっと近寄った。そして長くてつややかな髪をかきあげ、そのうなじを露わにした。俺が物心ついてからずっと、母は髪を肩甲骨まで伸ばし、決してそれ以上短くしなかった。それだけではない。風ふ呂ろに入るときも、一緒にマラソンの練習をするときも、料理をするときもラーメンを食べるときも、母は一度も髪を結ばなかった。

　俺は祈った。俺の探しているものがそこにないことを、切に。

　はたして、俺はそこに探し物を見つけた。

　蘇芳色ダフニの文字で刻印された〈ＳＩＧＨＴ〉の五文字──タトゥーやボディペイントとは違う、皮膚の内側から浮き出てきたような、刻印。

　俺の母は、〈視覚〉を喪失した偽生者だった。

　刻印を見た瞬間、全身の皮膚の内側を虫が這はい回るようなおぞましさが俺を襲った。何かの間違いだ、そんなはずない。だいたい、偽生者が子供を作った事例なんて聞いたことがない。

　だが、俺の目に偽生者だけが色を持って見えることと、母の姿が色を持って見えることは、単純明快な三段論法をもって、俺の母が偽生者であることを示していた。

　そして、母親は盲目だった。祖父母から、かつての母は目が見えていたと聞いたことがある。人生のどこかでひっそりと殺されて生き返り、その際に〈視覚〉を喪失したことで盲目になったのだ。

　いつだったか父に聞いたことがある──〝お母さんはな、限夏を生んだときにはもうすでに目が見えていなかったんだ。だから、お前が生まれたときは、すぐに頰をすりよせて、体温を感じてたんだよ〟。

　俺が生まれたときにはすでに、母は〈視覚〉を喪失していた。

　そこから導き出される答え──俺は、偽生者の生み落とした子供。




　この身体の半分には、偽生者の血が流れている。

　一度死んだ人間の、存在してはならない血が。




「……限夏？　どうしたの、真っ青な顔して」

　俺はびくりとなって一歩退ひいた。母が目を覚ましたのだ。目をこすりながら起き上がる母。俺は咄とつ嗟さに右手を背に隠した。

「ねえ、お母さん……一つ訊ききたいことがあるんだけど」

　その声音のせいか、畏かしこまった訊き方のせいか、母は何かを察したように真顔になった。その顔を見て俺は、泣くように言葉を吐き出した。

「偽生者は、生きてちゃいけないんだよね」

「……」母は、全てを悟ったような、穏やかな顔を見せた。

「じゃあ、お母さんも生きてちゃ駄目だよね」

　俺は右手に握った包丁を頭上に掲げた。母には見えていない。

「ごめんね、今まで黙ってて」

　母はにっこり笑った。

　俺は包丁を振り下ろした。モノクロの世界の中で唯一色づいた母の胸へ。赤い血が広がる。モノクロの中に赤が広がる。視界が真っ赤に染まる。母の悲鳴すら赤色に聞こえた。

　母が絶命するまで、たっぷり一時間はかかった。俺の刺突は甘く、母の体力を奪うばかりで命まではなかなか届かない。肉を刺す感触が自分に跳ね返ってくるかのようで、俺は何度も包丁を振り下ろしながら悲鳴を上げた。

　これは当然の処置なのだ。

　家の中に蚊や蝿などの害虫がいたら殺す、家電製品が壊れたら修理をする、赤信号が点灯していれば横断歩道の前で立ち止まる──それらと同じレベルの話なのだ。

　そう言い聞かせながら、俺はこの世に存在してはいけない母親を刺し続けた。途中、母の身体を押さえつける自分の左腕までも深々と突き刺していた。それでも構わないと思った。共に死ねるならそれでも良い──だって俺は、この世に存在してはいけない人間だから。

　母の姿は徐々に霞かすんでいった。俺はひたすらに刺し続けた。母の身体も、自分の左腕も、紅色に染まり切っていった。

　気づいたときには、母の姿は消えて、俺は自分の左手だけを刺し続けていた。視界は再び完全なモノクロへと戻っていた。




　そうだ、だから俺は偽生者を返殺し尽くさなければならない。

　あの日、俺は母を安らかに送ってやることができなかった。苦しみを与えず、最初からそこに存在しなかったかのように自然に殺すことができなかった。

　できるようになりたかった。できる力が欲しかった。

　だからこそ俺は倫護士の資格を史上最年少で獲得し、ＧＬＩＬに入社して、銃の携帯と発砲を許されるために全ての力を注いだのだ。脆ぜい弱じやくな腕を切り落として義手に換えてでも、確実に一撃で偽生者を仕留められる銃を撃てるようになりたかった。山のような申請書も稟りん議ぎ書も研修もカウンセリングも、粛々とクリアしていった。

　そうして、偽生者を見つければ苦しませず一撃で撃ち殺すことを生業なりわいとした。そうしてきた。ずっと。最愛の母を殺したこと──その行為の正当性を保つために。自分の行動の一貫性を守り抜くために。二重規範など、許さないために。

　全員殺して俺も死ぬ──この世の偽生者全てを返殺して、そして自分も死ぬ。

　だから、俺は──




　走馬灯が終わり、俺はぱちりと目を開けた。頭痛は残るが視界はクリア。声が聞こえる。震える伴の声が。

　俺はもう、偽生者が傷つく姿は見たくない。

　殺すことが出来ないならせめて、お前を傷つけようとするもの全てから、お前を守る。




　俺は側に落ちていた銀色の筒を拾い上げ──立ち上がった。
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　肉に弾丸が突き刺さる痛みが来る──その予測は外れた。代わりにきん、という鋭い金属音が響いたかと思うと、わたしの眼前に白い袖そでが出現していた。

「させねーよ、紗束さん」

　抑揚のない声。胸にじんわりと、奇跡への喜びの鼓動が跳ねる。

「こいつはもう、誰にも傷つけさせない」

　限夏が立ち上がり、その左手で麻酔弾を受け止めていた。義手だからこそ出来る芸当。紗束が動揺を露わにする。

「何であんた、動けるわけ。生き返るにしても、」

　早すぎる。そう言いたかったのだろう。だが紗束がそう言い終えるより早く、限夏は動いていた。一瞬で距離を詰め、銃を握った紗束の手を勢いよく蹴けり飛ばす。

「生者は殺すが、偽生者には効果がない。そういう薬なんだろ？　新事実発見だ。薬剤情報提供書に書き加えといてくれ」

　蹴け飛とばされた麻酔銃が宙でぐるぐると回転する。

「生者と偽生者のハーフにも、特に大した効果はないと、但し書きを」

　ハーフ。限夏の言葉を理解するのに一瞬思考が止まる。だが何よりも、限夏が生きて動いて喋しやべっているという事実が、わたしの絶望を溶かした。全身に血が巡る。動けという脳の命令に手足が応こたえる。
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　わたしが立ち上がるのと、限夏が叫ぶのが同時だった。

「キャッチボール研修の成果の見せ所だ」

　限夏が手首のスナップをいい感じに利かせて、わたしに向かって何かを投げつけてきた。くるくる回転しながら弧を描くように飛来するそれを、わたしはがっちりと片手でキャッチした。

　そしてその正体に気づく。

「邪魔はさせないよ、竹内限夏」

　友景が手に持った怪しげな液体の入った小瓶を限夏に向かって投げる素振りを見せた。おそらくは偽生者から作った何らかの劇薬。

　わたしは努めて冷静に、Ｅランプが消えて充電完了の表示の灯ともった、限夏の義手によって充電の完了したわたしの武器のセンサー部分に親指を押しつけて指紋認証を済ませると、叫んだ。

「〝抜刀〟！」

　荷電粒子の刃が赤い光を放ちながら発現する。

　わたしはわたしの武器を精密に振り抜いた。一刀両断、友景の身体が上下に分断された。さらに返す刀で四等分に。先刻の眼球を突き刺したときの再生速度を考えると、これでしばらくは無力化出来たはずだ。

　鼓膜の隣に心臓があるのかと思うくらい、高鳴る鼓動がはっきりと分かった。思わず限夏の目を見つめる。限夏とぶつかり合う視線。言葉を交わさなくても伝わる──やってやったぜ、という高揚。

「友景さん！」

　紗束の声で現実に引き戻された。そうだ、まだ終わったわけじゃない。声のする方を向くと、紗束が友景に駆け寄ろうとしていた。

　そこに、限夏が立ちはだかった。無感動な目──いや、無感動を装った目で、しっかりと紗束の姿を見つめていた。

「伴、斬れ」

「……」

「今は、ただの偽生者だ。紗束さんは既に、琴崎に殺されている。返殺すべき存在だ」

　紗束の目の色が変わっていた。少しだけ昔の紗束の面影がみえる、意志が灯った目。

　わたしは紗束の身体を撫なでるように、刃を振るった。濃紺のコートが──コートだけが、裂ける。

「紗束、わたし、分かってたよ」

　身体には触れない程度のギリギリのラインを通過した刃は、紗束の着ていた服をぱっくりと割り、素肌を露わにした。

　限夏が息を吞のんだ。わたしも無言で、その身体を見つめる。

　かつては嫉しつ妬とするほど豊満で綺き麗れいだったバストラインが、今は影も形もない。代わりに、肉の抉えぐられたような跡が、生々しく刻まれている。それだけではない。皮膚のいたるところに火傷やけど、裂傷。腹部の大部分を染める、人間の地肌についていて良い色とは思えない真っ黒な焦げ跡と、虫の這った跡のような縫い目。

「生き返って、友景に見つかって、拷問されたんでしょう。分かってたよ。別に、わたしと紗束は〈倫理〉なんかで繫つながってたわけじゃないし。〈倫理〉を喪失したからって、わたしを裏切るはずないし」

「……」

「いっぺん死んだとしても、何かしらを喪失したとしても、紗束は紗束だし」

「……ん」

　紗束が、声を震わせた。

「伴ちゃん、ごめん。弱くて……耐えられなくて。最低だよね。ごめん。守れなくて、ごめん」

　そんな、涙と一緒に言われると、胸に迫る。やめてよ。

「でも、もう大丈夫だね。限夏、あとは任せたよ」

　紗束が一度だけ笑みを作った。身体が泣きたいっていってるところを無理矢理笑顔にしようとしてるみたいな、くしゃくしゃの顔になっている。

　限夏は、言葉を交わすことはせず、ただ無言で頷うなずいた。そして、剣を握るわたしの手に、自分の手を重ねた。

「紗束、そんなになるまで耐えてくれて、ありがとう。あなたは、これからもずっと、わたしの相棒だよ」

　わたしは一度目を閉じて、紗束の嗚お咽えつを聞いた。

　そして目を開けると、

「ばいばい、紗束」

　わたしは今度こそ、紗束の身体を斬った。赤い刃が走り、首と胴体が二つに分かれる。紗束の首も胴体もすぐに白く輝いて霧散してゆき、夢みたいに消えた。
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　ほんの少しだけ、昔の話。




　河川敷で須す崎ざき伴ばんに助けられた後しばらく経って、宮みや本もとストロガノフは伴をモデルにした漫画を発表した。

『ＳＯＬＯＩＳＴ』というその漫画は、不死の肉体を持つ少女が鮮やかな紅色のセーラー服を着て日本刀を振り回し、悪い奴らをぶった斬っていくという痛快なストーリーで、普通の人間には見えない物が見えているのではないかと言いたくなるような独特な画風が話題を呼び、スマッシュヒットを記録した。

　宮本ストロガノフ──本名竹たけ内うち望み春はるは、まだ二歳にも満たない我が子の首元をさすりながら、自分の漫画を見せ、語りかけていた。

「君は、もしこれからこんな感じの女の子に会ったら、絶対助けてあげるんだぞ。何しろお母さん、子孫代々に恩を継がせるって、約束しちゃったからねえ」
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「しかしまさか、偽生者ワナビーと生者のハーフとはねぇ」

　わたしの呟つぶやきに、限きり夏かは外れかけていたチョーカーを荒っぽくちぎって捨て、首元を露わにした。そこには、刻印というほどにははっきりとしていない月げつ白ぱく色の文字で《ＣＯＬＯＲ ＶＩＳＩＯＮ》と刻まれていた。

「本来的には、俺は今すぐに死ぬべき存在なんだ」

　限夏は紗さ束つかの銃を拾い、再生しようとしている友とも景かげにゼロ距離で撃ち込みながらそう言った。友景がぐったりとなるのを見届けながら、

「だが、俺が死んだところで、世の中の偽生者の数が減るわけじゃない。それなら──倫護士ライフセーバーになって、この世の偽生者すべてを返殺キルバツクしてからでも、遅くないんじゃないかと考えを変えた。

　正直、甘えた考えだと思う。ただ自分の死を先延ばしにしたいだけの言い訳でしかない。それでも、自分で選んだ道だから、背くわけにはいかない」

　遠い目で言う限夏。

「限夏が生きてて、わたしは良かったよ」

　わたしは、気づいたらそう口にしていた。

　限夏は照れたような風にそっぽを向いて、「なんだそれ」と言った。

「君の考え方も理解できるけど、少なくともわたしは、君が今ここに存在してくれて本当に良かったって思ってる。君の、偽生者の方の親と、生者の方の親が出会って君を誕生させてくれたこと、本当に感謝してる。だって、君がいなかったら、わたしは今ごろあの月の監獄で、また無限に死んでただろうから」

　丁寧に言おうとしたのに、結局勢いづいて一気に言い切ってしまった。

　限夏が、わたしの方を振り向いた。

「俺も、お前と会えて良かったと思う」

　限夏のその言葉によって、わたしは自分が予想していた以上に動揺した。嬉うれしい、という気持ちが胸の奥底から湧いてくるのと同時に、その喜びをそのまま受け入れてはいけないというアラートが鳴る。

「だから、俺は、お前を──」

　わたしはそこで、手のひらを限夏に向けた。ストップ、のポーズ。

「けど、それ以上は駄目。ちょっとやばい。君は、いずれ死ぬから。わたしは、君無しで生きられるようにしてないといけないから──」

　わたしの言葉に、限夏は無言でわたしの目を正視した。時が止まったみたいに、静寂がふたりの隙間を埋め尽くした。

　しばらく無言の時間が続いたところで、びしびしと音を立てながら壁伝いにロープがおりてきた。雰囲気は寸断され、わたしと限夏は同時にそちらを見た。

「お──い！　伴、限夏、いるか──？」

　反響しまくりの大声。声の主が一発で分かる。おそらく遊あす馬まくんの指示で、わたしたちをこのでっかい落とし穴から助けに来てくれたのだ。

　苦笑しながら壁に近寄り、ロープを摑つかんでぐいぐいっと引く。拘束した友景を抱えて、限夏が後に続く。一緒にロープに摑まり、再びぐいぐいと引っ張って合図を送ると、一気に引き上げられ始めた。

　壁に何回もバウンドしながら、愛あい果かの膂りよ力りよくの偉大さを改めて感じた。バウンドするたび呻うめき声をあげてしまったが、途中から限夏が上手く足を使ってわたしが壁に激突しないようコントロールしてくれた。さりげない優しさ。

　そうしてわたしと限夏は昏こん睡すいした友景とともに、一分と経たずにもとの〝病み部屋〟へと引き上げられた。

「おお、無事だったか！　通信つながらなくなったから心配してたぜ」

　愛果の豪快な安あん堵どのため息に、わたしは思わず苦笑した。色々ありすぎて脳が混乱しているけど、愛果のシンプルな快活さはストレートにわたしの心を少し軽くしてくれた。

《ほんとうだよ……一時はどうなることかと》

　遊馬くんの、胃がきりきりいってそうな声にも、不思議と安心感をおぼえた。

　月に飛ばされそうになる脅威と、相棒を喪うしないそうになる恐怖──たとえ未遂に終わったとしても、一度脳裏にこびりついた負の感情は、そうそう簡単に拭ぬぐい去れるものではない。

　日常感のある会話を、日常感のあるメンバーと交わすことができていることが、わたしにとっては何よりの救いだった。

「ところで、それは一体……？」

　限夏が手に抱えている白衣の少年を見ながら、光みつ愛めが尋たずねた。

「友景の死体」限夏の短い回答。

「ひえっ」

　後ずさる光愛。

「結局、やっぱり生きてたんだな。あの時伴が斬ったのは偽者かなにかだったのか？」

　愛果の疑問に、わたしは首を横に振った。

「わたしの身体を研究して、不死の肉体を手に入れたんだって。時間さえかければ、どれだけ切り刻んでも再生しそう。正直、どうしたらいいかわからない」

　そう、友景がまだ生きてこの世に存在することこそが、何よりもわたしの心を重くしていた。限夏の腕に抱えられた友景の寝顔は、本当に安らかでただの少年のようだった。その穏やかさが心底気持ち悪かった。

　だが、そんなわたしの憂ゆう鬱うつを吹き飛ばすように、凜りんとした表情で限夏が口を開いた。

「それなら、考えがある。遊馬さん、俺の持ってる音声ログ、光愛さんに転送してくれ」

　思わずわたしは限夏の方を勢いよく見た。愛果と光愛の視線も限夏へと向けられる。

「不老不死が一番嫌がることをやってやろう」
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「マジ、お前ら殺す……」

　咲さく間まが床に這はいつくばりながらそう漏らすのを、俺は一歩引いたところで聞いた。

　愛果たちが確保していた瀕ひん死しの咲間を連れて、俺たちは研究所の屋上へと来ていた。空には満点の月。

　失血により視界も霞かすんでいるであろう咲間の手をとり、友景の手を握らせると、光愛は言った。

「〝咲間、君はもう長くない。ご苦労さま。最後の仕事、お願いできるかな？　宇宙服はもう無いけれど……この手を握って、伴ちゃんと一緒に月へ飛んでほしい〟」

　透き通るようなボーイソプラノ──友景の声も口調も完全にコピーした、光愛のものまね。会話の音声データを一度聞かせただけでこのクオリティ。

　咲間は完全に友景からの指令だと思い込んだようだった。弱々しく頷うなずくと、友景の手をぎゅっと握りしめる。俺が瞬まばたきをするよりも先に、咲間の姿が消えた。

　最後の力を振り絞り、月へと瞬間移動したのだ──友景とともに。

　あまりにあっけない終しゆう焉えん。

　俺は、伴の横顔を見やった。呆ぼう然ぜんとしたような、安堵したような曖あい昧まいな表情で月を仰ぎ見ている。

　俺は無言で、伴の頭に手を置いた。

「バイバイ、友景」

　伴が天上を見上げて、微かすかな声でそう言った。

　それに答えるかのように、俺の目に映る満月が、ほんの少しだけ金色の輝きを帯びた気がした。




　遊馬の手配した増援部隊は、想定よりも早めに到着した。遊馬は「もろもろの処理はこっちで進めるから、二人は休んでて」と言って俺たちを作業に参加させなかった。

　俺と伴は指示に従い、作業の邪魔にならないように屋上に留とどまった。

「夜空、久しぶりに見上げたな」

　伴は煙草に火をつけた。

「ずっと避け続けてきたけど……こうして見ると、綺き麗れいだね」

　伴は煙を吐きながらそう言った。煙が月へと昇る。

　伴が吸い終わるまでのしばらくの間、沈黙が続いた。何か語るべきだと思ったが、言うべき言葉もきっかけも分からなかった。

　先に口を開いたのは伴だった。

「君は、もうしばらくの間は、側にいてね」

　長い沈黙の後のその言葉は、月光の降り注ぐ屋上に、よく響いた。

「君が大人になって、たくさん仕事して、たくさん経験を積んで、時には恋なんかしちゃって、どんどん成長していって、どんどん老けていって……そういうの、全部見ててあげるからさ。

　だから、指切りして。わたしが『もういいよ』って言うまでは、何がなんでも生きる、って約束して。仕事でヤバくなったときも、辛くて死にたくなったときも、その約束を思い出して頑張れるように」

　一気に喋しやべったことで息が切れたのか、伴はそこで言葉を区切り、

「そうしたら、ほんの少しの間は、わたしもひとりぼっちじゃ無くてすむから」

　伴の弱々しい声は、俺の胸に染みるように響いた。紗束を喪ったことは、俺の想像以上に深い傷を、伴の心に刻んだようだった。

　俺は、間を空けずに言った。

「心配するな。お前を一人にはさせない」

「うん。君が生きているうちは、そうして欲しいな」

　伴が優しくそう言うのへ、俺はあえて強く言った。

「違う」

　伴へと身体を向け、目を見つめて言う。

「俺が、お前を殺す方法を必ず見つけ出す。それなら、問題ないだろう？」

　伴が呆あつ気けにとられたような顔をした後、表情を崩した。

「本当に？」

「本当に」

　俺は一瞬だけ躊躇ためらった後、小指を立てて、伴に押しつけるように突き出した。

　伴は柔らかく笑って、自分の小指を俺の小指に絡めた。

「約束だよ。絶対だよ。わたしを殺すこと。わたしより先に死なないこと。わたしを一人にしないこと」

「ああ、約束する。お前の相棒として」

　俺は指切りのフレーズをフルで口ずさみながら、腕を振った。流石に照れが出て、顔が熱くなった。思わず笑ってしまう。

「初めて、笑ったね」

　自身も笑いながら、伴はそう言った。

















あとがき






　物語を書いていることは絶対に隠すべきだと思っていた。




　僕は中学校に上がるくらいの頃に小説を書き始め、それからずっと小説家になりたいと思っていました。十五歳の女の子が純文学の新人賞を獲とっていたり、その少し前には十九歳の大学生が日本一有名な文学賞を獲っていたりと、近い年齢の人たちが活躍しているのを見て、「小説家になりてぇ」と強く思っていました。




　しかし僕は、自分が小説を書いているという事実を、必死に隠し通してきました。

　自分の物語を読まれるのは、僕にとって「恥ずかしい」ことでした。

　自分の頭の中では完かん璧ぺきな物語でも、他の人からみれば、ただの妄想にすぎないのではないか。下手をすると「痛い奴」だと思われるんじゃないか。

　その恐怖に囚とらわれて、僕は友人たちに小説を書いていると言い出すことが出来ませんでした。あまり友人を自分の家に呼ばず、人の家に遊びに行くようになり、仮に家に人が来ても、ＰＣだけは絶対に触らないでもらいました。

　それくらい、物語を書いているということは、僕にとって言い出しづらく、「恥ずかしい」ことでした。

　それでも、僕は物語を書き続けました。止やめられませんでした。大学を卒業して、一般企業に就職してからは、新人賞を狙って本気で書き続けました。

　本にさえなれば。

　本という形を得てしまえば、それはもう僕の夢想じゃない、歴れつきとした小説になる。

　その思いだけを力に、ひたすら書き続けました。

　いつか、僕の夢想から始まった物語が形を得たとき、周りの人に、「これが僕の書いた物語です」と胸を張って言える日がくるのを信じて。




　そうしてたくさん書いた物語のうち、最も思い入れが強かった作品が、第二十三回［秋］スニーカー大賞で優秀賞をいただき、こうして本になりました。

　選考にかかわっていらした皆様。たくさんの応募作の中からこの物語を掬すくい上げていただき、本当にありがとうございました。

　担当編集のＷ氏、めちゃ忙しい中僕のわがままをたくさん聞いていただき、ありがとうございました。ジャスト同い年の社会人としてほんとに尊敬しております。あと、女性ならではの視点も、大変助かりました。

　カスカベアキラ様、素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございました。最初に伴ばんのデザインラフをいただいたときの衝撃は言い尽くせません。毎日眺めながらにやにやしてました。伴や限きり夏かたちに形を与えてくれて、ありがとうございました。

　そして、この本にかかわってくださった全ての方。本当にありがとうございました。

　こういう謝辞って、読者として読んでた頃は「そんなんあとがきに書かんで直接言えばえーやんけ」と思ってたんですけど、書く側になって分かりました。ここに書き記すことに意味があるんですね。この本は森もりバジルだけで作ってるわけではないんだぜ、ってことをがっつり提示しておきたいんです。




　そう、色んな人の技術と経験とエモと資本が、僕の物語を形にしてくれました。

「恥ずかしい」なんて口が裂けても言えない、誇るべき小説です。

　死なない少女と、笑わない少年の物語を、どうぞ優しく見守ってあげてください。

　これが、僕の書いた物語です。


森バジル　


















本作は、第23回［秋］スニーカー大賞優秀賞受賞作『モノクロボーイと月嫌いの少女』を改題・改稿したものです。
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